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は
じ
め
に

　

紫
式
部
と
い
え
ば
、
時
の
権
力
者
藤
原
道
長
の
娘
で
一
条
天
皇
の

中
宮
と
な
っ
た
彰
子
に
仕
え
、
世
界
的
に
も
有
名
な
文
学
作
品
『
源

氏
物
語
』
の
作
者
と
し
て
広
く
認
識
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、

意
外
に
も
そ
の
一
族
に
つ
い
て
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
な
い
よ
う
に
思

わ
れ
る
。

　

そ
の
よ
う
な
な
か
、
紫
式
部
の
一
族
に
つ
い
て
い
ち
早
く
注
目
し

た
の
が
、
角
田
文
衞
氏
で
あ
る
。
角
田
氏
は
、『
紫
式
部
と
そ
の
時

代
』（
角
川
書
店
、
一
九
六
六
年
）
や
『
若
紫
抄
―
若
き
日
の
紫
式

部
』（
至
文
堂
、
一
九
六
八
年
）
な
ど
の
著
書
（
（
（

に
お
い
て
、
紫
式
部

の
父
母
や
兄
弟
の
み
な
ら
ず
、
そ
の
姻
戚
関
係
に
も
着
目
し
た
。
な

か
で
も
特
筆
す
べ
き
は
、
九
世
紀
末
以
降
常
陸
国
を
拠
点
と
し
、
十

世
紀
半
ば
に
は
陸
奥
国
に
も
勢
力
を
扶
植
し
た
軍
事
貴
族
で
あ
る
貞

盛
流
平
氏
と
の
姻
戚
関
係
で
あ
る
。
角
田
氏
は
、
紫
式
部
の
お
ば

（
父
藤
原
為
時
の
姉
妹
）
は
平
維
将
に
嫁
ぎ
、
維
将
と
の
間
に
生
ま

れ
た
娘
と
は
従
姉
妹
同
士
で
あ
り
な
が
ら
姉
妹
の
約
束
を
す
る
ほ
ど

親
し
い
間
柄
で
あ
っ
た
と
指
摘
し
た
（
（
（

。

　

本
稿
で
は
、
角
田
氏
の
研
究
を
踏
ま
え
、
紫
式
部
（
以
下
「
式

部
」
と
表
記
す
る
）
の
周
辺
つ
ま
り
姻
戚
と
の
関
わ
り
の
な
か
で
式

部
の
一
族
の
存
在
形
態
を
明
ら
か
に
し
て
い
く
と
と
も
に
、
そ
れ
が

一
族
の
進
退
に
お
い
て
い
か
な
る
影
響
を
も
た
ら
し
た
の
か
考
察
し

て
い
き
た
い
。

註（
1
）
こ
れ
ら
の
著
書
及
び
そ
の
他
学
術
雑
誌
な
ど
に
収
載
さ
れ
た
紫
式

部
関
係
の
論
考
は
、
の
ち
に
源
氏
物
語
千
年
紀
を
記
念
し
て
、
論
文

集
『
紫
式
部
伝　

そ
の
生
涯
と
「
源
氏
物
語
」』（
法
蔵
館
、
二
〇
〇

七
年
）
に
再
録
さ
れ
た
。

（
2
）
角
田
文
衞
「
紫
式
部
の
伯
母
と
従
姉
」（
同
氏
著
『
紫
式
部
と
そ

の
時
代
』
角
川
書
店
、
一
九
六
六
年
、
の
ち
に
註
（
1
）
角
田
著
書

に
再
録
）。

第
一
章　

藤
原
定
方
家
と
の
関
係

第
一
節　

藤
原
為
頼
・
為
時
と
具
平
親
王

　

別
添
の
〈
系
図
〉
を
通
し
て
、
改
め
て
式
部
の
系
譜
を
確
認
し
て

紫
式
部
の
周
辺

滑　

川　

敦　

子
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み
る
と
、
式
部
は
三
十
六
歌
仙
の
一
人
と
し
て
讃
え
ら
れ
「
堤
中
納

言
」
の
通
称
で
知
ら
れ
る
藤
原
兼
輔
の
曾
孫
に
あ
た
る
。
注
目
す
る

べ
き
は
、
そ
の
姻
戚
関
係
で
兼
輔
の
子
で
あ
る
雅
正
（
式
部
の
祖

父
）
の
妻
室
が
右
大
臣
藤
原
定
方
の
娘
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
定
方

と
の
姻
戚
関
係
は
、
そ
の
後
に
お
け
る
一
族
の
政
治
的
地
位
に
大
き

く
影
響
す
る
こ
と
に
な
る
。

　

具
体
的
に
見
て
い
く
と
、
定
方
の
姉
妹
で
あ
る
胤
子
は
、
宇
多
天

皇
の
女
御
で
醍
醐
天
皇
の
生
母
で
あ
っ
た
。
ゆ
え
に
定
方
と
醍
醐
天

皇
は
お
じ
・
甥
の
間
柄
で
あ
っ
た
が
、
さ
ら
に
定
方
は
天
皇
の
皇
子

で
あ
る
代
明
親
王
に
自
身
の
娘
を
嫁
が
せ
、
二
重
の
姻
戚
関
係
を
構

築
し
た
。
そ
う
し
た
人
間
関
係
の
な
か
に
、
式
部
の
一
族
が
組
み
込

ま
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　

代
明
親
王
と
定
方
娘
の
間
に
生
ま
れ
た
荘
子
女
王
は
、
村
上
天
皇

の
女
御
と
な
り
具
平
親
王
を
生
ん
だ
。
詩
歌
・
学
問
の
才
能
に
優
れ

た
具
平
親
王
は
、
師
の
慶
滋
保
胤
は
じ
め
多
く
の
文
人
を
集
め
て
詩

会
を
催
し
、
そ
の
メ
ン
バ
ー
に
は
母
荘
子
女
王
の
母
方
の
従
兄
弟
に

あ
た
る
藤
原
為
頼
・
為
時
（
そ
れ
ぞ
れ
式
部
の
伯
父
・
父
）
も
含
ま

れ
て
い
た
。
母
方
の
血
縁
関
係
に
拠
る
と
こ
ろ
が
大
き
か
っ
た
の
か
、

具
平
親
王
と
為
頼
・
為
時
兄
弟
の
関
係
は
深
か
っ
た
と
思
料
さ
れ
る
。

例
え
ば
、
為
時
は
具
平
親
王
家
の
家
司
を
務
め
て
お
り
（
（
（

、
為
頼
に

至
っ
て
は
親
王
が
雑
仕
女
の
大
顔
に
産
ま
せ
た
子
で
あ
る
頼
成
を
、

自
身
の
子
で
あ
る
伊
祐
の
養
子
に
し
て
い
る
（
（
（

。
す
で
に
母
方
の
従
兄

弟
と
い
う
関
係
に
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
自
身
の
子
を
託
す
ほ
ど

式
部
の
一
族
に
対
す
る
具
平
親
王
の
信
頼
は
厚
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

　

為
頼
・
為
時
の
父
雅
正
は
応
和
元
年
（
九
六
一
）
に
死
去
し
て
い

る
が
、
母
の
右
大
臣
藤
原
定
方
娘
は
少
な
く
と
も
為
時
が
越
前
守
と

し
て
赴
任
す
る
長
徳
二
年
（
九
九
六
）
ま
で
は
存
命
だ
っ
た
と
思
わ

れ
る
（
（
（

。
こ
の
点
を
含
め
て
類
推
す
る
な
ら
ば
、
一
族
内
に
お
け
る
母

定
方
娘
の
影
響
力
は
大
き
か
っ
た
と
思
わ
れ
（
（
（

、
為
頼
・
為
時
兄
弟
と

具
平
親
王
の
関
係
は
母
方
を
通
じ
て
構
築
さ
れ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
。

第
二
節　

陸
奥
守
藤
原
為
長

　

為
頼
・
為
時
に
は
、
も
う
一
人
為
長
と
い
う
同
母
兄
弟
が
い
た
。

　

為
長
は
、
従
五
位
上
陸
奥
守
を
極
官
と
し
た
人
物
で
（『
尊
卑
文

脈
』）、
天
元
三
年
（
九
八
〇
）
十
一
月
頃
に
陸
奥
守
に
任
じ
ら
れ
現

地
に
赴
い
た
と
思
わ
れ
る
（『
小
記
目
録
』
同
年
十
一
月
三
日
条
）。

ま
た
、
寛
和
元
年
（
九
八
五
）
四
月
に
は
、
陸
奥
国
か
ら
貢
馬
を
進

上
し
た
こ
と
が
み
え
る
（『
小
右
記
』
同
年
同
月
廿
五
日
条
）。

　

寛
和
元
年
以
降
の
為
長
の
動
向
は
不
明
で
あ
る
が
、『
為
頼
朝
臣

集
』
に
「
は
ら
か
ら
の
陸
奥
守
な
く
な
り
て
の
頃
、
北
の
方
な
ま
み

る
お
こ
せ
た
り
し
に
」
と
い
う
詞
書
を
も
つ
一
首
が
収
め
ら
れ
て
い

る
こ
と
か
ら
、
寛
和
元
年
四
月
以
後
在
任
中
に
死
去
し
た
も
の
と
思

わ
れ
る
。
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さ
ら
に
為
長
に
つ
い
て
は
、『
日
本
高
僧
伝
要
文
抄
』
第
二
所
収

の
「
慈
恵
大
僧
正
」
の
伝
記
に
興
味
深
い
逸
話
が
載
せ
ら
れ
て
い
る
。

以
下
簡
潔
に
紹
介
し
て
お
き
た
い
。

　

当
時
延
暦
寺
座
主
の
地
位
に
あ
っ
た
慈
恵
大
僧
正
良
源
が
、
永
観

二
年
（
九
八
四
）
に
比
叡
山
西
塔
の
宝
幢
院
を
造
営
し
よ
う
と
し
て

資
金
不
足
に
悩
ん
で
い
た
。
そ
こ
で
為
長
は
良
源
に
手
紙
を
送
り
、

国
分
寺
に
押
し
入
っ
た
盗
賊
が
金
泥
の
大
般
若
経
を
略
奪
し
経
文
を

焼
い
て
金
を
採
取
し
て
い
た
と
こ
ろ
、
捕
ら
え
て
金
三
十
両
を
押
収

し
た
が
、
元
々
経
文
に
使
わ
れ
て
い
た
金
で
あ
る
た
め
仏
事
に
充
て

る
べ
く
寄
付
を
申
し
出
た
。

　

こ
の
逸
話
の
叙
述
か
ら
判
断
す
る
に
、
為
長
は
文
人
の
為
頼
・
為

時
と
異
な
り
、
受
領
と
い
う
立
場
上
武
的
性
格
の
強
い
人
物
と
思
わ

れ
る
（
（
（

。
何
故
為
頼
・
為
時
と
為
長
で
役
割
が
異
な
っ
た
の
か
、
次
節

に
お
い
て
為
長
の
陸
奥
守
任
官
の
背
景
か
ら
考
え
て
み
た
い
。

第
三
節　

陸
奥
守
任
官
の
背
景

　

近
年
、
十
世
紀
の
陸
奥
国
支
配
に
つ
い
て
論
じ
た
渕
原
智
幸
氏
は
、

藤
原
師
輔
の
弟
師
尹
を
家
祖
と
す
る
小
一
条
家
が
そ
の
関
係
者
の
陸

奥
守
任
官
に
よ
っ
て
、
陸
奥
国
に
お
け
る
小
一
条
家
の
利
権
を
維
持

し
て
い
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
（
（
（

。
為
長
と
当
時
小
一
条
家
の
当
主

で
あ
っ
た
藤
原
済
時
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
母
親
が
藤
原
定
方
の
姉
妹
で

あ
っ
た
た
め
従
兄
弟
同
士
の
関
係
に
あ
っ
た
。
よ
っ
て
為
長
の
陸
奥

守
任
官
に
あ
た
っ
て
は
、
為
頼
・
為
時
と
具
平
親
王
の
関
係
同
様
、

母
方
の
姻
戚
関
係
に
拠
る
と
こ
ろ
も
大
き
い
か
と
思
わ
れ
る
（
（
（

。

　

さ
ら
に
当
該
期
の
陸
奥
国
は
、
十
世
紀
半
ば
以
降
朝
廷
に
よ
る
陸

奥
国
支
配
の
推
進
・
強
化
の
た
め
、
陸
奥
守
あ
る
い
は
鎮
守
府
将
軍

に
任
じ
ら
れ
た
貞
盛
流
平
氏
や
秀
郷
流
藤
原
氏
が
現
地
に
下
向
し
た
。

や
が
て
十
世
紀
末
ま
で
に
は
、
そ
の
子
孫
が
陸
奥
国
に
拠
点
を
築
き

軍
事
的
実
力
者
と
し
て
成
長
し
て
い
っ
た
。
そ
の
過
程
の
な
か
で
、

軍
事
的
実
力
者
同
士
の
競
合
も
発
生
し
、
陸
奥
守
は
そ
の
調
停
に
当

た
ら
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
（
（
（

。

　

そ
う
し
た
現
状
の
な
か
で
、
小
一
条
家
が
陸
奥
国
の
利
権
を
維
持

し
て
い
く
た
め
に
は
、
武
力
が
必
要
不
可
欠
で
あ
っ
た
。
そ
の
武
力

こ
そ
が
、
陸
奥
国
の
軍
事
的
実
力
者
で
あ
っ
た
貞
盛
流
平
氏
で
（
（
（

、
は

じ
め
に
で
触
れ
た
よ
う
に
為
頼
ら
の
姉
妹
の
婚
家
で
も
あ
っ
た
。

　

よ
っ
て
受
領
と
し
て
の
為
長
の
武
的
性
格
は
、
陸
奥
国
に
利
権
を

有
す
る
小
一
条
家
や
貞
盛
流
平
氏
と
の
関
係
の
な
か
で
培
わ
れ
た
も

の
と
考
え
る
。
こ
れ
は
、
為
長
が
受
領
と
い
う
職
掌
を
通
じ
て
、
一

族
内
に
お
け
る
経
済
活
動
の
担
い
手
と
し
て
の
役
割
を
期
待
さ
れ
て

帯
び
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　

以
上
第
一
節
か
ら
第
三
節
に
か
け
て
、
藤
原
定
方
家
と
の
関
係
を

見
て
き
た
が
、
定
方
家
か
ら
具
平
親
王
家
・
小
一
条
家
・
貞
盛
流
平

氏
へ
と
関
係
が
発
展
し
て
い
く
な
か
で
、
為
頼
・
為
時
そ
し
て
為
長

は
そ
れ
ぞ
れ
一
族
内
に
お
け
る
役
割
を
確
立
し
て
い
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
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註（
1
）『
本
朝
麗
藻
』
巻
下
所
収
の
為
時
の
詩
の
序
文
に
、「
藩
邸
之
旧
僕

而
巳
」
と
記
さ
れ
て
お
り
、
為
時
が
具
平
親
王
の
家
司
を
務
め
て
い

た
こ
と
が
分
か
る
。

（
2
）『
権
記
』
寛
弘
八
年
（
一
〇
一
一
）
正
月
七
日
条
に
よ
る
と
、「
藤

原
頼
成
為
蔵
人
所
雑
色〈
阿
波
守
伊
祐
朝
臣
男
、実
故
中
書
王
御
落
胤
〉

と
あ
り
、「
中
書
王
」具
平
親
王
の「
落
胤
」と
し
て
生
ま
れ
た
が
、「
伊

祐
朝
臣
男
」
と
し
た
こ
と
が
判
明
す
る
。

（
3
）『
為
頼
朝
臣
集
』
の
な
か
に
、「
人
の
遠
き
と
こ
ろ
へ
行
く
母
に
か

は
り
て
」と
い
う
詞
書
で
始
ま
り
、越
前
国
へ
赴
任
す
る
為
時
を
思
っ

て
詠
ん
だ
一
首
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。

（
4
）
雅
正
の
姉
妹
に
は
醍
醐
天
皇
の
更
衣
で
あ
っ
た
桑
子
と
い
う
女
性

が
お
り
、
章
明
親
王
を
生
ん
で
い
る
。
よ
っ
て
章
明
親
王
と
為
頼
・

為
時
は
従
兄
弟
同
士
で
あ
る
が
、
管
見
の
限
り
両
者
の
関
わ
り
は
見

ら
れ
な
い
。そ
れ
だ
け
為
頼
・
為
時
は
母
方
の
影
響
力
の
も
と
に
あ
っ

た
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

（
5
）『
尊
卑
文
脈
』に
よ
る
と
、為
長
の
孫
に
あ
た
る
為
通
に
つ
い
て「
為

従
者
被
殺
害
」
と
い
う
物
騒
な
注
記
が
あ
る
。
為
通
の
武
断
的
性
格

は
個
人
的
な
も
の
で
は
な
く
、
家
系
的
に
存
在
し
て
お
り
、
祖
父
為

長
に
由
来
す
る
も
の
か
も
し
れ
な
い
。

（
6
）
渕
原
智
幸
「
藤
原
実
方
の
陸
奥
守
補
任
―
十
世
紀
の
小
一
条
家
に

関
す
る
一
考
察
―
」（
同
氏
著
『
平
安
期
東
北
支
配
の
研
究
』
塙
書
房
、

二
〇
一
三
年
、
初
出
二
〇
一
一
年
）。

（
7
）『
後
拾
遺
集
』
巻
十
八
・
雑
四
に
所
収
さ
れ
た
作
者
不
明
の
和
歌

の
詞
書
に
、「
右
大
将
済
時
住
吉
に
ま
う
で
侍
り
け
る
と
も
に
て
よ

み
侍
り
け
る
」
と
あ
る
が
、
群
書
類
従
本
『
小
大
君
集
』
に
よ
っ
て

こ
の
和
歌
の
詠
み
手
が
「
み
ち
の
く
の
か
み
た
め
な
か
」（
陸
奥
守

為
長
）で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
、為
長
と
済
時
は
近
し
い
間
柄
に
あ
っ

た
こ
と
が
窺
え
る
。

（
8
）『
今
昔
物
語
集
』
巻
二
十
五
の
第
五
「
平
維
茂
罸
藤
原
諸
任
語
」

に
は
、
貞
盛
流
・
平
維
良
と
秀
郷
流
・
藤
原
諸
任
の
紛
争
が
発
生
し
、

当
時
陸
奥
守
の
任
に
あ
っ
た
藤
原
実
方
（
済
時
の
甥
）
が
そ
の
調
停

に
あ
た
っ
て
い
る
様
子
が
見
え
る
。
結
局
裁
断
が
下
さ
れ
な
い
ま
ま

実
方
は
死
去
し
た
た
め
調
停
が
不
調
に
終
わ
り
、
維
良
と
諸
任
は
合

戦
に
及
ん
で
い
る
。

（
9
）
小
一
条
家
と
貞
盛
流
平
氏
の
関
係
は
、貞
盛
の
子
で
正
暦
元
年（
九

九
〇
）に
陸
奥
守
に
任
じ
ら
れ
た
維
叙
が「
実
右
大
将
済
時
男
」（『
尊

卑
文
脈
』）
と
あ
り
、
真
偽
は
定
か
で
は
な
い
も
の
の
両
者
の
強
い

政
治
的
関
係
が
想
定
さ
れ
る
。
さ
ら
に
、
正
暦
四
年
（
九
九
四
）
維

叙
の
陸
奥
守
在
任
中
に
済
時
が
陸
奥
出
羽
按
察
使
に
任
じ
ら
れ
て
お

り
、
こ
れ
も
両
者
の
結
び
つ
き
を
物
語
っ
て
い
る
。

第
二
章　

藤
原
文
範
家
と
の
関
係

第
一
節　

藤
原
為
時
の
越
後
守
任
官

　

永
観
二
年
（
九
八
四
）
八
月
、
東
宮
時
代
よ
り
仕
え
て
い
た
花
山

天
皇
が
即
位
し
た
こ
と
で
、
為
頼
は
翌
寛
和
元
年
に
正
五
位
上
、
同

二
年
に
従
四
位
下
と
昇
叙
し
、
為
時
は
式
部
丞
、
六
位
蔵
人
に
昇
進

し
た
。
し
か
し
、
寛
和
二
年
（
九
八
六
）
六
月
に
天
皇
が
退
位
・
出

家
し
、
為
頼
・
為
時
の
昇
進
は
停
滞
す
る
。
さ
ら
に
、
ほ
ぼ
同
時
期

に
前
述
の
為
長
が
陸
奥
守
在
任
中
に
死
去
し
、
一
族
の
進
退
に
危
機
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が
生
じ
た
。

　

そ
れ
か
ら
数
年
後
、
為
頼
は
正
暦
三
年
（
九
九
三
）
摂
津
守
を
経

て
、
長
徳
二
年
（
九
九
六
）
に
は
太
皇
太
后
宮
（
昌
子
内
親
王
）
大

進
に
任
じ
ら
れ
た
。

　

一
方
為
時
は
、
長
徳
二
年
の
越
前
守
就
任
を
経
て
、
寛
弘
八
年

（
一
〇
一
一
）
二
月
一
日
に
越
後
守
に
任
じ
ら
れ
た
（『
弁
官
補
任
』）。

為
時
の
越
前
守
任
官
の
経
緯
に
つ
い
て
は
、
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
る
が
（
（
（

、
越
後
守
任
官
に
つ
い
て
は
こ
れ
ま
で
あ
ま
り
顧
み

ら
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

　

よ
っ
て
本
節
で
は
、
次
に
掲
げ
る
史
料
か
ら
為
時
の
越
後
守
任
官

の
経
緯
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。

　

【
史
料
1
】『
小
右
記
』
長
和
三
年
六
月
十
七
日
条

定
申
国
々
司
申
請
条
々
事
、
頼
定
執
筆
、
頭
弁
朝
経
下
給
越
後

守
為
時
辞
退
状
、
定
申
許
不
事
、
①
件
等
状
注
前
司
信
経
任
終
、

当
任
三
ヶ
年
事
究
済
由
、
諸
卿
申
云
、
誠
雖
任
終
年
、
未
及
収

納
、
被
任
替
人
有
何
事
乎
者
、
斉
信
卿
及
下
官
申
云
、
辞
状
中

申
究
済
四
ヶ
年
事
之
由
、
先
被
下
勘
彼
済
不
如
何
、
左
大
臣
被

奏
各
定
申
旨
、
即
下
給
旧
吏
別
功
者
申
文
等
〈
申
文
太
多
〉、

可
撰
定
者
、
但
越
後
事
、
且
令
問
済
不
、
可
被
任
替
人
者
、
仍

越
後
・
備
後
等
可
被
任
也
、
撰
申
旧
吏
申
文
六
人
、
別
功
一
人

〈
合
七
枚
〉、
所
謂
旧
吏
景
斉
・
師
長
・
頼
親
・
輔
公
・
泰
通
・

信
経
、
別
功
伊
頼
（
中
略
）
左
府
諾
矣
、
件
撰
定
申
文
等
被
奏

聞
、
朝
経
伝
綸
言
云
、
以
師
長
可
任
備
後
、
②
信
経
〈
信
経
者

前
司
之
姪
也
、
又
婿
也
、
内
々
相
構
所
任
也
、
似
任
意
、
師

長
・
信
経
両
人
殿
上
人
也
〉
可
任
越
後
者
、
下
給
両
人
申
文
、

以
経
房
令
書
除
目
〈
申
文
授
経
房
〉

　

こ
の
記
事
は
、
長
和
三
年
（
一
〇
一
四
）
越
後
守
の
任
に
あ
っ
た

為
時
が
辞
表
を
提
出
し
、
そ
の
後
任
に
藤
原
信
経
が
選
定
さ
れ
た
時

の
こ
と
を
述
べ
た
も
の
で
あ
る
。

　

注
目
す
る
べ
き
は
傍
線
部
①
・
②
で
、
為
時
は
「
前
司
信
経
任

終
」
の
後
に
三
年
間
越
後
守
を
務
め（
①
）、
為
時
に
と
っ
て
信
経
は

「
姪
」（
甥
）
で
あ
り
、「
婿
」
で
も
あ
る（
②
）
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　

確
か
に
信
経
は
、
寛
弘
六
年
（
一
〇
〇
九
）
に
越
後
守
に
在
任
し

て
い
る
こ
と
か
ら
（『
御
堂
関
白
記
』
同
年
十
月
十
五
日
条
）、
為
時

の
前
任
者
で
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。
し
か
し
、
信
経
は
為
時
に

と
っ
て
は
甥
（
兄
為
長
の
子
）
で
あ
り
（『
尊
卑
文
脈
』）、
か
つ
婿

と
い
う
こ
と
は
為
時
の
娘
（
式
部
の
姉
妹
）
が
信
経
に
嫁
い
で
お
り
、

二
重
の
親
類
関
係
に
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。

　

お
そ
ら
く
寛
弘
八
年
に
お
け
る
為
時
の
越
後
守
任
官
は
、
甥
と
叔

父
そ
し
て
婿
と
舅
の
関
係
に
あ
る
信
経
か
ら
譲
ら
れ
た
も
の
で
あ
ろ

う
。『
小
右
記
』
の
記
主
で
あ
る
藤
原
実
資
は
、
こ
の
よ
う
な
関
係

に
よ
る
受
領
任
官
を
「
似
任
意
」
と
言
っ
て
非
難
し
て
い
る
が
、
そ
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の
よ
う
な
関
係
を
構
築
し
て
ま
で
越
後
守
任
官
を
実
現
し
え
た
為
時

に
と
っ
て
、
越
後
守
任
官
は
い
か
な
る
意
味
を
も
っ
た
の
か
。
次
節

に
て
検
討
を
加
え
て
い
き
た
い
。

第
二
節　

越
後
守
任
官
の
背
景

　

為
時
の
越
後
守
任
官
に
つ
い
て
考
え
る
前
提
と
し
て
、
長
徳
二
年

（
九
九
六
）
の
越
前
守
任
官
以
来
、
抑
も
何
故
為
時
が
受
領
の
地
位

を
志
向
し
た
か
考
え
て
み
た
い
。

　

寛
和
二
年
（
九
八
六
）
の
花
山
天
皇
の
退
位
・
出
家
以
来
、
約
十

年
間
無
官
で
あ
っ
た
為
時
が
、
長
徳
二
年
の
段
階
で
受
領
を
志
向
し

た
背
景
に
は
、
為
時
の
姻
戚
で
あ
る
藤
原
文
範
家
（
為
時
の
妻
の
実

家
）
と
の
関
係
が
背
景
に
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

　

為
時
の
妻
の
父
は
文
範
の
子
為
信
（
式
部
の
母
方
の
祖
父
）
で
あ

り
、
蔵
人
・
右
馬
頭
・
右
近
衛
少
将
・
越
後
守
・
常
陸
介
等
を
歴
任

し
た
が
、
永
延
元
年
（
九
八
七
）
正
月
十
日
、
常
陸
介
在
任
中
に
出

家
し
た
（『
小
右
記
』
同
年
同
月
十
三
日
条
）。
な
お
、
そ
の
後
の
為

信
の
消
息
は
不
明
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
永
延
元
年
正
月
直
後
に
死
去

し
た
可
能
性
が
高
い
。

　

一
方
、
為
信
の
父
文
範
（
式
部
の
母
方
の
曽
祖
父
）
は
為
信
出
家

後
も
健
在
だ
っ
た
が
、
永
延
二
年
（
九
八
八
）
正
月
に
は
、
天
禄
三

年
（
九
七
一
）
以
来
長
き
に
わ
た
っ
て
務
め
た
中
納
言
を
辞
し
た
。

こ
の
辞
任
は
、
文
範
の
子
為
雅
の
備
中
守
任
官
を
引
き
換
え
に
し
た

も
の
と
あ
る
が
（『
公
卿
補
任
』）、
前
年
の
為
信
の
出
家
（
も
し
く

は
死
去
か
）
も
少
な
か
ら
ず
影
響
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
（
（
（

。
ま
た
、

文
範
は
長
徳
二
年
三
月
に
は
死
去
し
て
い
る
た
め
、
為
時
が
越
前
守

に
任
じ
ら
れ
た
同
年
正
月
は
病
床
に
あ
っ
た
可
能
性
が
高
い
。

　

さ
ら
に
言
え
ば
、
文
範
の
子
為
雅
は
、
時
期
不
詳
な
が
ら
長
保
四

年
（
一
〇
〇
二
）
以
前
に
卒
去
し
て
お
り
、
為
信
の
子
理
明
は
伊
豆

守
・
備
後
守
を
歴
任
し
て
い
る
が
、
国
務
執
行
に
お
い
て
問
題
を
起

こ
し
て
お
り
、
受
領
と
し
て
の
力
量
が
不
足
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
（
（
（

。

　

以
上
の
よ
う
な
文
範
家
と
の
関
係
の
な
か
で
、
為
時
は
か
つ
て
舅

為
信
が
受
領
と
し
て
支
配
し
た
越
後
国
の
利
権
（
（
（

を
確
保
す
る
べ
く
、

長
徳
二
年
段
階
で
受
領
を
志
向
し
た
と
考
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
だ

ろ
う
か
。

　

実
際
為
信
は
、
安
和
元
年
（
九
六
八
）
に
は
越
後
守
に
在
任
し
て

お
り
（『
多
武
峰
略
記
』
下
）、
天
延
元
年
（
九
六
九
）
四
月
に
は
宮

道
弘
氏
に
交
替
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
（『
日
本
記
略
』
同
年
同
月

廿
四
日
条
）。
宮
道
弘
氏
は
為
信
の
妻
の
親
族
と
思
わ
れ
る
人
物
で

あ
り
（
（
（

、
為
信
が
越
後
国
で
得
た
利
権
は
為
信
の
関
係
者
に
よ
っ
て
維

持
・
管
理
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
後
は
詳
ら
か
で
は
な
い
も
の

の
、
永
観
二
年
（
九
八
四
）
か
ら
寛
和
二
年
（
九
八
六
）
ま
で
在
任

し
た
藤
原
在
国
（
の
ち
に
有
国
に
改
名
）
を
経
て
、
正
暦
四
年
（
九

九
四
）
正
月
に
は
藤
原
理
兼
が
越
後
守
に
在
任
し
た
（『
小
右
記
』

同
年
同
月
十
七
日
条
）。
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理
兼
の
祖
父
は
前
述
の
右
大
臣
藤
原
定
方
で
、
お
ば
（
父
朝
忠
の

姉
妹
）
は
為
頼
・
為
時
の
母
、
そ
し
て
妻
（
藤
原
雅
正
の
娘
）
は
為

頼
・
為
時
の
姉
妹
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
理
兼
は
為
頼
・
為
時
と
祖
父

を
同
じ
く
し
、
か
つ
従
兄
弟
・
義
兄
弟
の
間
柄
と
い
う
密
接
な
姻
戚

関
係
者
で
あ
っ
た
。
越
後
守
を
経
て
、
理
兼
は
長
徳
二
年
（
九
九

六
）
正
月
廿
五
日
に
尾
張
守
に
転
任
し
て
い
る
（『
長
徳
二
年
大
間

書
』）。
と
こ
ろ
が
、
翌
長
徳
三
年
（
九
九
七
）
七
月
理
兼
は
国
替
を

求
め
、
左
大
臣
藤
原
道
長
の
口
利
き
に
よ
り
現
任
の
藤
原
知
光
と
交

替
で
希
望
通
り
摂
津
守
に
任
じ
ら
れ
た
（『
小
右
記
』
同
年
同
月
九

日
条
）。
さ
ら
に
興
味
深
い
こ
と
に
、
摂
津
守
の
前
々
任
者
は
他
な

ら
ぬ
為
時
の
兄
為
頼
で
あ
っ
た
（
（
（

。

　

偶
然
か
も
し
れ
な
い
が
、
穿
っ
た
見
方
を
す
る
な
ら
ば
、
為
時
は

密
接
な
親
類
同
士
と
い
う
関
係
性
の
な
か
で
、
摂
津
守
を
引
き
換
え

に
舅
為
信
の
利
権
が
あ
る
越
後
国
の
国
守
を
志
向
し
た
の
か
も
し
れ

な
い
。
し
か
し
、
そ
れ
は
実
現
す
る
こ
と
な
く
、
理
兼
の
後
に
越
後

守
に
就
任
し
た
と
思
わ
れ
る
の
は
、
道
長
の
母
方
の
従
兄
弟
に
あ
た

る
藤
原
尚
賢
で
あ
っ
た
（『
御
堂
関
白
記
』
長
保
元
年
（
九
九
九
）

十
一
月
九
日
条
）。
希
望
が
叶
わ
な
か
っ
た
為
時
は
、
周
知
の
通
り

越
前
守
に
任
じ
ら
れ
た
が
、
越
後
守
に
就
任
す
る
ま
で
十
五
年
の
歳

月
を
待
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

第
三
節　

大
雲
寺
観
音
院
の
再
整
備

　

藤
原
文
範
家
と
式
部
の
一
族
の
関
係
性
は
、
姻
戚
関
係
に
留
ま
ら

ず
、
両
者
は
職
掌
を
通
じ
た
結
び
つ
き
も
構
築
し
た
。
そ
の
鎹
と

な
っ
た
の
が
、
大
雲
寺
観
音
院
で
あ
る
。

　

大
雲
寺
（
別
名
「
石
蔵
寺
」、
京
都
市
左
京
区
岩
倉
上
蔵
町
に
所

在
）
は
、
天
禄
年
間
（
九
七
〇
～
九
七
三
）
に
僧
真
覚
を
開
基
と
し

て
文
範
が
創
建
し
た
寺
院
で
、
以
来
文
範
家
の
仏
事
を
執
り
行
う
菩

提
寺
と
し
て
展
開
し
て
い
っ
た
（
（
（

。

　

大
雲
寺
に
と
っ
て
転
機
と
な
っ
た
の
は
、
寛
和
元
年
（
九
八
五
）

二
月
頃
、
敷
地
内
の
観
音
院
が
皇
太
后
昌
子
内
親
王
（
冷
泉
天
皇
中

宮
）
に
よ
っ
て
再
整
備
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
も
と
も
と
観
音
院
は
、

天
元
三
年
（
九
八
〇
）
前
後
に
、
昌
子
内
親
王
の
信
任
が
厚
く
、
園

城
寺
長
吏
の
地
位
に
あ
っ
た
権
少
僧
都
余
慶
が
創
建
し
た
寺
院
で

あ
っ
た
。
円
融
天
皇
の
勅
願
寺
と
す
る
に
あ
た
り
、
観
音
院
内
の
蓮

台
房
を
御
願
所
と
し
て
阿
闍
梨
四
口
を
配
置
す
る
勅
許
を
得
た
と
あ

る
こ
と
か
ら
（『
諸
門
跡
譜
』
下
・
実
相
院
）、
そ
れ
ほ
ど
大
き
な
寺

院
で
は
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
寛
和
元
年
の
再
整
備
を

経
て
、
観
音
院
は
講
堂
・
五
大
堂
・
灌
頂
堂
・
法
華
堂
・
阿
弥
陀

堂
・
真
言
堂
と
い
っ
た
六
つ
の
堂
舎
か
ら
成
立
す
る
大
規
模
な
寺
院

へ
と
変
容
し
た
（『
扶
桑
略
記
』
同
年
二
月
廿
二
日
条
）。
こ
れ
も
、

父
朱
雀
天
皇
か
ら
莫
大
な
遺
産
を
相
続
し
た
昌
子
内
親
王
の
財
力
に

よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
（
（
（

。
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ま
た
、
観
音
院
を
創
建
し
た
余
慶
の
も
と
に
は
、
文
範
ゆ
か
り
の

人
物
が
入
室
し
て
い
た
。
余
慶
の
高
弟
と
さ
れ
る
勧
修
は
文
範
の
家

人
志
紀
氏
の
子
、
余
慶
の
付
法
の
弟
子
明
肇
は
文
範
の
実
子
で
あ
っ

た
（『
園
城
寺
伝
法
血
脈
』）。
そ
う
し
た
所
縁
を
通
じ
て
文
範
は
、

余
慶
が
観
音
院
を
創
建
す
る
に
あ
た
り
、
大
雲
寺
の
敷
地
の
一
部
を

寄
進
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

寛
和
元
年
の
再
整
備
後
も
、
昌
子
内
親
王
は
自
身
の
荘
園
を
観
音

院
に
寄
進
し
、
当
寺
の
財
政
基
盤
を
整
え
た
（『
小
記
目
録
』
長
徳

四
年
二
月
十
五
日
条
）。
昌
子
内
親
王
家
の
家
政
に
携
わ
っ
た
の
が
、

文
範
の
関
係
者
（
藤
原
為
頼
・
藤
原
景
斉
）
で
あ
っ
た
。

　

藤
原
為
頼
は
、
こ
れ
ま
で
述
べ
て
き
た
通
り
為
時
の
兄
で
、
長
徳

二
年
（
九
九
六
）
三
月
十
四
日
、
摂
津
守
と
の
兼
任
で
太
皇
太
后
宮

大
進
に
就
任
し
た
（『
為
頼
集
』）。
ま
た
、
為
頼
の
就
任
に
は
、
為

頼
以
前
に
太
皇
太
后
宮
亮
に
な
っ
て
い
る
為
頼
の
従
兄
弟
で
義
兄
弟

で
も
あ
る
藤
原
理
兼
（
前
述
）
と
の
関
係
も
多
少
あ
る
か
も
し
れ
な

い
（『
小
右
記
』
永
祚
元
年
二
月
十
六
日
条
）。

　

藤
原
景
斉
は
、
文
範
の
甥
（
国
章
の
子
）
で
か
つ
文
範
の
孫
娘

（
為
雅
の
娘
）
の
婿
で
あ
り
、
文
範
死
去
か
ら
二
年
後
の
長
徳
四
年

（
九
九
八
）
十
二
月
十
六
日
に
太
皇
太
后
宮
権
亮
に
任
命
さ
れ
て
い

る
（『
権
記
』
同
年
同
月
同
日
条
）。

　

二
人
と
も
寛
和
元
年
（
九
八
五
）
の
観
音
院
の
再
整
備
後
に
、
関

係
職
へ
の
就
任
が
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
観
音
院
の
再
整
備
が
契
機

と
な
っ
た
人
事
と
考
え
ら
れ
る
。
観
音
院
が
国
家
的
寺
院
へ
発
展
し

て
い
く
な
か
で
（
（
（

、
式
部
の
一
族
と
文
範
家
は
よ
り
密
接
な
関
係
を
構

築
し
た
と
思
わ
れ
る
。
実
際
、
為
頼
は
自
身
が
仕
え
て
い
た
具
平
親

王
と
と
も
に
石
蔵
で
花
見
を
催
し
た
ほ
か
（『
千
載
和
歌
集
』
巻
第

九
・
第
五
四
四
番
）、
具
平
親
王
自
身
も
大
雲
寺
に
て
妹
宮
楽
子
内

親
王
の
法
要
を
営
ん
で
い
る
（『
権
記
』
長
保
元
年
（
九
九
九
）
九

月
廿
一
日
条
）。
そ
れ
ほ
ど
ま
で
に
、
為
時
一
家
に
と
っ
て
観
音
院

ひ
い
て
は
大
雲
寺
と
の
関
わ
り
は
深
く
な
っ
て
い
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

　

後
年
、
為
時
の
子
定
暹
（
式
部
の
異
母
兄
弟
）
が
園
城
寺
に
入
室

し
て
い
る
が
、
先
述
し
た
勧
修
の
高
弟
で
園
城
寺
長
吏
と
な
っ
た
権

少
僧
都
教
静
の
付
法
の
弟
子
に
な
っ
て
お
り（『
園
城
寺
伝
法
血
脈
』）、

大
雲
寺
観
音
院
の
再
整
備
を
契
機
と
し
た
関
係
性
の
な
か
で
生
ま
れ

た
所
縁
と
い
え
よ
う
。

　

以
上
第
一
節
か
ら
第
三
節
に
か
け
て
、
式
部
の
母
方
の
親
族
で
あ

る
藤
原
文
範
家
と
の
関
係
に
つ
い
て
考
え
て
き
た
。
長
徳
二
年
（
九

九
六
）
に
お
け
る
為
時
の
受
領
任
官
は
、
文
範
家
と
の
関
係
の
な
か

で
、
越
後
国
に
お
け
る
舅
為
信
以
来
の
利
権
を
確
保
す
る
べ
く
志
向

し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
そ
う
し
た
状
況
は
、
次
章
で
展
開
す
る
常

陸
介
任
官
に
お
い
て
も
見
受
け
ら
れ
る
。

註（
1
）
為
時
の
越
前
守
任
官
の
経
緯
に
つ
い
て
は
、『
古
事
談
』
や
『
今
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昔
物
語
集
』
な
ど
で
の
叙
述
が
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
が
、
実
際
は
前

年
の
長
徳
元
年
（
九
九
六
）
九
月
、
若
狭
国
に
宋
の
商
人
朱
仁
聡
が

来
着
し
、
越
前
国
に
逗
留
し
て
い
た
こ
と
か
ら
、
そ
の
対
応
の
た
め

漢
詩
文
の
才
能
が
あ
る
為
時
が
選
ば
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら

れ
て
い
る
（
久
保
田
孝
夫
「
越
前
守
藤
原
為
時
の
補
任
」（『
同
志
社

国
文
学
』
第
一
六
号
、
一
九
八
〇
年
））。

（
2
）
永
延
元
年
（
九
八
七
）
正
月
の
為
信
の
出
家
と
同
時
期
に
、
為
雅

は
伊
予
守
任
官
の
申
文
を
提
出
し
て
い
る
（『
小
右
記
』
同
年
正
月

十
六
日
条
）。
為
信
の
出
家
に
よ
り
常
陸
国
か
ら
の
収
益
を
見
込
め

な
く
な
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
対
応
策
と
し
て
熟
国
・
伊
予
国
の
国
守

任
官
を
希
望
し
た
と
思
わ
れ
る
（
実
際
、
為
雅
が
伊
予
守
に
任
じ
ら

れ
た
形
跡
は
見
ら
れ
な
い
）。

（
3
）
長
徳
元
年
（
九
九
五
）
二
月
の
陣
申
文
の
な
か
で
、
理
明
の
不
与

解
由
状
が
諸
司
に
下
さ
れ
て
い
る
こ
と
（『
西
宮
記
』
二
十
四
・
臨

時
十
二
仁
王
会
裏
書
）、長
保
五
年
（
一
〇
〇
三
）
九
月
三
日
付
「
備

後
国
司
解
」
に
て
、
備
後
守
在
任
中
に
赴
任
し
な
か
っ
た
た
め
、
新

任
国
司
と
交
替
の
手
続
き
が
で
き
な
い
こ
と
が
問
題
に
な
っ
て
い
る

（『
類
聚
符
宣
抄
』
第
八
）。

（
4
）『
多
武
峰
略
記
』
に
よ
れ
ば
、
為
信
は
越
後
守
在
任
中
に
病
に
か

か
り
、
そ
の
快
癒
を
祈
願
し
て
仏
像
を
寄
進
し
た
こ
と
が
見
え
る
こ

と
か
ら
、
越
後
国
に
お
い
て
一
定
の
財
を
築
い
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。

（
5
）
為
信
の
妻
の
父
親
は
宮
道
忠
用
で
、『
日
本
記
略
』
天
慶
四
年
（
九

四
一
）
二
月
九
日
条
に
よ
れ
ば
、
伊
予
国
に
赴
き
「
賊
類
」
を
撃
っ

た
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
天
慶
の
乱
鎮
圧
の
功
労
者
で
あ
っ
た
こ
と
が

分
か
る
（
角
田
文
衞
「
若
き
日
の
紫
式
部
」
同
氏
著
『
源
氏
物
語
千

年
紀
記
念　

紫
式
部
伝
―
そ
の
生
涯
と
源
氏
物
語
―
』
法
蔵
館
、
二

〇
〇
七
年
、
四
十
三
頁
参
照
）。

（
6
）
為
頼
は
、
正
暦
四
年
（
九
九
四
）
年
三
月
段
階
で
は
摂
津
守
に
在

任
し
て
い
る
が
（『
小
右
記
』
同
年
同
月
廿
九
日
条
）、『
栄
花
物
語
』

で
は
長
徳
元
年
（
九
九
五
）
ま
で
在
任
と
み
え
る
。

（
7
）『
小
右
記
』
永
延
二
年
（
九
八
八
）
閏
五
月
九
日
条
に
は
、「
民
部

卿
北
方
七
々
日
法
事
、
於
石
蔵
修
之
云
々
」（
北
方
は
参
議
藤
原
玄

上
の
娘
）
と
あ
り
、『
本
朝
世
紀
』
寛
和
二
年
（
九
八
六
）
三
月
廿

一
日
条
に
は
、「
左
馬
寮
権
助
藤
原
邦
明
、
於
石
蔵
寺
出
家
者
」（
邦

明
は
文
範
の
孫
）
と
あ
る
。

（
8
）『
栄
花
物
語
』
巻
第
一
「
月
の
宴
」
の
な
か
に
「
か
の
宮
（
筆
者
注
・

昌
子
内
親
王
）
は
、
宝
い
と
多
く
も
た
せ
給
へ
る
宮
な
り
。
故
朱
雀

院
の
御
宝
物
は
、
た
ゞ
こ
の
宮
に
の
み
こ
そ
あ
む
な
れ
」
と
い
う
、

小
一
条
家
藤
原
済
時
の
言
葉
を
載
せ
て
い
る
。

（
9
）
寛
弘
元
年
（
一
〇
〇
四
）
三
月
の
花
山
法
皇
の
観
音
院
御
幸
（『
御

堂
関
白
記
』
同
年
同
月
廿
八
日
条
）
の
ほ
か
、
翌
寛
弘
二
年
（
一
〇

〇
五
）
六
月
に
は
観
音
院
に
て
丈
六
不
動
尊
像
の
供
養
が
盛
大
に
行

わ
れ
る
（『
小
右
記
』
同
年
同
月
七
日
条
）
な
ど
、
寛
弘
年
間
（
一

〇
〇
四
～
一
〇
一
二
）
に
は
文
範
一
族
の
菩
提
寺
か
ら
国
家
的
寺
院

へ
と
発
展
し
た
と
い
え
る
。

第
三
章　

貞
盛
流
平
氏
と
の
関
係

第
一
節　

常
陸
国
に
お
け
る
一
族
の
利
権

　

式
部
の
一
族
と
貞
盛
流
平
氏
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
本
稿
の
冒
頭

で
述
べ
た
通
り
角
田
文
衞
氏
の
研
究
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
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る
（
（
（

。
一
族
の
関
係
者
の
多
く
が
常
陸
介
に
任
官
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

両
者
の
関
係
は
常
陸
国
を
媒
介
に
し
て
お
り
、
次
に
掲
げ
る
史
料
か

ら
式
部
の
一
族
が
こ
の
国
に
利
権
を
有
し
て
い
た
こ
と
が
推
測
さ
れ

る
（
（
（

。

　

【
史
料
2
─
1
】�『
左
経
記
』
寛
仁
四
年
閏
十
二
月
廿
六
日
条

故
常
陸
守
〔
介
〕
惟
通
朝
臣
妻
被
強
姦
、
彼
国
住
人
散
位
従
五

位
下
平
朝
臣
為
幹
、
縁
惟
通
母
愁
被
召
、
日
来
候
弓
場
、
而
今

日
於
検
非
違
使
庁
為
問
之
令
召
、
而
称
病
由
不
出
向
云
々
、

　

【
史
料
2
─
2
】�『
小
右
記
』
寛
仁
四
年
閏
十
二
月
八
日
条

召
在
常
陸
国
為
幹
朝
臣
之
使
、
左
衛
門
案
主
紀
貞
光
去
月
廿
八

日
書
状
云
、
為
幹
朝
臣
罷
会
伊
豆
与
駿
河
国
、
爰
為
幹
申
云
、

命
婦
上
道
、
而
当
国
関
送
越
侍
可
還
向
也
者
、
而
為
幹
身
随
身

参
上
、

　

【
史
料
2
─
3
】�『
小
右
記
』
寛
仁
四
年
閏
十
二
月
十
三
日
条

漏
闌
召
為
幹
朝
臣
之
使
貞
光
密
々
来
云
、
為
幹
入
京
、
可
令
候

之
処
事
示
遣
史
奉
親
朝
臣
所
、
未
仰
左
右
、
仍
密
々
預
前
常
陸

介
維
時
朝
臣
、
明
暁
罷
向
随
身
為
幹
、
借
小
人
宅
令
候
、
可
待

宣
旨
者
、
是
余
指
示
也
、
彼
奪
取
命
婦
、
太
皇
太
后
御
使
相
共

同
入
京
者
、

　

寛
仁
四
年
（
一
〇
二
〇
）
七
月
頃
に
常
陸
介
藤
原
惟
通
が
任
国
で

死
去
（『
小
記
目
録
』
同
年
同
月
三
日
条
）
し
た
の
ち
、
そ
の
未
亡

人
が
当
国
住
人
の
平
為
幹
に
「
強
姦
」
さ
れ
た
事
件
が
発
生
し
た

（【
史
料
2
─
1
】）。
惟
通
は
為
時
の
子
で
、
式
部
に
と
っ
て
は
異
母

弟
に
あ
た
る
人
物
で
あ
る
。

　

事
件
発
生
後
の
関
係
者
の
動
向
は
、【
史
料
2
─
2
】
及
び
【
史

料
2
─
3
】
に
よ
く
示
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
前
者
で
は
、
藤
原

実
資
か
ら
為
幹
召
喚
の
命
を
受
け
た
家
人
紀
貞
光
が
常
陸
国
に
赴
く

道
中
、
伊
豆
と
駿
河
の
国
境
で
為
幹
に
遭
い
、
そ
の
ま
ま
身
柄
を
拘

束
・
連
行
し
た
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
一
方
後
者
は
、
入
京
し
た
為

幹
は
実
資
の
指
示
に
よ
り
密
か
に
同
族
の
平
維
時
に
預
け
ら
れ
、
惟

通
の
未
亡
人
は
太
皇
太
后
藤
原
彰
子
の
使
者
が
同
道
し
入
京
し
た
こ

と
を
記
し
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
に
一
連
の
史
料
を
通
覧
す
る
と
、
事
件
の
真
相
究
明
の

た
め
為
幹
と
惟
通
の
妻
が
入
京
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
、
惟
通
の

遺
族
は
惟
通
の
死
後
も
常
陸
国
に
留
住
し
て
い
た
こ
と
が
判
明
す
る
。

惟
通
の
死
後
す
ぐ
に
帰
京
し
な
か
っ
た
の
は
、
お
そ
ら
く
常
陸
国
に

守
る
べ
き
利
権
を
有
し
て
い
た
た
め
と
考
え
ら
れ
る
。

　

で
は
、
い
つ
頃
か
ら
式
部
の
一
族
は
常
陸
国
に
利
権
を
有
す
る
よ

う
に
な
っ
た
の
か
、
次
節
に
て
考
え
て
み
た
い
。
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第
二
節　

惟
通
以
前
の
常
陸
介
に
よ
る
利
権
の
確
保

　

惟
通
以
前
に
常
陸
介
を
歴
任
し
た
関
係
者
に
つ
い
て
遡
っ
て
注
目

す
る
と
、
次
の
通
り
で
あ
る
。

①
平　

維
時

　

長
和
五
年（
一
〇
一
六
）十
月
十
九
日　
　

見
任　
『
御
堂
関
白
記
』

　

寛
仁
二
年（
一
〇
一
八
）五
月
十
五
日　
　

見
任　
『
小
右
記
』

②
藤
原
通
経

　

寛
弘
八
年（
一
〇
一
一
）二
月
二
日　
　
　

補
任　
『
小
右
記
』

　

寛
弘
八
年（
一
〇
一
一
）八
月
二
十
五
日　

見
任　
『
御
堂
関
白
記
』

③
平　

維
幹

　

長
保
元
年（
九
九
九
）十
二
月
九
日　
　
　

見
任　
『
小
右
記
』

　

長
保
元
年（
九
九
九
）十
二
月
十
一
日　
　

見
任　
『
小
右
記
』

④
藤
原
為
信

　

永
延
元
年（
九
八
七
）正
月
十
日　
　
　
　

�

出
家　
『
小
右
記
』
同

年
同
月
十
三
日
条

　

惟
通
は
、
寛
仁
三
年
（
一
〇
一
九
）
四
月
に
は
在
任
し
て
い
る
た

め
（『
小
右
記
』
同
年
同
月
五
日
条
）、
そ
の
前
任
者
は
平
維
時
と
思

わ
れ
る（
①
）。
冒
頭
で
も
触
れ
た
よ
う
に
、
式
部
の
お
ば
（
為
時
の

姉
妹
）
は
平
維
将
（
貞
盛
の
子
）
に
嫁
い
で
お
り
、
維
時
は
そ
の
間

に
生
ま
れ
た
子
の
可
能
性
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
為
時
に
と
っ
て
は
外

甥
（
式
部
に
と
っ
て
は
母
方
の
従
兄
弟
）
に
あ
た
る
。
さ
ら
に
、
維

時
の
前
任
に
あ
た
る
で
あ
ろ
う
藤
原
通
経（
②
）
は
、
為
時
の
兄
為

長
の
子
で
信
経
（
第
二
章
第
二
節
参
照
）
の
兄
弟
で
あ
り
、
為
時
に

は
甥
（
式
部
に
は
父
方
の
従
兄
弟
）
に
あ
た
る
。
な
お
、
③
の
平
維

幹
は
維
将
の
従
兄
弟
（
貞
盛
の
弟
繁
盛
の
子
）
で
、
④
の
為
信
は
前

述
の
通
り
為
時
の
舅
つ
ま
り
式
部
の
母
方
の
祖
父
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
見
た
場
合
、
式
部
の
一
族
と
常
陸
国
の
関
係
の
根
底

に
は
、
藤
原
為
信
の
常
陸
介
任
官
に
よ
っ
て
得
ら
れ
た
利
権
が
あ
り
、

そ
れ
を
式
部
の
一
族
が
貞
盛
流
平
氏
と
の
関
係
の
な
か
で
維
持
し
て

き
た
と
考
え
ら
れ
る
。
つ
ま
り
、
寛
仁
四
年
（
一
〇
二
〇
）
時
点
で

惟
通
の
遺
族
が
有
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
利
権
は
、
為
信
由
来
の
も

の
と
思
わ
れ
る
。

　

ま
た
、
維
幹
か
ら
通
経
へ
移
行
す
る
に
あ
た
り
、
十
二
年
間
ほ
ど

の
隔
た
り
は
あ
る
も
の
の
、
常
陸
介
は
式
部
の
一
族
の
関
係
者
の
な

か
で
も
血
縁
的
に
近
し
い
人
物
が
任
じ
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

　

通
経
が
常
陸
介
に
就
任
し
た
寛
弘
八
年
頃
の
状
況
に
着
目
し
て
み

る
と
、
同
年
二
月
は
為
時
の
越
後
守
任
官
と
同
時
期
で
あ
る
。
為
時

の
越
後
守
任
官
の
背
景
に
つ
い
て
は
、
第
二
章
第
一
節
で
述
べ
た
通

り
で
あ
る
が
、
越
後
国
に
お
け
る
利
権
の
確
保
と
同
様
に
、
一
族
間

の
常
陸
介
任
官
を
通
じ
て
、
常
陸
国
に
お
け
る
利
権
を
自
ら
掌
握
し

よ
う
と
し
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
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第
三
節　

藤
原
貞
仲
家
と
の
婚
姻

　

式
部
の
一
族
が
常
陸
介
任
官
を
志
向
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
の
が
、

式
部
の
兄
弟
惟
規
と
藤
原
貞
仲
娘
の
婚
姻
で
あ
る
（『
尊
卑
文
脈
』）。

　

藤
原
貞
仲
は
、「
親
近
左
府
人
々
」（『
小
右
記
』
長
和
元
年
（
一

〇
一
二
）
六
月
廿
九
日
条
）
と
称
さ
れ
る
ほ
ど
、
時
の
権
力
者
で
あ

る
道
長
と
近
し
い
関
係
に
あ
っ
た
人
物
で
あ
る
。
古
記
録
上
に
式
部

の
一
族
と
貞
仲
の
関
係
は
管
見
の
限
り
見
当
た
ら
な
い
が
、『
尊
卑

文
脈
』
の
貞
仲
の
系
譜
に
着
目
す
る
と
、
貞
仲
の
祖
父
為
忠
・
父
高

節
が
常
陸
介
を
歴
任
し
て
お
り
、
貞
仲
の
一
族
も
ま
た
常
陸
国
に
所

縁
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

ま
た
、
貞
仲
は
陸
奥
守
在
任
中
の
寛
仁
二
年
（
一
〇
一
八
）
八
月
、

当
時
鎮
守
府
将
軍
の
任
に
あ
っ
た
貞
盛
流
平
氏
の
平
維
良
（
貞
盛
弟

繁
盛
の
孫
）
と
の
「
合
戦
」
を
引
き
起
こ
し
て
い
る
こ
と
か
ら
（『
御

堂
関
白
記
』
同
年
同
月
十
九
日
条
）、
本
来
貞
仲
の
一
族
は
貞
盛
流

平
氏
と
競
合
関
係
に
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
ゆ
え
に
、
式
部
の

一
族
は
為
時
の
姉
妹
が
平
維
将
に
嫁
い
だ
の
と
同
じ
よ
う
に
、
惟
規

の
妻
に
貞
仲
の
娘
を
迎
え
、
常
陸
国
の
実
力
者
の
系
譜
を
引
き
か
つ

道
長
と
近
し
い
関
係
に
あ
る
貞
仲
と
結
び
つ
く
こ
と
で
、
一
族
の
常

陸
介
任
官
を
有
利
に
進
め
よ
う
と
し
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ

る
。

　

な
お
、
こ
れ
は
推
測
の
域
を
出
な
い
が
、
通
経
の
後
任
に
は
惟
規

を
考
え
て
い
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
惟
規
は
寛
弘
八
年
（
一

〇
一
一
）、
為
時
の
越
後
国
下
向
に
同
行
中
の
路
次
で
死
去
し
て
し

ま
っ
た
た
め
叶
う
こ
と
は
な
か
っ
た
。
よ
っ
て
惟
規
の
後
継
に
据
え

ら
れ
た
の
が
、
惟
規
・
式
部
の
異
母
弟
で
あ
る
惟
通
で
あ
っ
た
と
思

わ
れ
る
。『
尊
卑
文
脈
』
を
見
る
と
、
惟
通
の
娘
が
為
信
の
孫
元
範

の
妻
に
な
っ
て
い
る
が
、
常
陸
国
に
お
け
る
為
信
由
来
の
利
権
を
継

承
す
る
正
当
性
を
確
立
さ
せ
る
た
め
の
婚
姻
と
考
え
ら
れ
よ
う
。

　

こ
の
よ
う
に
考
察
し
た
場
合
、
本
章
第
一
節
で
掲
げ
た
惟
通
の
未

亡
人
に
対
す
る
平
為
幹
の
「
強
姦
」
事
件
は
単
な
る
「
強
姦
」
事
件

と
は
捉
え
ら
れ
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
つ
ま
り
惟
通
亡
き
後
、
常

陸
国
に
お
け
る
利
権
は
惟
通
の
未
亡
人
が
管
理
し
て
い
た
と
思
わ
れ
、

そ
の
権
益
を
為
幹
が
「
強
姦
」
と
表
現
す
る
ほ
ど
の
手
荒
な
手
段
で

奪
取
し
よ
う
と
し
た
の
が
内
実
か
も
し
れ
な
い
。

　

以
上
本
章
第
一
節
か
ら
第
三
節
に
か
け
て
、
貞
盛
流
平
氏
と
の
関

係
を
見
て
き
た
。
式
部
の
一
族
と
貞
盛
流
平
氏
の
結
び
つ
き
は
、
為

信
由
来
の
常
陸
国
の
利
権
を
確
保
す
る
な
か
で
構
築
さ
れ
て
き
た
も

の
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

註（
1
）
角
田
文
衞
「
紫
式
部
と
常
陸
国
」（
一
九
六
七
年
初
出
、
の
ち
同

氏
著
『
源
氏
物
語
千
年
紀
記
念
紫
式
部
伝
―
そ
の
生
涯
と
源
氏
物
語

―
』
法
蔵
館
、
二
〇
〇
七
年
に
所
収
）

（
2
）
角
田
氏
は
、
註（
1
）論
文
の
な
か
で
、
式
部
の
一
族
と
常
陸
国
の
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関
係
に
つ
い
て
「
父
・
為
時
は
、
妻
の
父
・
為
信
か
ら
常
陸
国
の
あ

る
荘
園
を
譲
ら
れ
て
い
た
と
見
な
す
可
能
性
も
否
定
さ
れ
ま
い
。」

（
一
三
三
頁
）
と
述
べ
て
い
る
が
、
貞
盛
流
平
氏
と
の
関
係
を
見
て

い
く
な
か
で
、
こ
れ
は
重
要
な
指
摘
で
あ
る
と
考
え
る
。

お
わ
り
に

　

第
一
章
か
ら
第
三
章
に
か
け
て
、
紫
式
部
の
一
族
の
存
在
形
態
に

つ
い
て
、
藤
原
定
方
家
・
藤
原
文
範
家
・
貞
盛
流
平
氏
と
い
っ
た
姻

戚
と
の
関
わ
り
の
な
か
で
考
察
し
て
き
た
。
一
族
の
越
後
守
・
常
陸

介
任
官
に
見
た
よ
う
に
、
こ
う
し
た
一
族
の
存
在
形
態
は
一
族
の
進

退
を
も
規
定
し
て
い
た
。

　

以
前
、
野
口
実
氏
が
、
清
少
納
言
や
和
泉
式
部
と
い
っ
た
女
流
文

学
者
の
夫
が
武
的
性
格
を
有
し
、
諸
国
の
受
領
を
務
め
巨
万
の
富
を

蓄
積
し
た
貴
族
で
あ
っ
た
点
に
注
目
さ
れ
て
い
た
が
（
（
（

、
本
稿
で
取
り

上
げ
た
紫
式
部
の
例
に
限
っ
て
言
及
す
る
な
ら
ば
、
本
稿
で
見
て
き

た
よ
う
に
そ
う
し
た
素
地
は
彼
女
の
一
族
の
周
辺
に
お
い
て
形
成
さ

れ
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
現
に
彼
女
の
夫
と
な
る
藤
原
宣
孝
は
、

本
稿
第
一
章
に
掲
げ
た
藤
原
定
方
家
の
出
身
（
定
方
の
子
朝
頼
の

孫
）
で
互
い
に
定
方
の
曾
孫
同
士
で
あ
り
、
式
部
と
結
婚
す
る
前
は

筑
前
守
に
大
宰
少
弐
を
兼
任
し
九
州
に
赴
任
し
て
い
た
。

　

こ
う
し
た
式
部
の
一
族
の
存
在
形
態
が
、
そ
の
子
孫
に
ど
の
よ
う

な
影
響
を
与
え
て
い
く
こ
と
に
な
る
の
か
、
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

註（
1
）
野
口
実
「
源
平
藤
橘
の
軍
事
貴
族
」（『
本
郷
』
第
三
十
八
号
、
二

〇
〇
二
年
）。
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【系図】紫式部の一族とその姻戚関係図
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一
．�

は
じ
め
に

─
臍
の
緒
を
切
る
母
璋
子
に
対
す
る
毀
誉

褒
貶

─

　

鳥
羽
院
と
中
宮
璋
子
の
第
一
皇
子
と
し
て
生
ま
れ
た
顕
仁
親
王
、

の
ち
の
崇
徳
院
に
つ
い
て
は
、
そ
の
実
父
が
鳥
羽
院
で
な
く
、
鳥
羽

院
の
祖
父
か
つ
璋
子
の
養
父
で
あ
る
白
河
院
だ
と
す
る
説
話
が
、

『
古
事
談
』
に
、

待
賢
門
院
ハ
、
白
川
院
御
猶
子
之
儀
ニ
テ
令
入
内
給
。
其
間
法

皇
令
密
通
給
。
人
皆
知
之
歟
。
崇
徳
院
ハ
白
河
院
御
胤
子
云
云
。

鳥
羽
院
モ
其
由
ヲ
知
食
テ
、
叔
父
子
ト
ソ
令
申
給
ケ
ル
。
依
之

大
略
不
快
ニ
テ
令
止
給
畢

（
（
（云

云
。

の
よ
う
に
載
る
。
こ
の
、
い
わ
ゆ
る
「
叔
父
子
」
説
に
つ
い
て
、
史

実
で
あ
っ
た
可
能
性
を
示
唆
し
た
角
田
文
衞
氏
の
説
（
（
（

は
研
究
史
上
に

大
き
な
イ
ン
パ
ク
ト
を
与
え
、
そ
の
影
響
下
に
、
叔
父
子
説
が
史
実

で
あ
る
と
の
前
提
に
立
つ
研
究
が
多
数
続
い
た
。
し
か
し
、
今
日
の

政
治
史
研
究
に
お
い
て
は
、
叔
父
子
説
の
検
討
は
ナ
ン
セ
ン
ス
（
（
（

と
す

ら
言
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
野
口
華
世
氏
に
よ
る
端
的
な
研

究
動
向
の
紹
介
を
脚
注
3
に
引
用
し
た
の
で
、
そ
こ
に
引
か
れ
る
佐

伯
智
広
氏
の
説
を
繰
り
返
す
こ
と
に
な
る
が
、
要
は
、
崇
徳
の
実
父

が
誰
か
を
問
う
こ
と
に
意
味
は
無
く
、
む
し
ろ
、
崇
徳
が
一
貫
し
て

鳥
羽
の
子
と
し
て
遇
さ
れ
た
事
実
を
重
視
す
べ
き
、
と
い
う
方
向
の

意
見
が
、
今
日
の
研
究
の
大
勢
を
占
め
る
の
で
あ
る
。

　

で
は
、
も
は
や
角
田
説
の
検
証
す
ら
不
要
な
の
か
。
御
産
の
在
り

方
と
い
う
観
点
か
ら
見
る
と
、
む
し
ろ
、
検
証
は
喫
緊
の
課
題
で
あ

る
と
考
え
ら
れ
る
。
例
え
ば
、

そ
れ
に
し
て
も
、
中
宮
・
璋
子
は
、
気
丈
夫
な
女
性
で
あ
っ
て
、

自
ら
の
手
で
皇
子
の
臍
帯
を
切
り
、
早
々
に
乳
付
さ
れ
た
。
こ

れ
は
、
中
宮
・
藤
原
彰
子
が
後
一
条
天
皇
を
産
ま
れ
た
場
合
か

ら
も
察
知
さ
れ
る
通
り
、
貴
族
の
婦
人
と
し
て
は
異
例
の
こ
と

で
あ
り
、
激
し
い
気
性
を
如
実
に
語
っ
て
い
る
（
中
略
）
こ
う

し
た
御
湯
殿
の
儀
は
、
故
実
の
通
り
で
あ
っ
た
。
た
だ
極
め
て

特
異
か
つ
重
要
な
点
は
、
白
河
法
皇
が
親
し
く
御
湯
殿
に
臨
御

し
、
自
ら
こ
の
日
の
行
事
を
指
図
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ

は
、
歴
史
の
上
で
前
後
に
例
を
見
ぬ
行
き
過
ぎ
の
行
為
で
あ
る

が
、
そ
こ
に
は
璋
子
の
御
産
に
我
を
忘
れ
て
お
ら
れ
た
法
皇
の

臍
の
緒
を
切
る
母

─
待
賢
門
院
璋
子
の
御
産
儀
礼
関
与
に
対
す
る
評
価
再
考
─

北　

條　

暁　

子
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姿
が
浮
彫
り
に
さ
れ
て
い
る
。（『
椒
庭
秘
抄
（
（
（

』）

と
い
う
角
田
説
の
影
響
の
認
め
ら
れ
る
、
広
く
受
容
さ
れ
た
解
説
文

の
一
例
と
し
て
、
小
川
寿
子
氏
に
よ
る
「
Ⅲ　

貴
族
の
通
過
儀
礼　

一
誕
生
・
産
養　

3
誕
生
後
の
諸
行
事
（
（
（

」
を
挙
げ
て
み
よ
う
。
検
討

す
べ
き
論
証
が
集
中
す
る
箇
所
で
あ
る
た
め
、
長
め
に
引
用
す
る
。

　

こ
こ
で
元
永
二
年
の
顕
仁
親
王
、
後
に
い
う
崇
徳
院
誕
生
の

時
の
御
剣
に
つ
い
て
考
え
て
お
き
た
い
。
管
見
で
は
先
学
は
こ

の
こ
と
に
こ
だ
わ
っ
て
お
ら
れ
な
い
が
『
中
右
記
』
五
月
廿
八

日
条
の
御
剣
内
々
従
レ

院
被
レ

奉
レ

内
と
あ
る
箇
所
に
注
目
し
た

い
の
で
あ
る
。

　

先
に
璋
子
の
帯
は
鳥
羽
帝
が
手
づ
か
ら
結
ん
だ
こ
と
に
触
れ

て
お
い
た
が
、
帝
が
長
子
の
出
産
に
関
わ
れ
た
の
は
、
実
は
そ

こ
迄
で
は
な
か
っ
た
か
。
と
い
う
の
も
、
璋
子
の
養
父
で
あ
り

鳥
羽
の
祖
父
で
も
あ
る
白
河
院
の
方
は
、
産
前
も
「
上
皇
同

御-

二

座
此
宮
一、
被
レ

仰-

二

下
大
小
雑
事
一

」
と
、
一
つ
屋
根
の
下
で

指
図
し
て
い
た
し
（『
中
宮
御
産
部
類
記
』
所
収
『
源
礼
記
』）、

産
後
の
御
湯
殿
の
儀
（
後
述
）
の
時
で
さ
え
臨
幸
し
、
自
ら
指

図
し
て
い
た
（
長
秋
記
）
の
で
あ
る
。
角
田
文
衛
氏
は
（
中

略
）
顕
仁
親
王
が
白
河
の
子
で
あ
る
と
断
定
さ
れ
た
が
、
そ
れ

を
踏
ま
え
る
な
ら
、
白
河
院
の
鳥
羽
帝
へ
の
〝
内
々
の
〟
御
剣

奉
献
は
、
結
果
と
し
て
、
生
ま
れ
た
子
が
己
の
胤
で
あ
る
こ
と

の
宣
言
と
も
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
は
し
ま
い
か
。
後
年
崇
徳
が

父
、
鳥
羽
帝
よ
り
〝
叔
父
子
〟（『
古
事
説

（
マ
マ
）』

巻
二
）
な
ど
と
言

わ
れ
て
疎
ま
れ
た
は
ず
で
あ
る
。

　

か
よ
う
な
る
背
景
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
か
、
璋
子
は

「
御
乳
付
幷
臍
緒
奉
レ

切
事
。
中
宮
自
令
レ

給
也
」（『
中
右
記
』

割
注
）
と
、
初
産
な
が
ら
乳
付
も
へ
そ
の
緒
切
り
も
自
身
で
な

さ
れ
た
と
い
う
。『
長
秋
記
』
も
伝
聞
の
形
で
は
あ
る
が
こ
の

事
を
伝
え
て
い
る
。
庶
民
の
場
合
は
い
ざ
し
ら
ず
、
こ
れ
が
特

例
で
あ
る
の
は
言
う
迄
も
な
く
、
見
回
し
た
と
こ
ろ
で
他
に
は

（
中
略
）
久
寿
三
年
出
産
の
「
越
後
少
将
女
房
」
が
い
る
位
の

も
の
で
あ
ろ
う
か
。（
中
略
）
又
『
栄
花
』
は
つ
は
な
の
、
臍

の
緒
切
り
が
「
罪
得
る
事
」
と
さ
れ
て
い
る
伝
承
に
つ
い
て
は

未
だ
詳
ら
か
で
な
い
。

　

小
川
寿
子
氏
に
よ
る
こ
の
解
説
へ
の
角
田
説
の
影
響
は
、
前
半
に

お
い
て
、
誕
生
時
に
父
か
ら
御
剣
を
授
け
る
と
い
う
儀
礼
の
準
備
に

関
す
る
解
釈
に
及
ん
で
お
り
、
後
半
に
お
い
て
は
、
乳
付
、
臍
の
緒

切
り
（
（
（

が
産
婦
自
身
に
よ
っ
て
行
わ
れ
る
こ
と
へ
の
違
和
感
が
そ
の
ま

ま
受
け
継
が
れ
、
か
つ
、
こ
れ
を
支
え
る
論
拠
も
示
し
加
え
ら
れ
て

い
る
。
た
だ
し
、『
皇
室
制
度
史
料　

儀
制 

誕
生
（
（
（

』（
以
下
、『
儀
制 

誕
生
』
と
略
称
）
の
刊
行
を
は
じ
め
、
近
年
御
産
関
連
史
料
が
整
備

さ
れ
充
実
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
角
田
氏
、
小
川
寿
子
氏
の
説
に
は

訂
正
を
加
え
ら
れ
そ
う
で
あ
る
。
本
稿
は
、
璋
子
の
関
与
に
つ
い
て

評
価
の
訂
正
さ
れ
る
べ
き
儀
礼
と
し
て
、
臍
の
緒
切
り
と
乳
付
と
を
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主
に
取
り
上
げ
、
検
討
し
て
い
く
。

　

本
稿
の
主
た
る
目
的
は
、
角
田
説
を
ス
プ
リ
ン
グ
ボ
ー
ド
に
借
り
、

御
産
儀
礼
の
本
質
に
迫
る
こ
と
、
そ
し
て
、
待
賢
門
院
璋
子
が
自
身

の
御
産
に
お
い
て
担
っ
た
役
割
へ
の
評
価
を
修
正
す
る
こ
と
で
あ
る
。

前
者
に
つ
い
て
は
、
時
に
は
脇
道
に
逸
れ
る
こ
と
も
厭
わ
ず
事
例
を

複
数
紹
介
し
、
私
訳
を
付
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
臍
の
緒
切
り
を
中
心

と
す
る
御
産
儀
礼
の
具
体
的
様
相
を
明
ら
か
に
し
つ
つ
進
め
る
方
針

で
あ
る
。
後
者
に
つ
い
て
は
、
そ
の
修
正
が
、
院
政
の
在
り
方
を
理

解
す
る
上
で
必
要
に
な
る
見
通
し
を
持
っ
て
い
る
。

二
．
御
産
儀
礼
の
目
指
す
と
こ
ろ

（
ⅰ
）
璋
子
の
御
産
へ
の
関
与
と
角
田
文
衛
氏
に
よ
る
評
価

　

一
章
に
引
い
た
角
田
説
の
一
文
目
、「
そ
れ
に
し
て
も
、
中
宮
・

璋
子
は
、
気
丈
夫
な
女
性
で
あ
っ
て
、
自
ら
の
手
で
皇
子
の
臍
帯
を

切
り
、
早
々
に
乳
付
さ
れ
た
。」
は
、
古
記
録
の
、

【
史
料
1
】　�『
長
秋
記
』
元
永
二
年
（
一
一
一
九
）
五
月
廿
八
日
条

よ
り
臍
の
緒
切
り
・
乳
付
関
連
箇
所
の
抜
粋
（
（
（

宮
自
ラ

切
二リ

臍
緒
一ヲ

給
フ
ト

云
々
、
皇
子
ノ

御
乳
付
ハ

宮
自
ラ

令
レメ

奉
レラ

含
マ
セ

給
フ
ト

云
々
、
女
房
甲
斐
〈
権
大
夫
ノ

愛
物
也
、〉
令
レム

奉
レラ

飲
二マ
セ

御

乳
一ヲ

、
但
馬
守
忠
隆
妻
参
ル二

御
乳
母
一ニ

、〈
顕
隆
女
也
（
（
（

、〉

○
私
訳
（
（1
（

宮
（
＝
中
宮
璋
子
）
自
身
が
（
皇
子
の
）
臍
の
緒
を
お
切
り
に

な
っ
た
と
い
う
。
皇
子
の
御
乳
付
は
、
宮
自
身
が
お
含
ま
せ
に

な
っ
た
と
い
う
。
女
房
の
甲
斐
〈
権
大
夫
の
お
気
に
入
り
の
女

性
で
あ
る
〉
が
御
乳
を
飲
ま
せ
申
し
上
げ
さ
せ
た
。
但
馬
守
忠

隆
の
妻
が
御
乳
母
〈
顕
隆
女
で
あ
る
〉
と
し
て
参
上
し
た
。

と
い
う
記
述
に
基
づ
い
て
い
よ
う
。
角
田
氏
が
、
産
婦
璋
子
自
身
に

よ
る
臍
の
緒
切
り
と
乳
付
を
「
激
し
い
気
性
を
語
る
」
事
柄
と
評
さ

れ
た
か
ら
に
は
、
そ
れ
が
「
気
丈
夫
な
」
璋
子
個
人
の
意
志
の
反
映

で
あ
る
と
氏
は
解
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
璋
子
が
出
産
時
の
感
情
と

本
能
と
の
赴
く
ま
ま
に
行
っ
た
可
能
性
す
ら
想
定
さ
れ
た
か
も
知
れ

な
い
。
し
か
し
、
史
料
に
よ
っ
て
先
例
や
後
の
例
を
見
渡
せ
ば
、
中

宮
を
母
と
す
る
、
次
代
の
天
皇
と
目
さ
れ
る
第
一
皇
子
の
誕
生
に
際

し
、
臍
帯
の
切
断
や
乳
付
と
い
っ
た
儀
礼
に
、
出
産
し
た
当
人
の
意

向
を
即
時
反
映
で
き
た
と
は
到
底
考
え
ら
れ
な
い
。
な
ぜ
な
ら
ば
、

御
産
関
連
の
一
切
は
、
然
る
べ
き
時
に
、
然
る
べ
き
担
当
者
が
、
然

る
べ
き
物
品
を
用
い
、
然
る
べ
き
手
順
で
行
う
べ
く
、
整
え
ら
れ
る

も
の
だ
か
ら
で
あ
る
。

　

以
下
、
然
る
べ
く
整
え
る
、
と
は
ど
の
よ
う
な
こ
と
な
の
か
、
具

体
例
か
ら
概
観
し
て
み
る
。

（
ⅱ
）
然
る
べ
く
選
ば
れ
る
、
臍
の
緒
切
り
・
乳
付
等
の
「
時
」

　

然
る
べ
き
時
と
は
、
吉
時
で
あ
る
。『
儀
制 

誕
生　

二
』
の
「
第

四
章 

生
誕
儀
礼
」「
第
二
節 

出
産
」
に
、
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御
産
後
、
御
産
雑
事
日
時
勘
申
と
し
て
陰
陽
師
に
切
臍
緒
・
乳

付
・
造
湯
殿
具
・
湯
殿
始
・
着
衣
始
等
の
日
時
を
勘
申
さ
せ
る
。

た
だ
し
、
御
産
当
日
の
日
次
が
宜
し
く
な
い
場
合
は
一
、
二
日

遅
れ
て
勘
申
せ
し
め
る
が
、
其
の
場
合
で
も
切
臍
緒
お
よ
び
乳

付
は
日
の
吉
凶
に
関
わ
ら
ず
当
日
行
う
の
は
勿
論
で
あ
り
、
そ

れ
ら
の
日
時
は
勘
文
か
ら
省
く
こ
と
も
あ
る
（
（1
（

。

と
端
的
に
ま
と
め
ら
れ
る
通
り
、
臍
の
緒
切
り
と
乳
付
に
つ
い
て
は
、

他
の
諸
儀
礼
と
は
異
な
り
誕
生
当
日
と
な
る
た
め
、
誕
生
の
日
と
い

う
偶
然
に
左
右
さ
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
せ
め
て
時
間
は
選
ば
れ
る

べ
き
で
あ
り
、
だ
か
ら
こ
そ
、
臍
の
緒
切
り
、
乳
付
に
つ
い
て
も
日
時

勘
申
が
な
さ
れ
る
。
例
え
ば
、『
御
産
部
類
記
』
所
引
『
九
條
殿
記
』
天

暦
四
年
（
九
五
〇
）
五
月
廿
四
日
条
は
、
村
上
天
皇
女
御
藤
原
安
子
に

よ
る
憲
平
親
王
（
の
ち
の
冷
泉
帝
）
の
誕
生
を
伝
え
る
。
誕
生
後
に
、

【
史
料
2
】　�『
御
産
部
類
記
』
所
引
『
九
條
殿
記
』
天
暦
四
年
（
九

五
〇
）
五
月
廿
四
日
条
日
時
勘
文
よ
り
臍
の
緒
切
り
・

哺
乳
日
時
に
つ
い
て
抜
粋

　
　

始
二ム
ル

御
臍
緒
幷
ビ
ニ

御
哺
乳
一ヲ

日
時

　
　
　
　

今
日
辛
酉
時
辰
二
点　

若
シ
ク
ハ

午
時
二
点
」〈
用
午
時
（
（1
（

、〉

○
私
訳

　
　

御
臍
の
緒
な
ら
び
に
御
哺
乳
を
始
め
る
日
時

　
　
　
（
候
補
は
）今
日
辛
酉
の
日
の
時
辰
二
点
、も
し
く
は
午
時
二
点

�

〈（
後
者
の
）
午
時
を
（
実
際
は
）
用
い
た
〉

と
、
吉
時
の
候
補
が
挙
げ
ら
れ
た
。
こ
の
他
に
も
、
臍
の
緒
切
り
、

乳
付
を
含
む
御
産
に
関
す
る
儀
礼
の
日
時
勘
文
の
事
例
は
多
数
見
え

る
。

　

日
時
勘
申
の
行
わ
れ
な
い
、「
御
産
当
日
の
日
次
が
宜
し
く
な
い

場
合
」
に
つ
い
て
も
、
せ
め
て
時
間
は
吉
時
を
選
ん
だ
。
そ
の
様
子

を
、『
左
経
記
』
万
寿
三
年
（
一
〇
二
六
）
十
二
月
九
日
条
の
伝
え

る
、
後
一
条
天
皇
中
宮
藤
原
威
子
に
よ
る
章
子
内
親
王
誕
生
を
例
に

確
認
し
て
み
よ
う
。

【
史
料
3
】　�『
左
経
記
』
万
寿
三
年
（
一
〇
二
六
）
十
二
月
九
日
条

よ
り
臍
の
緒
切
り
・
乳
付
関
連
箇
所
の
抜
粋

万
寿
三
年
十
二
月
九
日
、
辛
巳
、（
中
略
）
及
二ン
デ

未
二
剋
一ニ

御
誕

生
、〈
女
、〉（
中
略
）
権
大
夫
〈
能
信
、〉
召
二シ
テ

守
道
・
文
隆
（
マ
マ
）

等
一ヲ

被
レレ
テ

仰
セ

云
ハ
ク

、
欲
レス
ル
ニ

令
レメ
ン
ト

成
二サ

勘
文
一ヲ

、
今
日
欠
日
也
、

為
二ン

之
ヲ

如
何
一

者
、
守
道
等
申
シ
テ

云
ハ
ク

、
先
ヅ

今
日
切
二リ

御
齊
緒
一ヲ

幷
ビ
ニ

有
二リ
テ

御
乳
付
一、
明
日
被
レル
ニ

成
二サ

勘
文
一ヲ

、
有
二ラ
ン

何
事
乎
一

者
、

大
夫
被
レ

申
二サ

入
道
殿
一ニ

、
被
レ

問
二ハ

吉
時
一ヲ

、
申
シ
テ

云
ハ
ク

、
未
剋
吉

時
也
者
、
則
チ

以
二テ

属
忠
節
一ヲ

遣
レハ
シ

取
二リ

御
気
方
ノ

阿〔
河
竹
〕川
ヲ

、〈
東
方
、〉一

令
二メ

左
衛
門
督
ヲ
シ
テ

作
一レラ

之
ヲ

、
藤
三
位
奉
レル

切
リ

、〈
内
ノ

御
乳
母

也
、〉
同
ジ
ク

知
二ル

御
乳
付
一ト

、〈
客〔
宮
〕
御
自
ラ

奉
レリ

令
レメ

飲
マ

給
フ

、
是
レ

依
二ル
ト

可
レキ

然
ル

人
不
一レル
ニ

候
ハ

云
（々
（1
（

、〉

○
私
訳万

寿
三
年
十
二
月
九
日
、
辛
巳
の
日
、
未
の
二
剋
に
至
っ
て
御
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誕
生
、〈
女
子
、〉（
威
子
の
異
母
兄
で
あ
る
）
権
大
夫
〈
能
信
〉

は
、（
賀
茂
）
守
道
、（
惟
宗
）
文
高
ら
を
お
呼
び
寄
せ
に
な
っ

て
仰
る
に
は
、「（
誕
生
さ
れ
た
の
で
、
日
時
勘
文
、
つ
ま
り
）

様
々
な
儀
礼
を
行
う
に
よ
い
日
時
を
書
い
て
勘
申
さ
せ
た
い
が
、

（
十
二
月
の
巳
の
日
で
あ
る
こ
の
日
は
「
欠
日
」、
陰
陽
道
の
）

坎
日
（
で
、
凶
日
（
（1
（

）
な
の
で
、
ど
う
す
れ
ば
よ
い
か
」
と
。
守

道
ら
は
、「
先
に
今
日
、
臍
の
緒
を
切
り
、
御
乳
付
の
儀
を
し
、

明
日
勘
文
を
作
る
こ
と
に
、
何
ら
問
題
は
あ
り
ま
せ
ん
」
と
申

し
上
げ
た
。
大
夫
が
（
そ
の
答
を
威
子
の
父
で
あ
る
）
入
道
道

長
に
申
し
上
げ
ら
れ
た
と
こ
ろ
、「（
で
は
臍
の
緒
切
り
と
御
乳

付
を
行
う
べ
き
）
吉
時
は
い
つ
か
」
と
ご
下
問
が
あ
り
、「
未

剋
は
吉
時
で
す
」
と
申
し
上
げ
た
。
そ
し
て
（
未
剋
の
う
ち

に
）
属
（
の
大
友
）
忠
節
に
、（
生
）
気
方
〈
に
あ
た
る
東
方
〉

の
河
竹
を
取
っ
て
来
さ
せ
、
左
衛
門
督
（
藤
原
兼
隆
）
に
竹
刀

を
作
ら
せ
、（
そ
の
竹
刀
を
用
い
て
）〈（
誕
生
し
た
皇
女
の
父
）

後
一
条
天
皇
の
乳
母
で
あ
る
〉
藤
三
位
が
臍
の
緒
を
お
切
り
申

し
上
げ
た
。
同
じ
く
御
乳
付
が
あ
っ
た
よ
う
だ
。〈「（
綿
に
浸

し
た
甘
草
や
牛
黄
を
、
次
い
で
御
乳
を
含
ま
せ
奉
る
こ
と
に
つ

い
て
は
）
中
宮
（
威
子
）
ご
自
身
が
飲
ま
せ
申
し
上
げ
な
さ
っ

た
、
こ
れ
は
然
る
べ
き
人
が
い
な
い
為
だ
」
と
い
う
こ
と
だ
。〉

　

傍
線
部
の
よ
う
に
、
日
を
選
べ
な
い
臍
の
緒
切
り
と
御
乳
付
に
つ

い
て
も
、
産
婦
の
父
道
長
が
「
吉
時
」
を
問
い
、
臍
の
緒
切
り
が
行

わ
れ
る
べ
き
時
刻
を
意
識
し
て
、
竹
刀
の
準
備
が
進
め
ら
れ
た
。

（
ⅲ
）
然
る
べ
く
選
ば
れ
る
、
乳
付
を
担
う
「
人
」

　
【
史
料
3
】
か
ら
は
、「
時
」
以
外
に
、「
人
」、「
物
品
」、「
手
順
」

が
然
る
べ
く
整
え
ら
れ
た
様
子
も
伺
え
る
。
順
に
確
認
し
て
い
く
。

　
「
人
」
に
つ
い
て
は
、【
史
料
3
】
最
後
の
一
文
の
割
注
に
、
中
宮

威
子
自
身
に
よ
る
乳
付
と
、
そ
の
人
選
は
「
然
る
べ
き
人
」
が
い
な

か
っ
た
為
で
あ
る
こ
と
が
明
示
さ
れ
る
。
儀
礼
に
お
い
て
先
例
が
重

ん
ぜ
ら
れ
る
こ
と
は
勿
論
で
あ
り
、
御
産
に
お
い
て
も
同
様
で
あ
る
。

産
婦
自
身
に
よ
る
乳
付
に
威
子
と
い
う
中
宮
の
先
例
が
あ
る
こ
と
、

し
か
も
、
そ
の
理
由
が
産
婦
威
子
の
希
望
等
で
な
く
、「
然
る
べ
き

人
」
の
不
在
で
あ
っ
た
こ
と
の
二
点
だ
け
を
取
り
上
げ
て
も
、
す
で

に
璋
子
の
事
例
に
「
激
し
い
気
性
」
を
認
め
る
こ
と
が
難
し
く
な
る

だ
ろ
う
。

　

ち
な
み
に
、
乳
付
に
お
け
る
「
然
る
べ
き
人
」
と
は
ど
う
い
っ
た

立
場
の
人
で
あ
ろ
う
か
。『
山
槐
記
』
治
承
二
年
（
一
一
七
八
）
十

一
月
十
二
日
条
は
、
高
倉
天
皇
中
宮
に
よ
る
安
徳
天
皇
の
誕
生
を
伝

え
る
。
そ
の
乳
付
に
つ
い
て
は
、

【
史
料
4
】　�『
山
槐
記
』
治
承
二
年
（
一
一
七
八
）
十
一
月
十
二
日

条
よ
り
乳
付
関
連
箇
所
の
抜
粋

此
ノ

後
有
二リ
ト

御
乳
付
ノ

事
一

云
々
、

伝
ヘ

聞
ク
ニ

、
洞
院
局
奉
二リ

抱
キ

上
一ゲ

、
以
レテ

綿
ヲ

纏
レハ
セ

指
ニ

、
拭
二ヒ

-

去
ル
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御
口
中
幷
御
舌
ノ

上
ノ

血
一ヲ

、〈
血
多
ク

入
二リ
テ

御
口
中
一ニ

、
不
二ト

速
ヤ
カ
ニ

泣
キ

給
一ハ

云
々
、〉
又
以
二テ

他
ノ

綿
一ヲ

纏
ハ
セ

沾
二

-

ホ
シ

取
リ
テ

甘
草
湯
一ヲ

、
奉
レル

含
レマ
セ

之
ヲ

、
又
以
レテ

綿
ヲ

纏
ハ
セ

沾
二

-

ホ
シ

取
リ
テ

朱
密〔
蜜
〕一ヲ

、
奉
レル

塗
二リ

御
脣
一ニ

、

又
以
レテ

綿
ヲ

沾
二

-

ホ
シ

取
リ
テ

牛
黄
一ヲ

、
奉
レル

含
レマ
セ

之
ヲ

、
次
イ
デ

奉
レル

含
二マ
セ

御

乳
一ヲ

、〈
件
ノ

洞
院
局
去
ン
ヌ
ル

六
月
雖
レヘ
ド
モ

有
二ル
ト

産
事
一、
当
時
乳
汁

不
レル

出
デ

之
人
也
、
先
例
如
レシ

此
ノ

、
寛
弘
五
年
従
三
位
橘
徳
子
奉

仕
之
例
歟
、
承
暦
大
宮
、
今
度
可
レキ

然
ル

人
不
二

御
座
一シ
マ
サ

、
康

和
・
元
永
母
儀
、
件
ノ

両
度
不
快
（
（1
（

、
仍
リ
テ

今
度
准
二ズ
ル

寛
弘
一ニ

歟
、〉

次
イ
デ

御
乳
ノ

人
参
上
（
（1
（

ス

、

○
私
訳そ

の
後
、
御
乳
付
の
儀
が
有
っ
た
と
い
う
。

伝
え
聞
く
と
こ
ろ
、
洞
院
局
が
（
皇
子
を
）
抱
き
上
げ
申
し
上

げ
、
綿
を
指
に
纏
わ
せ
て
、（
皇
子
の
）
お
口
の
中
な
ら
び
に

舌
の
上
の
血
を
拭
い
去
っ
た
〈
血
が
多
く
お
口
の
中
に
入
っ
て

い
た
せ
い
で
、
す
ぐ
に
は
お
泣
き
に
な
ら
な
か
っ
た
と
い
う
〉。

ま
た
、（
血
を
拭
っ
た
の
と
は
）
他
の
綿
で
、
纏
わ
せ
て
甘
草

湯
を
染
み
込
ま
せ
て
、
こ
れ
を
（
皇
子
の
お
口
に
）
含
ま
せ
申

し
上
げ
る
。
ま
た
、
綿
を
纏
わ
せ
て
朱
蜜
を
染
み
込
ま
せ
て
、

（
皇
子
の
）
御
唇
に
お
塗
り
申
し
上
げ
る
、
ま
た
、
綿
で
牛
黄

を
染
み
込
ま
せ
て
、
こ
れ
を
含
ま
せ
申
し
上
げ
る
。
続
い
て
、

御
乳
を
含
ま
せ
申
し
上
げ
る
〈
例
の
洞
院
局
と
い
う
人
は
、
去

る
六
月
に
出
産
し
た
と
は
い
え
、
現
在
乳
汁
を
分
泌
し
て
い
な

い
人
で
あ
る
。
先
例
も
そ
の
よ
う
で
あ
っ
た
。
寛
弘
（
五
年
の

後
一
条
天
皇
誕
生
時
）
に
、
従
三
位
橘
徳
子
が
（
御
乳
付
に
）

奉
仕
し
た
こ
と
を
先
例
と
し
た
も
の
か
。
承
暦
（
三
年
の
堀
河

天
皇
誕
生
時
に
は
）
大
宮
（
陽
明
門
院
）（
が
お
務
め
に
な
っ

た
が
）、
こ
の
度
は
ふ
さ
わ
し
い
人
が
い
ら
っ
し
ゃ
ら
な
い
。

康
和
（
五
年
の
鳥
羽
天
皇
誕
生
時
）、
元
永
（
二
年
の
崇
徳
院

誕
生
時
に
は
、
誕
生
し
た
皇
子
の
）
母
君
（
が
務
め
ら
れ
た

が
）、
例
の
二
回
は
不
吉
。
そ
こ
で
こ
の
度
は
寛
弘
の
先
例
に

准
じ
た
も
の
か
。
続
い
て
、
御
乳
人
が
参
上
し
た
。

と
あ
る
。
注
目
さ
れ
る
点
は
、
第
一
に
、
乳
付
を
担
当
し
た
洞
院
局

は
「
当
時
乳
汁
不
ルレ

出
デ

之
人
」
で
あ
っ
て
、
実
際
の
哺
乳
は
役
割
と

し
て
求
め
ら
れ
て
お
ら
ず
、
そ
れ
が
慣
例
と
な
っ
て
い
る
こ
と
、
第

二
に
、
鳥
羽
天
皇
誕
生
時
の
康
和
例
に
お
い
て
も
、
皇
子
を
出
産
し

た
生
母
が
乳
付
し
て
い
る
こ
と
、
第
三
に
、
生
母
と
し
て
乳
付
も
お

こ
な
っ
た
威
子
と
璋
子
は
と
も
に
、
中
宮
と
い
う
女
性
と
し
て
至
尊

の
立
場
に
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
第
二
に
つ
い
て
は
、
鳥
羽
天
皇
中
宮

の
御
産
に
お
い
て
、
鳥
羽
誕
生
時
の
先
例
を
佳
例
と
み
な
し
て
踏
襲

し
た
可
能
性
を
指
摘
で
き
る
。
父
帝
誕
生
時
の
先
例
の
踏
襲
で
あ
れ

ば
、
誕
生
し
た
親
王
も
父
鳥
羽
の
よ
う
に
優
れ
た
帝
と
な
る
よ
う
、

あ
や
か
っ
た
こ
と
に
な
る
。
第
三
に
関
連
し
て
は
、【
史
料
3
】
の

事
例
に
つ
い
て
の
推
測
を
補
足
し
た
い
。
然
る
べ
き
人
が
お
ら
ず
、

中
途
半
端
な
人
が
行
う
ぐ
ら
い
な
ら
ば
、
い
っ
そ
至
尊
の
存
在
で
あ
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る
中
宮
ご
自
身
が
よ
い
、
と
す
る
意
識
は
働
い
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。

　

結
局
、「
然
る
べ
き
人
」、
つ
ま
り
乳
付
を
担
当
す
る
に
ふ
さ
わ
し

い
人
と
は
、
そ
の
人
選
の
結
果
、
誕
生
し
た
子
に
「
吉
」
を
も
た
ら

せ
る
よ
う
な
人
で
あ
る
。
だ
か
ら
こ
そ
、
丁
寧
に
あ
ら
か
じ
め
選
定

さ
れ
、
招
か
れ
る
の
で
あ
る
。

　

も
っ
と
も
、
予
定
さ
れ
た
人
選
に
変
更
が
生
ず
る
こ
と
は
、
ま
ま

あ
る
。
論
旨
か
ら
は
少
々
脇
道
に
逸
れ
る
が
、
一
例
と
し
て
、
乳
付

の
担
当
者
が
皇
女
誕
生
後
に
変
わ
っ
た
事
例
を
紹
介
す
る
。
時
代
は

下
っ
て
建
久
六
年
（
一
一
九
五
）、
後
鳥
羽
天
皇
の
中
宮
九
条
任
子

に
よ
る
皇
女
昇
子
の
誕
生
時
で
あ
る
。
男
皇
子
誕
生
の
期
待
の
掛
か

る
こ
の
御
産
に
つ
い
て
綿
密
に
記
さ
れ
た
当
日
の
予
定
が
、
続
群
書

類
従
第
三
十
三
輯
下
雑
部
巻
第
九
百
九
十
九
「
后
宮
御
産
当
日
次

第
」
と
し
て
伝
わ
る
。「
次
第
」
の
記
す
予
定
で
は
、
乳
付
の
前
半

部
分
、
綿
で
口
中
を
拭
い
、
蜜
を
塗
り
、
牛
黄
を
含
ま
せ
る
こ
と
に

つ
い
て
、「
奉
二ル

抱
キ

掲
一ゲ

之
人
」、
す
な
わ
ち
女
房
三
位
が
奉
仕
し
、

乳
付
の
後
半
部
分
、
御
乳
を
初
め
て
含
ま
せ
申
し
上
げ
る
こ
と
に
つ

い
て
は
、
誕
生
す
る
皇
子
女
の
父
後
鳥
羽
天
皇
の
生
母
七
條
院
が
候

補
の
第
一
に
挙
が
っ
て
い
た
。
七
條
院
の
お
出
ま
し
が
難
し
い
可
能

性
も
考
慮
さ
れ
た
も
の
か
、「
他
人
乳
付
之
時
給
禄
」
と
も
書
き
添

え
ら
れ
、
七
條
院
へ
の
贈
り
物
か
代
理
へ
の
禄
と
な
る
は
ず
だ
っ
た

品
目
に
は
、「
宮
司
為
二リ

御
使
一ト

、
持
二チ

-

向
カ
フ

彼
ノ

局
一ニ

。」
と
の
割
注
が

記
さ
れ
る
。
七
條
院
で
は
な
い
「
他
人
」
が
担
当
し
た
場
合
に
も
、

禄
の
送
り
先
が
同
じ
「
彼
の
局
」
で
あ
る
以
上
、
こ
の
「
他
人
」
と

は
、
七
條
院
か
ら
派
遣
さ
れ
る
代
理
を
想
定
し
て
い
た
だ
ろ
う
。
し

か
し
、
御
産
当
日
の
現
実
は
、
そ
の
ど
ち
ら
で
も
な
か
っ
た
。

【
史
料
5
】　�『
三
長
記
』
建
久
六
年
八
月
十
三
日
条
よ
り
乳
付
担
当

者
変
更
に
つ
い
て
抜
粋

及
二ビ

巳
ノ

剋
一ニ

平
安
ニ

遂
ゲ

御
ハ
シ
マ
ス

、〈
皇
女
也
、〉（
中
略
）
次
イ
デ

奉
レル

含
二マ
セ

御
乳
一ヲ

、〈
御
乳
付
、
七
條
院
可
レキ

有
二ル

御
幸
一

之
由
、

雖
レヘ
ド
モ

有
二リ
ト

其
儀
一ハ

被
二ル

停
止
一セ

、
皇
女
之
間
少
々
被
レル

省
二

-

略
セ

其

儀
一ヲ

也
、
北
政
所
奉
レリ

含
マ
セ

給
フ
ト

云
（々
（1
（

、〉

○
私
訳巳

の
剋
に
至
っ
て
平
安
に
出
産
を
お
遂
げ
に
な
っ
た
〈
皇
女
で

あ
る
〉。（
中
略
）
続
い
て
、
御
乳
を
お
含
ま
せ
に
な
る
。〈
御

乳
付
は
、
七
條
院
の
御
幸
が
あ
る
だ
ろ
う
と
の
こ
と
だ
っ
た
。

そ
の
儀
礼
は
あ
る
の
だ
が
、（
御
幸
は
）
お
や
め
に
な
っ
た
。

（
誕
生
な
さ
っ
た
の
が
）
皇
女
で
あ
っ
た
の
で
、
そ
の
儀
礼
を

少
々
省
略
な
さ
っ
た
の
だ
。（
中
宮
の
母
）
北
政
所
が
お
含
ま

せ
申
し
上
げ
な
さ
っ
た
と
い
う
。

　

当
日
に
皇
女
が
誕
生
し
た
こ
と
で
、
七
條
院
本
人
を
含
む
、
七
條

院
ま
た
は
七
條
院
の
信
任
を
得
た
人
物
に
よ
る
乳
付
担
当
と
い
う
計

画
が
立
ち
消
え
（
（1
（

、
担
当
者
の
変
更
が
直
前
に
行
わ
れ
た
の
だ
っ
た
。
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（
ⅳ
）
顕
仁
親
王
（
崇
徳
院
）
の
乳
付
担
当
者
候
補
に
つ
い
て

　
（
ⅲ
）
節
に
お
い
て
、
乳
付
を
担
当
す
る
に
相
応
し
い
人
、
と
い

う
考
え
方
を
用
い
た
。
こ
れ
を
一
歩
進
め
て
具
体
化
し
、
璋
子
本
人

で
な
け
れ
ば
誰
が
候
補
と
な
り
得
た
か
、
検
討
を
試
み
た
い
。

　

璋
子
の
初
度
の
御
産
で
あ
る
顕
仁
親
王
誕
生
時
に
、
則
る
べ
き
先

例
と
し
て
尊
重
さ
れ
た
の
は
、
堀
河
天
皇
の
誕
生
し
た
承
暦
の
例
で

あ
っ
た
と
思
し
い
。
判
断
の
根
拠
の
一
例
は
、
出
産
当
日
に
内
の
女

房
が
参
仕
す
る
か
ど
う
か
の
決
め
方
に
つ
い
て
『
中
右
記
』
の
記
し

た
内
容
で
あ
る
。
か
い
つ
ま
ん
で
示
す
と
、「
中
宮
の
初
度
の
御
産

と
い
う
意
味
で
は
承
保
元
年
の
例
に
拠
る
べ
き
だ
。
し
か
し
、
そ
の

際
誕
生
し
た
敦
文
親
王
は
夭
折
し
た
。
そ
こ
で
、
吉
例
で
あ
る
承
暦

の
例
に
拠
っ
た
。」
と
い
う
決
め
方
が
な
さ
れ
て
い
る
。

　

乳
付
も
承
暦
例
、
つ
ま
り
堀
河
誕
生
時
の
先
例
に
依
拠
し
て
い
た

な
ら
ば
、
誰
が
担
当
者
と
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
か
。
臍
の
緒
切
り
と
乳

付
の
担
当
者
に
つ
い
て
の
【
表
Ａ
】
を
掲
げ
た
（
（1
（

。
堀
河
の
臍
の
緒
を

切
っ
た
の
は
、
父
方
曾
祖
母
の
陽
明
門
院
で
あ
っ
た
。
肩
書
と
し
て

匹
敵
す
る
の
は
、
新
生
児
顕
仁
親
王
の
祖
父
で
あ
る
堀
河
の
准
母
、

郁
芳
門
院
媞
子
内
親
王
で
あ
る
が
、
二
十
三
年
前
に
亡
く
な
っ
て
い

る
。
た
だ
し
存
命
だ
っ
た
場
合
で
も
、
非
妻
后
の
皇
后
で
未
婚
だ
っ

た
こ
の
方
に
、
乳
付
は
任
せ
な
か
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。
崇
仁
親
王

誕
生
時
に
、
郁
芳
門
院
の
妹
で
鳥
羽
の
准
母
、
す
な
わ
ち
新
生
児
の

父
方
祖
母
の
立
場
に
あ
っ
た
、
非
妻
后
の
皇
后
令
子
内
親
王
が
存
命

で
、
産
養
は
担
当
し
た
が
、
乳
付
は
任
さ
れ
な
か
っ
た
。
以
上
の
考

察
か
ら
、
崇
徳
誕
生
時
に
、
陽
明
門
院
に
匹
敵
す
る
女
性
は
い
な

か
っ
た
と
理
解
し
て
よ
い
だ
ろ
う
。

　

そ
う
し
た
場
合
、
別
の
先
例
が
求
め
ら
れ
る
。
康
和
の
例
で
は
産

婦
自
身
、
寛
弘
五
年
の
例
で
は
父
で
あ
る
帝
の
乳
母
、
寛
弘
六
年
の

例
で
は
母
方
祖
母
の
倫
子
が
乳
付
を
行
っ
た
。
た
だ
し
今
回
、
寛
弘

五
年
の
例
に
準
拠
す
る
こ
と
は
適
切
で
な
い
よ
う
で
あ
る
。
新
生
児

の
父
で
あ
る
帝
の
乳
母
、
光
子
と
実
子
が
、
産
婦
の
実
母
と
、
同
母

の
姉
だ
か
ら
で
あ
る
。
か
と
い
っ
て
寛
弘
六
年
の
例
に
則
れ
ば
、
養

祖
母
祇
園
の
女
御
が
相
当
す
る
が
、
実
際
に
女
御
に
任
ぜ
ら
れ
た
方

で
は
な
く
、
后
の
後
見
と
し
て
は
重
み
が
足
り
な
い
。
養
母
が
い
な

が
ら
生
母
が
差
し
出
る
こ
と
も
考
え
に
く
く
、
事
実
、
産
婦
の
生
母

光
子
は
、
顕
仁
親
王
誕
生
時
の
迎
え
湯
を
奉
仕
し
、
謙
っ
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
に
準
拠
し
に
く
い
他
の
先
例
と
引
き
比
べ
て
み
る
と
、

璋
子
自
ら
に
よ
る
乳
付
は
、
生
ま
れ
て
く
る
子
の
父
鳥
羽
の
誕
生
し

た
康
和
例
と
同
様
で
あ
り
、
極
め
て
順
当
な
人
選
と
言
え
る
。
つ
ま

り
、
顕
仁
親
王
の
誕
生
し
た
、
こ
の
元
永
例
の
乳
付
に
つ
い
て
は
、

い
わ
ば
消
去
法
で
康
和
例
に
則
る
こ
と
に
な
っ
た
（
（2
（

と
言
い
換
え
ら
れ

よ
う
か
。

　

な
お
、
御
産
に
お
い
て
子
の
母
自
身
が
乳
付
を
し
た
例
と
し
て
、

康
和
例
以
前
に
遡
り
、【
史
料
3
】
章
子
内
親
王
の
誕
生
し
た
中
宮

威
子
に
よ
る
御
産
を
指
摘
で
き
る
。
元
永
例
で
乳
付
担
当
者
を
選
ぶ
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際
、
威
子
の
事
例
も
先
例
と
し
て
意
識
さ
れ
、
参
照
さ
れ
た
可
能
性

は
あ
る
。
特
に
、
威
子
も
璋
子
も
中
宮
と
い
う
立
場
（
（2
（

に
あ
っ
た
。

【
史
料
3
】
で
推
測
し
た
よ
う
な
、
中
途
半
端
な
人
よ
り
も
い
っ
そ

中
宮
ご
自
身
が
よ
い
、
と
す
る
意
識
は
、
璋
子
の
例
で
も
同
様
に
働

い
た
可
能
性
が
あ
る
。
た
だ
し
、
威
子
の
例
は
、
康
和
例
に
お
い
て

も
元
永
例
に
お
い
て
も
、
依
拠
し
た
佳
例
と
し
て
古
記
録
に
指
摘
さ

れ
る
こ
と
は
な
い
。
つ
ま
り
、
あ
や
か
る
べ
き
佳
例
と
し
て
扱
わ
れ

な
い
。
康
和
例
で
は
、
生
母
が
中
宮
、
皇
后
の
立
場
に
な
い
た
め
、

中
宮
威
子
の
例
に
表
立
っ
て
準
拠
す
る
こ
と
は
不
適
当
で
あ
っ
た
も

の
か
。
或
い
は
、
康
和
例
が
長
く
待
た
れ
た
「
坊
が
ね
」（
立
太
子

す
る
こ
と
が
強
く
期
待
さ
れ
る
皇
子
）
の
誕
生
時
で
あ
る
か
ら
、
皇

女
誕
生
の
事
例
は
敢
え
て
先
例
と
し
な
か
っ
た
の
か
も
知
れ
な
い
。

　

以
上
、
璋
子
の
行
っ
た
、
子
の
母
に
よ
る
乳
付
の
先
例
に
つ
い
て

は
、
準
拠
と
い
う
よ
り
む
し
ろ
、
参
考
に
し
た
可
能
性
が
高
い
先
例

を
挙
げ
る
に
留
ま
っ
た
が
、
乳
付
を
、
子
の
母
で
あ
り
中
宮
の
璋
子

に
さ
せ
る
と
い
う
人
選
に
つ
い
て
は
、
誕
生
以
前
に
予
め
定
め
ら
れ

て
い
た
も
の
と
評
価
す
る
こ
と
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。

（
ⅴ
）
然
る
べ
く
選
ば
れ
る
、
臍
の
緒
切
り
を
担
う
「
人
」

　

御
産
に
お
い
て
臍
の
緒
切
り
を
担
当
す
る
人
物
は
、
ど
う
い
っ
た

立
場
の
者
で
あ
ろ
う
か
。
御
産
に
限
ら
な
い
臍
の
緒
切
り
の
担
当
者

に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
臍
の
緒
を
切
る
父
─
古
本
『
夜
の
寝
覚
』
再

読
─
」（
脚
注
9
）
に
お
い
て
検
討
し
た
こ
と
が
あ
る
。
既
発
表
の

内
容
と
は
な
る
が
、
本
稿
を
考
え
る
上
に
必
要
な
知
見
を
含
む
た
め
、

大
ま
か
に
そ
の
一
部
を
記
す
。

　

先
行
諸
説
は
、
臍
の
緒
切
り
の
担
当
者
を
、
誕
生
す
る
子
の
母
方

親
族
、
特
に
祖
母
で
あ
る
こ
と
が
基
準
だ
と
見
做
し
て
き
た
。
た
だ

し
、
早
く
服
藤
早
苗
氏
の
『
平
安
朝
の
父
と
子
』
に
よ
っ
て
、
子
の

父
隆
国
が
職
務
の
た
め
に
産
穢
に
触
れ
得
ず
、
代
理
と
し
て
子
の
母

方
祖
父
が
臍
の
緒
を
切
っ
た
『
左
経
記
』
長
元
五
年
（
一
〇
三
二
）

四
月
廿
六
日
条
を
根
拠
に
、
臍
の
緒
切
り
が
本
来
、
子
の
父
親
の
役

割
で
あ
っ
た
と
示
唆
さ
れ
た
。
当
該
条
を
再
検
討
し
た
結
果
、
服
藤

氏
の
解
釈
が
妥
当
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
服
藤
説
の
存
在
に
も
関
わ

ら
ず
、
国
文
学
分
野
に
お
い
て
、
父
に
よ
る
臍
の
緒
切
り
が
本
来
で

あ
る
と
い
う
説
は
受
け
入
れ
ら
れ
に
く
か
っ
た
。
そ
の
理
由
の
一
つ

は
、
出
産
に
関
わ
る
記
録
の
偏
り
で
は
な
か
ろ
う
か
。
最
も
数
多
く
、

最
も
詳
細
な
記
録
が
残
さ
れ
る
の
は
、
生
ま
れ
る
子
の
父
が
天
皇
で

あ
る
御
産
だ
。
天
皇
で
あ
る
が
ゆ
え
に
、
子
の
父
は
産
穢
に
触
れ
ら

れ
な
い
。
御
産
で
は
、
父
の
果
た
す
役
割
が
通
常
の
出
産
と
大
き
く

異
な
る
可
能
性
を
充
分
に
考
慮
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
な
お
、
父
が
臍

の
緒
を
切
ら
な
い
事
例
を
『
海
人
の
刈
藻
』
な
ど
の
物
語
の
用
例
か

ら
確
認
す
る
と
、
子
の
一
生
に
対
し
て
責
任
を
負
う
者
が
選
ば
れ
て

い
る
。
少
な
く
と
も
文
学
上
の
臍
の
緒
切
り
は
、
子
の
一
生
に
責
任

と
権
利
を
有
す
る
、
子
の
後
見
の
指
標
で
あ
る
と
言
え
そ
う
だ
。
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さ
て
、
右
に
引
い
た
、
臍
の
緒
切
り
の
担
当
者
を
考
え
る
拙
論
に

お
い
て
最
も
重
要
な
事
実
は
、
父
に
よ
る
臍
の
緒
切
り
が
基
本
で

あ
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
こ
で
、
論
拠
と
し
て
『
兵
範
記
』
久
寿
三

年
（
一
一
五
六
）
四
月
廿
日
条
に
「
産
婦
手
ヅ
カ
ラ

被
レル
ト

切
云
（々
（2
（

」
と

見
え
る
一
例
を
紹
介
し
た
い
。
産
婦
と
は
、
越
後
少
将
藤
原
成
親
室

で
あ
る
。
産
婦
本
人
が
出
産
時
に
臍
の
緒
を
切
っ
た
と
記
録
さ
れ
る

こ
の
事
例
は
、
小
川
寿
子
氏
に
よ
っ
て
博
捜
さ
れ
、
産
婦
本
人
に
よ

る
臍
の
緒
切
り
が
い
か
に
珍
し
く
異
例
で
あ
る
か
を
、

庶
民
の
場
合
は
い
ざ
し
ら
ず
、
こ
れ
が
特
例
で
あ
る
の
は
言
う

迄
も
な
く
、
見
回
し
た
と
こ
ろ
で
他
に
は
（
中
略
）
久
寿
三
年

出
産
の
「
越
後
少
将
女
房
」
が
い
る
位
の
も
の
で
あ
ろ
う
か
。

と
主
張
す
る
論
拠
と
さ
れ
た
。
こ
の
時
誕
生
し
た
子
は
、
没
年
時
の

年
齢
か
ら
逆
算
す
る
に
、『
平
家
物
語
』
に
も
登
場
す
る
成
経
と
み

て
間
違
い
な
い
。

　

な
ぜ
、
成
親
室
本
人
が
臍
の
緒
を
切
る
こ
と
に
な
っ
た
の
か
、

『
兵
範
記
』
同
年
四
月
条
か
ら
事
情
を
か
い
つ
ま
ん
で
押
さ
え
て
み

よ
う
。
ま
ず
、
子
の
父
藤
原
成
親
は
、
妻
が
出
産
予
定
の
こ
の
月
に
、

「
賀
茂
祭
の
使
に
指
名
す
る
」
と
の
内
示
を
受
け
た
。
そ
の
上
、
こ

の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
、
子
の
母
方
祖
父
親
隆
の
母
で
八
三
歳
の
讃
岐
宣

旨
が
亡
く
な
っ
て
し
ま
う
。
そ
こ
で
、
子
の
母
方
祖
父
で
産
婦
の
父

の
親
隆
は
、
弔
問
に
訪
れ
た
平
信
範
に
、
娘
婿
の
賀
茂
祭
使
へ
の
内

示
と
、
自
身
の
服
喪
と
を
伝
え
、
娘
の
出
産
に
つ
い
て
信
範
に
「
検

知
す
べ
し
」
と
命
じ
た
。
こ
の
下
命
か
ら
、
服
喪
さ
え
な
け
れ
ば
成

親
室
の
出
産
に
つ
い
て
親
隆
が
請
け
負
う
つ
も
り
で
あ
っ
た
と
判
断

で
き
る
。
親
隆
ら
の
服
喪
と
い
う
事
情
が
発
生
し
な
け
れ
ば
、
服
藤

氏
の
紹
介
さ
れ
た
『
左
経
記
』
隆
国
室
出
産
の
事
例
と
ほ
ぼ
同
様
の

状
況
に
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
な
お
、
信
範
に
こ
の
依
頼
が
な
さ
れ
た

こ
と
か
ら
推
測
す
る
に
、
産
婦
成
親
室
の
母
は
平
時
信
女
で
、
信
範

の
姪
な
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
人
物
比
定
が
正
し
け
れ
ば
、
産
婦
に

と
っ
て
信
範
は
母
方
大
叔
父
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
出
産
の
様
々
な

事
柄
を
差
配
し
た
信
範
だ
が
、
後
産
の
終
了
後
に
行
わ
れ
る
臍
の
緒

切
り
に
つ
い
て
は
こ
れ
を
務
め
ず
、
直
接
目
に
も
し
な
い
（
（2
（

。
大
叔
父

信
範
は
、「
然
る
べ
き
人
」
か
ら
は
外
れ
る
よ
う
だ
。
そ
し
て
、
夫

に
も
父
に
も
臍
の
緒
切
り
を
頼
め
な
い
産
婦
成
親
室
は
、
自
身
で
臍

の
緒
を
切
っ
た
の
だ
っ
た
。

　

な
お
、
子
の
父
成
親
は
、
産
所
に
寄
り
付
か
な
か
っ
た
訳
で
は
な

く
、
実
は
出
産
当
日
の
産
所
で
、
乳
付
の
次
に
行
う
儀
礼
と
し
て
護

剣
を
安
じ
た
。
た
だ
し
、
一
通
り
の
儀
礼
が
終
わ
る
と
、
五
日
後
の

廿
五
日
に
賀
茂
へ
の
行
幸
が
予
定
さ
れ
て
い
る
た
め
に
退
出
し
た
。

お
そ
ら
く
、
着
座
し
な
い
と
い
う
方
法
で
穢
れ
を
避
け
た
の
で
あ
ろ

う
。
産
所
で
他
の
儀
礼
を
行
っ
て
い
な
が
ら
敢
え
て
臍
の
緒
切
り
を

行
わ
な
か
っ
た
の
は
、
触
穢
の
不
可
避
な
儀
礼
だ
か
ら
で
あ
ろ
う
。

　

な
お
、
成
親
室
が
「
気
丈
夫
」
で
あ
っ
た
り
、「
激
し
い
気
性
の

持
ち
主
」
で
あ
っ
た
り
し
た
か
ら
、
自
ら
臍
の
緒
を
切
っ
た
訳
で
は
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な
い
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

（
ⅵ
）�
然
る
べ
き
「
物
品
」
を
用
い
、然
る
べ
く
進
め
ら
れ
る
「
手

順
」
に
つ
い
て

　

臍
の
緒
切
り
に
用
い
ら
れ
る
物
品
と
手
順
に
つ
い
て
は
【
史
料

3
】
に
、
乳
付
に
用
い
ら
れ
る
物
品
と
手
順
に
つ
い
て
は
【
史
料

4
】
に
見
え
る
。
厳
密
に
い
え
ば
、
臍
の
緒
切
り
に
お
い
て
竹
刀
で

な
く
銅
刀
を
調
進
す
る
こ
と
も
あ
り
、
臍
の
緒
を
切
る
際
に
長
さ
が

重
要
で
あ
る
な
ど
、
詳
細
に
補
足
で
き
る
情
報
は
あ
る
が
、
そ
れ
ら

を
い
っ
た
ん
措
い
て
【
史
料
3
】【
史
料
4
】
を
概
観
す
る
だ
け
で

も
、
こ
れ
ら
の
儀
礼
が
、
担
当
者
一
人
で
行
え
る
よ
う
な
単
純
な
も

の
で
は
な
く
、
担
当
者
が
産
婦
で
あ
る
か
否
か
に
よ
ら
ず
、
ほ
か
の

人
に
よ
る
援
助
を
受
け
た
で
あ
ろ
う
こ
と
が
、
容
易
に
推
し
量
れ
る
。

臍
の
緒
切
り
も
乳
付
も
、
あ
る
側
面
で
は
医
療
措
置
で
あ
り
な
が
ら
、

ま
さ
に
「
儀
礼
」
と
呼
ば
れ
る
に
相
応
し
く
細
か
な
決
ま
り
事
を

守
っ
て
遂
行
さ
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
。

　

成
親
室
の
出
産
に
関
わ
る
儀
礼
は
、
天
皇
を
子
の
父
と
す
る
中
宮

の
御
産
に
比
べ
て
し
ま
え
ば
、
規
模
の
小
さ
い
も
の
と
い
え
る
。
そ

う
で
あ
っ
て
さ
え
、
信
範
が
準
備
万
端
整
え
た
か
ら
こ
そ
、
諸
々
の

儀
礼
が
準
備
し
た
通
り
に
、
然
る
べ
く
進
行
し
た
の
で
あ
る
。
無
論
、

偶
然
が
様
々
に
作
用
す
る
こ
と
は
あ
ろ
う
が
、
産
婦
成
親
室
の
、
そ

の
場
に
お
け
る
一
時
の
感
情
や
本
能
、
思
い
付
き
と
い
っ
た
不
確
定

要
素
が
反
映
さ
れ
る
余
地
は
見
出
せ
な
い
。
大
き
な
変
更
が
加
わ
っ

て
し
ま
え
ば
、
儀
礼
を
手
順
通
り
に
然
る
べ
く
完
了
さ
せ
る
こ
と
は

で
き
な
く
な
る
。

　

臍
の
緒
切
り
や
乳
付
と
い
っ
た
新
生
児
に
関
わ
る
御
産
儀
礼
を
、

行
わ
れ
る
時
、
担
当
す
る
人
、
用
い
る
物
品
、
定
ま
っ
た
手
順
す
べ

て
を
整
え
て
然
る
べ
く
進
め
る
こ
と
に
は
、
い
っ
た
い
ど
ん
な
意
味

が
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。
お
そ
ら
く
そ
れ
は
、
新
生
児
が
誕
生
と
い
う

危
う
い
場
面
を
、
イ
レ
ギ
ュ
ラ
ー
な
く
無
事
に
乗
り
越
え
て
い
く
こ

と
の
象
徴
な
の
で
あ
ろ
う
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
こ
う
し
た
危
う
い
場
面

に
お
け
る
イ
レ
ギ
ュ
ラ
ー
は
、
病
気
、
死
な
ど
の
好
ま
し
か
ら
ぬ
結

果
に
直
結
し
か
ね
な
い
か
ら
で
あ
る
。
危
う
い
場
面
で
な
く
て
さ
え
、

古
語
で
「
不
例
」
が
病
気
を
指
す
よ
う
に
、「
例
」、
つ
ま
り
い
つ
も

通
り
で
あ
る
こ
と
は
安
心
な
状
態
な
の
で
あ
る
。
そ
し
て
ま
た
、
儀

礼
に
お
い
て
「
先
例
」
を
重
ん
ず
る
こ
と
は
、
そ
の
コ
ー
ス
を
た

ど
っ
て
望
ま
し
い
結
果
を
得
た
先
達
に
あ
や
か
ろ
う
と
す
る
行
為
で

あ
る
。
子
の
誕
生
に
際
し
て
も
、
吉
例
に
あ
や
か
る
こ
と
で
、
慎
重

に
め
で
た
い
結
果
を
得
よ
う
と
す
る
。
真
摯
な
祈
り
に
も
似
て
、
繰

り
返
さ
れ
て
き
た
営
為
、
そ
れ
が
御
産
儀
礼
の
も
つ
一
つ
の
側
面
な

の
で
あ
ろ
う
。
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三
．
璋
子
の
御
産
儀
礼
関
与
に
お
け
る
異
例

（
ⅰ
）�

顕
仁
親
王
（
崇
徳
院
）
の
臍
の
緒
切
り
担
当
者
候
補
に
つ

い
て

　

二
章
（
ⅴ
）
節
に
見
た
成
親
室
の
事
例
を
、
中
宮
璋
子
の
事
例
と

比
べ
て
み
よ
う
。

　

成
親
室
の
夫
は
、
産
穢
に
触
れ
ら
れ
な
い
状
況
に
あ
っ
た
。
同
様

に
、
璋
子
の
夫
鳥
羽
も
ま
た
、
天
皇
と
い
う
、
産
穢
に
け
っ
し
て
触

れ
ら
れ
な
い
存
在
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
、
天
皇
が
産
所
へ
赴
い
た
例

は
皆
無
で
あ
っ
て
、
鳥
羽
に
つ
い
て
は
、
成
親
の
よ
う
に
産
所
に
立

ち
入
る
こ
と
す
ら
あ
り
得
な
い
。

　

夫
成
親
が
臍
の
緒
切
り
を
担
当
で
き
な
い
な
ら
、
産
婦
が
次
な
る

候
補
と
し
て
考
え
る
べ
き
は
父
で
あ
る
。
し
か
し
、
成
親
室
の
父
藤

原
親
隆
は
、
服
喪
に
よ
っ
て
御
産
全
般
に
携
わ
れ
な
く
な
っ
た
。
成

親
室
と
異
な
り
、
璋
子
の
父
白
河
院
（
（2
（

は
、
お
お
い
に
御
産
に
関
わ
っ

て
い
る
。
た
だ
し
、
臍
の
緒
切
り
な
ど
の
儀
礼
を
直
接
白
河
院
が
担

当
す
る
こ
と
は
な
い
。
儀
礼
に
お
い
て
法
体
の
者
は
表
に
立
て
な
い

か
ら
で
あ
ろ
う
。
そ
の
意
味
で
は
、
服
喪
中
の
親
隆
と
法
体
の
白
河

院
の
在
り
方
は
部
分
的
に
共
通
す
る
。
結
果
的
に
、
成
親
室
と
同
様
、

中
宮
璋
子
は
臍
の
緒
を
自
身
で
切
っ
て
い
る
。

　

夫
も
父
も
関
与
で
き
な
い
の
だ
か
ら
当
然
の
こ
と
だ
っ
た
、
と
言

え
ば
言
え
る
の
か
も
知
れ
な
い
。
し
か
し
そ
れ
で
も
、
中
宮
璋
子
自

身
に
よ
る
臍
の
緒
切
り
は
目
に
留
ま
る
。
な
ぜ
な
ら
、
二
章
（
ⅵ
）

節
に
確
認
し
た
通
り
、
本
来
儀
礼
に
お
い
て
は
先
例
が
重
ん
じ
ら
れ
、

イ
レ
ギ
ュ
ラ
ー
が
排
さ
れ
る
も
の
だ
か
ら
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
意

図
せ
ず
異
例
の
事
態
が
発
生
す
る
こ
と
は
あ
る
。
そ
う
し
た
異
例
は
、

ほ
か
と
違
う
か
ら
こ
そ
、
良
い
結
果
に
つ
な
が
れ
ば
「
佳
例
」
と
認

識
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
ま
た
、
不
吉
な
先
例
を
踏
襲
し
な
い
た
め

に
、
先
例
と
の
差
異
が
意
図
し
て
設
け
ら
れ
る
場
面
も
あ
る
。
し
か

し
、
そ
れ
以
外
の
理
由
か
ら
、
意
図
し
た
イ
レ
ギ
ュ
ラ
ー
が
敢
え
て

行
わ
れ
る
の
で
あ
れ
ば
、
そ
の
イ
レ
ギ
ュ
ラ
ー
に
は
そ
れ
だ
け
の
積

極
的
理
由
が
あ
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
小
川
寿
子
氏
が
、「
庶
民
の
場

合
は
い
ざ
し
ら
ず
、
こ
れ
が
特
例
で
あ
る
の
は
言
う
迄
も
な
く
」
と

特
別
視
さ
れ
る
の
も
尤
も
で
あ
っ
た
。

　

こ
こ
で
、
臍
の
緒
切
り
の
担
当
者
の
意
味
に
立
ち
返
っ
て
み
た
い
。

二
章
（
ⅴ
）
節
に
確
認
し
た
通
り
、
臍
の
緒
を
切
る
の
が
父
で
な
い

場
合
、
子
の
一
生
に
対
し
て
責
任
を
負
う
者
、
子
の
一
生
に
責
任
と

権
利
を
有
す
る
、
子
の
後
見
が
担
当
し
た
。
璋
子
の
場
合
、
担
当
者

は
子
の
母
で
あ
る
。
母
が
子
の
一
生
に
責
任
を
負
う
、
と
改
め
て
強

調
す
る
こ
と
に
、
イ
レ
ギ
ュ
ラ
ー
を
敢
行
す
る
ほ
ど
の
意
義
、
利
点

は
見
出
せ
る
の
だ
ろ
う
か
。

　
【
表
Ａ
】
は
、
出
産
に
お
け
る
臍
の
緒
切
り
お
よ
び
乳
付
の
担
当

者
の
事
例
で
あ
る
。
出
産
の
記
録
に
臍
の
緒
切
り
担
当
者
の
記
載
が

無
い
こ
と
は
多
い
。
言
い
換
え
れ
ば
、
臍
の
緒
切
り
の
担
当
者
に
つ

い
て
は
他
の
儀
礼
に
較
べ
て
記
録
が
相
対
的
に
少
な
い
。
そ
れ
で
も
、
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表
に
は
臍
の
緒
切
り
の
担
当
者
と
し
て
、
子
の
母
以
外
に
、
母
方
で

は
祖
母
、
祖
父
、
養
祖
父
、
父
方
で
は
父
の
乳
母
、
曾
祖
母
等
の
事

例
が
見
え
る
。
母
方
祖
父
、
養
祖
父
が
臍
の
緒
切
り
を
担
当
す
る
場

合
、
往
々
に
し
て
御
産
全
般
も
差
配
し
て
い
る
。
母
の
後
見
で
あ
る

と
い
う
た
し
か
な
関
係
性
に
基
づ
き
、
生
ま
れ
た
子
の
後
見
に
も
な

る
立
場
が
指
摘
で
き
よ
う
。
父
方
、
母
方
で
は
な
く
、
男
性
か
女
性

か
と
い
う
区
別
か
ら
見
る
と
ど
う
か
。
父
の
乳
母
は
父
の
代
理
と
見

做
せ
る
の
で
除
外
す
る
と
、
例
え
ば
、
母
方
祖
母
源
倫
子
、
父
方
曾

祖
母
陽
明
門
院
禎
子
に
、
子
孫
に
恵
ま
れ
、
極
め
て
高
い
地
位
に
あ

る
親
族
の
女
性
、
と
い
う
共
通
点
が
指
摘
で
き
る
。
顕
仁
親
王
誕
生

に
関
し
て
、
そ
う
し
た
然
る
べ
き
人
が
い
な
か
っ
た
に
過
ぎ
ず
、
避

け
ら
れ
な
い
イ
レ
ギ
ュ
ラ
ー
だ
っ
た
と
捉
え
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。

し
か
し
そ
れ
で
も
、
御
産
に
お
い
て
臍
の
緒
切
り
を
子
の
母
自
身
が

行
っ
た
の
は
璋
子
に
よ
る
元
永
例
が
初
例
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
、

乳
付
と
臍
の
緒
切
り
双
方
を
自
身
で
行
っ
た
こ
と
も
、
こ
れ
が
初
例

で
あ
っ
た
。

　

意
図
せ
ぬ
イ
レ
ギ
ュ
ラ
ー
だ
っ
た
と
し
て
も
、
そ
こ
に
歴
史
上
の

必
然
を
見
る
こ
と
は
で
き
る
か
も
知
れ
な
い
。
つ
ま
り
、
本
稿
は
、

乳
付
の
担
当
者
、
臍
の
緒
切
り
の
担
当
者
、
ど
ち
ら
に
も
「
然
る
べ

き
人
」
が
い
な
い
政
治
的
状
況
が
生
じ
て
い
た
こ
と
に
注
目
し
て
い

る
。
乳
付
を
母
が
行
っ
た
先
例
は
御
産
に
二
例
あ
る
の
で
、
ま
っ
た

く
の
初
例
で
あ
る
臍
の
緒
切
り
に
つ
い
て
考
え
て
み
る
。

　

例
え
ば
、
皇
子
女
が
生
ま
れ
る
御
産
で
は
、
通
常
、
新
生
児
の
母

方
、
産
婦
の
実
家
が
、
産
穢
の
発
生
す
る
御
産
、
御
産
に
臨
む
后
妃
、

生
ま
れ
る
皇
子
女
を
、
そ
の
誕
生
前
か
ら
後
見
し
、
子
へ
の
影
響
力

を
確
保
す
る
。
臍
の
緒
切
り
担
当
者
は
そ
の
最
た
る
も
の
で
、
父
方

で
あ
る
天
皇
や
そ
の
周
辺
の
関
与
が
極
め
て
稀
で
あ
る
。
し
た
が
っ

て
、
天
皇
の
子
の
生
ま
れ
る
御
産
に
お
い
て
は
、
臍
の
緒
切
り
担
当

に
よ
っ
て
、
皇
子
女
の
後
見
を
担
う
人
物
が
浮
き
彫
り
に
な
る
は
ず

で
あ
る
。
そ
れ
を
母
后
璋
子
自
身
が
担
当
し
て
い
る
の
だ
。

　

こ
れ
ま
で
摂
関
期
に
は
、
后
の
父
や
養
父
は
道
長
、
頼
通
、
師
実
、

そ
れ
以
外
の
ケ
ー
ス
で
も
後
見
が
上
東
門
院
彰
子
で
あ
っ
た
。
し
か

し
中
宮
璋
子
は
と
い
え
ば
、
養
父
は
上
皇
で
、
誕
生
す
る
皇
子
の
父

系
尊
属
で
あ
る
。
上
皇
が
后
を
養
女
に
し
た
こ
と
に
よ
り
、
こ
れ
ま

で
外
戚
の
確
保
し
て
き
た
位
置
が
空
席
に
な
っ
て
い
る
の
で
は
な
い

か
。
も
っ
と
言
え
ば
、
法
体
で
あ
っ
た
が
ゆ
え
に
臍
の
緒
切
り
を
担

当
で
き
な
か
っ
た
だ
け
で
、
顕
仁
親
王
の
誕
生
す
る
御
産
を
実
質
的

に
差
配
し
た
白
河
院
が
、
父
方
、
母
方
双
方
の
尊
属
と
し
て
の
権
利

を
手
中
に
収
め
得
る
位
置
に
立
っ
て
い
た
こ
と
の
表
れ
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
。
過
度
の
単
純
化
に
は
慎
重
で
あ
り
た
い
が
、
そ
の
よ
う
な

場
合
、
院
政
に
お
け
る
上
皇
の
権
限
が
強
く
な
る
可
能
性
を
指
摘
し

た
い
。
顕
仁
親
王
の
後
見
に
な
れ
る
よ
う
な
強
力
な
存
在
が
、
白
河

院
の
他
に
は
「
母
方
」
に
い
な
い
。
そ
の
こ
と
が
端
的
に
、
象
徴
的

に
あ
ら
わ
れ
た
事
象
と
し
て
、
産
婦
璋
子
自
ら
に
よ
る
「
臍
の
緒
切
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り
」
を
捉
え
直
す
と
、
顕
仁
の
実
父
を
詮
索
す
る
必
要
は
消
え
、
院

政
を
理
解
す
る
た
め
の
一
つ
の
指
標
と
し
て
利
用
で
き
る
よ
う
に
思

わ
れ
る
。

（
ⅱ
）�

顕
仁
親
王
（
崇
徳
院
）
の
御
剣
を
準
備
す
る
べ
き
人
に
つ

い
て

　

元
永
例
に
お
け
る
他
の
御
産
関
連
行
事
と
し
て
、
小
川
寿
子
氏
の

解
説
が
前
半
に
お
い
て
問
題
視
さ
れ
た
、「
御
剣
内
々
従
レリ

院
被
レル

奉
レ

内
ニ

」
に
相
当
す
る
例
を
確
認
し
よ
う
。

　
『
後
拾
遺
集
』
雑
五
・
一
一
〇
三
、
一
一
〇
四

三
条
院
東
宮
と
申
し
け
る
時
式
部
卿
敦
儀
親
王
む
ま
れ
て

は
べ
り
け
る
に
御
は
か
し
た
て
ま
つ
る
と
て
む
す
び
つ
け

侍
け
る�
入
道
前
太
政
大
臣

よ
ろ
づ
よ
を
き
み
が
ま
ぼ
り
と
い
の
り
つ
つ
た
ち
つ
く
り
え
の

し
る
し
と
を
み
よ

　
　

御
か
へ
し�

三
条
院
御
製

い
に
し
へ
の
ち
か
き
ま
も
り
を
こ
ふ
る
ま
に
こ
れ
は
し
の
ぶ
る

し
る
し
な
り
け
り

或
人
云
、
こ
の
う
た
は
故
左
大
将
済
時
み
こ
た
ち
の
お
ほ

ぢ
に
て
侍
け
れ
ば
け
ふ
の
こ
と
を
か
の
大
将
や
と
り
あ
つ

か
は
ま
し
な
ど
お
ぼ
し
い
で
て
よ
ま
せ
た
ま
へ
る
な
り

　

道
長
と
三
条
院
の
、
少
々
不
穏
と
も
見
え
る
贈
答
歌
に
は
、
左
注

が
付
さ
れ
る
。
皇
子
が
誕
生
す
る
と
、
父
が
皇
子
に
御
剣
を
授
け
る

が
、
父
で
あ
る
東
宮
時
代
の
三
条
院
の
た
め
に
、
御
剣
を
準
備
す
る

の
は
本
来
母
方
祖
父
の
済
時
だ
っ
た
は
ず
な
の
に
、
と
い
う
の
で
あ

る
。
と
な
る
と
、
小
川
論
に
お
い
て
、「
生
ま
れ
た
子
が
己
の
胤
で

あ
る
こ
と
の
宣
言
」
と
見
做
さ
れ
た
白
河
院
の
御
剣
準
備
は
、
実
は

子
の
「
母
方
祖
父
」
と
し
て
の
振
る
舞
い
で
あ
っ
た
と
理
解
で
き
る
。

こ
れ
を
、
中
宮
璋
子
自
身
の
手
に
よ
る
臍
の
緒
切
り
に
導
入
す
れ
ば
、

「
母
方
」
の
有
す
る
子
へ
の
権
利
を
も
吸
収
し
た
白
河
院
が
、
皇
子

に
と
っ
て
父
方
母
方
「
双
方
」
の
尊
属
と
な
り
得
た
こ
と
の
端
的
な

表
れ
と
し
て
も
見
え
て
く
る
。

（
ⅲ
）�

臍
の
緒
を
切
る
女
院
た
ち
─
─
佳
例
と
な
っ
た
璋
子
の
異

例
─
─

　

璋
子
の
所
生
皇
子
で
あ
る
後
白
河
の
皇
統
が
続
い
た
こ
と
で
、
璋

子
の
例
に
準
じ
て
、
上
皇
や
そ
の
妃
が
入
内
前
に
后
を
養
女
と
す
る

こ
と
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
御
産
に
お
い
て
果
た
し
た
役
割
も

同
様
で
、
璋
子
に
よ
る
御
産
の
例
は
、
と
り
わ
け
女
院
と
い
う
立
場

で
御
産
す
る
方
々
に
重
ん
じ
ら
れ
、
先
例
と
し
て
参
照
さ
れ
た
。
璋

子
の
元
永
の
例
は
崇
徳
の
弟
後
白
河
誕
生
時
に
も
引
き
継
が
れ
、
そ

れ
に
よ
っ
て
、
元
永
年
間
に
お
け
る
異
例
が
、
あ
や
か
る
べ
き
佳
例

に
転
じ
た
の
で
あ
る
。

　

御
産
し
た
女
院
自
ら
が
臍
の
緒
を
切
っ
た
後
世
の
例
と
し
て
、
後
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嵯
峨
の
后
大
宮
院
西
園
寺
姞
子
に
よ
っ
て
後
深
草
（
（2
（

と
亀
山
の
誕
生
し

た
御
産
、
亀
山
院
の
妃
昭
訓
門
院
藤
原
瑛
子
に
よ
っ
て
恒
明
親
王
の

誕
生
し
た
御
産
、
後
伏
見
院
（
（2
（

の
妃
広
義
門
院
西
園
寺
寧
子
に
よ
っ
て

珣
子
内
親
王
の
誕
生
し
た
御
産
が
挙
げ
ら
れ
る
。

　

後
深
草
、
亀
山
両
院
誕
生
時
の
臍
の
緒
切
り
に
つ
い
て
の
記
録
は

直
接
に
は
伝
わ
ら
な
い
（
（2
（

。
た
だ
し
、
両
院
の
臍
の
緒
を
母
が
切
っ
た

こ
と
は
『
広
義
門
院
御
産
御
記
〈
後
伏
見
天
皇
宸
記
〉』
の
言
及
す

る
先
例
に
つ
い
て
の
記
述
に
よ
っ
て
判
明
す
る
。
す
な
わ
ち
、
延
慶

四
年
（
一
三
一
一
）
二
月
廿
三
日
に
皇
女
の
誕
生
し
た
広
義
門
院
に

よ
る
御
産
に
お
い
て
、
臍
の
緒
切
り
を
産
婦
の
広
義
門
院
自
身
が
担

当
し
た
様
子
が
、「
女
院
即
チ

被
レル
ト

奉
レ

切
リ

云
々
〈
大
治
・
寛
元
・
建

長
、
母
后
被
レル

奉
レ

切
レリ

之
ヲ

、
仍
リ
テ

今
度
如
レシ

此
ノ

、
但
シ

実
ハ

二
品
切
レル

之
ヲ

、
女
院
如
レク

形
ノ

懸
二ケ
テ

御
手
一ヲ

分

（
（2
（カツ

ト

云
（々
（2
（

、〉」
と
記
さ
れ
る
。
こ

の
、「
大
治
・
寛
元
・
建
長
」
と
い
う
割
注
は
、
そ
れ
ぞ
れ
順
に
、

大
治
二
年
（
一
一
二
七
）
誕
生
の
後
白
河
、
母
は
待
賢
門
院
璋
子
、

寛
元
元
年
（
一
二
四
三
）
誕
生
の
後
深
草
、
母
は
後
嵯
峨
天
皇
の
中

宮
西
園
寺
姞
子
、
建
長
元
年
（
一
二
四
九
）
誕
生
の
亀
山
、
母
は
後

深
草
に
同
じ
く
大
宮
院
西
園
寺
姞
子
（
（3
（

、
と
い
う
代
々
の
天
皇
の
誕
生

し
た
先
例
を
指
す
。

　

実
際
に
は
、
こ
れ
ら
の
天
皇
以
外
に
も
、
広
義
門
院
の
御
産
以
前

に
母
自
ら
が
臍
の
緒
を
切
っ
た
御
産
は
あ
る
。
亀
山
院
の
妃
昭
訓
門

院
藤
原
瑛
子
に
よ
っ
て
恒
明
親
王
の
誕
生
し
た
乾
元
二
年
（
一
三
〇

三
）
五
月
九
日
の
御
産
で
あ
る
。
し
か
し
、
恒
明
親
王
誕
生
時
の
例

は
広
義
門
院
の
御
産
に
お
い
て
先
例
と
し
て
数
え
ら
れ
な
い
。
佳
例

と
な
る
か
は
未
だ
不
明
な
先
例
だ
か
ら
で
あ
る
。
な
お
、『
昭
訓
門

院
御
産
愚
記
〈
公
衡
公
記
〉』
の
「
御
臍
ノ

緒
、
女
院
任
二セ
テ

代
ノ々

例
一ニ

令
レメ

切
レラ

之
ヲ

給
（
（3
（

フ

」
と
の
記
述
は
、
昭
訓
門
院
以
前
、
待
賢
門
以
外
に

も
女
院
自
ら
が
臍
の
緒
を
切
っ
た
と
推
測
さ
せ
る
も
の
で
あ
る
。

「
代
々
」
は
女
院
（
（3
（

で
は
な
く
天
皇
を
指
す
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
崇
徳

の
皇
統
は
途
絶
え
て
お
り
、
崇
徳
と
後
白
河
の
先
例
を
「
代
々
」
と

指
し
て
踏
襲
す
る
こ
と
は
あ
り
得
な
い
か
ら
、
後
白
河
以
外
の
天
皇

に
つ
い
て
、
母
に
よ
る
臍
の
緒
切
り
を
推
測
で
き
る
表
現
と
な
る
。

後
白
河
に
加
え
、
右
に
確
認
し
た
後
深
草
、
亀
山
を
指
す
も
の
で
あ

ろ
う
。
両
統
迭
立
の
後
も
、
後
深
草
、
亀
山
両
院
に
共
通
す
る
西
園

寺
姞
子
御
産
時
の
儀
礼
は
、
先
例
と
し
て
尊
重
さ
れ
や
す
い
も
の
で

あ
っ
た
に
違
い
な
い
。

四
．
お
わ
り
に　

─
─
臍
の
緒
を
切
る
母
た
ち
─
─

　

二
章
（
ⅴ
）
節
に
お
い
て
、
拙
稿
「
臍
の
緒
を
切
る
父
」
の
論
旨

を
確
認
し
た
通
り
、
本
来
で
あ
れ
ば
臍
の
緒
切
り
は
、
生
ま
れ
る
子

の
父
が
担
当
す
る
儀
礼
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
三
章
（
ⅰ
）
節
に
触

れ
た
よ
う
に
、
皇
子
女
が
生
ま
れ
る
御
産
で
は
、
父
で
あ
る
天
皇
は

担
当
で
き
な
い
。
結
果
と
し
て
、
御
産
で
は
多
く
の
場
合
、
御
産
自

体
を
後
見
す
る
主
体
で
あ
る
、
子
の
母
方
の
実
家
の
人
物
が
担
当
す
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る
。
し
た
が
っ
て
、
母
璋
子
に
よ
る
臍
の
緒
切
り
は
、
御
産
で
あ
る

が
ゆ
え
に
父
に
よ
ら
な
い
こ
と
は
勿
論
と
し
て
も
、
子
の
後
見
に
も

よ
ら
な
い
点
で
御
産
に
お
け
る
初
例
で
あ
り
、
同
時
代
の
古
記
録
に

明
記
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
三
章
（
ⅲ
）
節
に
述
べ
た
通
り
、
後
白
河

の
皇
統
が
続
く
に
至
っ
て
後
世
に
お
い
て
佳
例
と
さ
れ
、
踏
襲
さ
れ

た
。
璋
子
に
続
き
、
臍
の
緒
を
切
っ
た
母
た
ち
が
い
た
の
で
あ
る
。

角
田
説
を
は
じ
め
、
璋
子
の
御
産
に
お
け
る
異
例
と
し
て
気
付
か
れ
、

長
ら
く
特
異
な
も
の
と
目
さ
れ
た
一
因
と
し
て
、「
上
皇
や
そ
の
妻

の
養
女
で
あ
る
后
」
の
御
産
が
、
摂
関
期
の
御
産
と
大
き
く
異
な
っ

た
様
相
を
呈
し
た
こ
と
を
挙
げ
て
お
き
た
い
。

　

上
皇
や
そ
の
妻
の
養
女
と
し
て
入
内
し
た
后
た
ち
の
御
産
を
記
す

文
学
作
品
が
あ
る
。
そ
こ
に
示
さ
れ
る
評
価
は
、
記
主
の
、
院
政
に

対
す
る
立
場
と
連
動
す
る
可
能
性
が
な
い
だ
ろ
う
か
。
例
え
ば
、

『
平
家
物
語
』
御
産
の
巻
の
後
白
河
院
は
、
母
方
、
父
方
双
方
の
祖

父
と
し
て
祈
祷
し
た
と
見
え
る
が
、
作
者
の
批
判
的
な
目
に
、
摂
関

家
寄
り
の
志
向
を
認
め
得
る
か
も
知
れ
な
い
。『
と
は
ず
が
た
り
』

の
言
及
す
る
、
内
親
王
誕
生
で
も
手
厚
い
後
嵯
峨
院
に
よ
る
産
養
も
、

や
は
り
双
方
の
祖
父
と
し
て
の
振
る
舞
い
と
解
せ
る
が
、
そ
こ
に
こ
だ

わ
る
記
述
に
、
内
親
王
誕
生
に
よ
っ
て
後
深
草
の
皇
統
が
一
時
は
幻
と

な
っ
た
こ
と
へ
の
作
者
の
意
識
が
読
み
取
れ
る
か
も
知
れ
な
い
。
出
産

前
後
と
い
う
限
ら
れ
た
場
面
か
ら
も
見
え
る
、
そ
れ
ぞ
れ
の
文
学
作
品

の
性
格
に
つ
い
て
、
今
後
検
討
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。

謝
辞　

本
稿
は
研
究
発
表
（
中
世
文
学
会
二
〇
二
一
年
度
春
季
大
会

「
臍
の
緒
を
自
ら
切
る
女
院
た
ち

─
待
賢
門
院
璋
子
の
吉
例
と
院

政

─
」）
の
段
階
で
「
第
十
二
回
未
来
を
強
く
す
る
子
育
て
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト　

ス
ミ
セ
イ
女
性
研
究
者
奨
励
賞
（
住
友
生
命
）」
の
助

成
を
受
け
た
。
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

註（
1
）
川
端
善
明
・
荒
木
浩
校
注
『
古
事
談　

続
古
事
談
』（
新
日
本
古

典
文
学
大
系
41　

二
〇
〇
五　

岩
波
書
店
）

（
2
）
角
田
文
衞
『
椒
庭
秘
抄

─
待
賢
門
院
璋
子
の
生
涯
』（
朝
日
新

聞
社　

一
九
七
五
）
ほ
か
。

（
3
）
野
口
華
世
氏
「
院
政
期
の
恋
愛
ス
キ
ャ
ン
ダ
ル
─
「
叔
父
子
」
説

と
待
賢
門
院
璋
子
を
中
心
に
─
」（『
日
本
歴
史
』編
集
委
員
会
編『
恋

す
る
日
本
史
』（
吉
川
弘
文
館　

二
〇
二
一
）「
4　

新
た
な
研
究
段

階
へ
」）
が
研
究
動
向
を
端
的
に
押
さ
え
て
い
る
た
め
、
長
い
引
用

に
な
る
が
、
抜
粋
し
て
紹
介
す
る
。

　
　
「
美
川
氏
が
角
田
説
を
正
面
か
ら
批
判
し
て
以
降
、
美
川
氏
の

角
田
説
批
判
を
前
提
に
研
究
が
進
ん
で
い
る
。
た
と
え
ば
、
樋

口
健
太
郎
氏
は
、
美
川
氏
の
い
う
よ
う
に
「
叔
父
子
」
説
が
保

元
の
乱
前
に
創
作
さ
れ
た
噂
に
す
ぎ
ず
崇
徳
天
皇
が
白
河
院
の

実
子
で
あ
っ
た
可
能
性
は
低
い
な
ら
ば
、
待
賢
門
院
璋
子
を
白

河
院
の
愛
人
と
み
て
、
院
御
所
へ
の
璋
子
の
退
下
を
「
密
通
」

と
す
る
こ
と
も
再
考
す
べ
き
と
述
べ
る
。（
中
略
）
佐
伯
智
広

氏
は
崇
徳
天
皇
の
本
当
の
父
親
が
誰
か
と
い
う
こ
と
に
さ
し
て
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意
味
は
な
く
、
む
し
ろ
崇
徳
天
皇
が
誰
の
子
と
し
て
処
遇
さ
れ

て
い
た
か
と
い
う
こ
と
が
重
要
で
、
崇
徳
天
皇
は
一
貫
し
て
鳥

羽
院
の
子
と
し
て
遇
さ
れ
て
い
た
と
断
ず
る
。
そ
し
て
『
古
事

談
』
以
前
に
、
崇
徳
天
皇
が
白
河
院
の
子
で
あ
る
こ
と
を
述
べ

た
記
録
が
な
い
こ
と
か
ら
、「
叔
父
子
」
説
は
明
ら
か
に
、
保

元
の
乱
の
原
因
を
さ
か
の
ぼ
っ
て
説
明
す
る
た
め
に
作
ら
れ
た

跡
づ
け
の
説
話
だ
と
す
る
。
佐
伯
説
は
こ
の
噂
の
流
布
を
、
保

元
の
乱
以
降
、『
古
事
談
』
が
著
さ
れ
た
一
三
世
紀
初
頭
の
も

の
と
み
な
し
、
こ
の
噂
は
保
元
の
乱
の
原
因
説
明
の
た
め
作
ら

れ
た
と
す
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
現
在
で
は
、「
叔
父
子
」

説
の
真
偽
を
問
う
こ
と
自
体
が
ナ
ン
セ
ン
ス
と
さ
れ
、
そ
の
噂

が
流
布
さ
れ
た
こ
と
に
つ
い
て
も
、
保
元
の
乱
以
前
の
政
治
的

駆
け
引
き
に
よ
る
も
の
（
美
川
・
河
内
説
）
や
、
保
元
の
乱
の

要
因
を
う
ま
く
語
る
た
め
の
も
の
（
佐
伯
説
）、
璋
子
の
院
御

所
退
下
は
白
河
院
が
鳥
羽
天
皇
を
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
す
る
た
め

（
樋
口
説
）
な
ど
、
政
治
史
的
な
視
点
に
よ
る
諸
説
が
展
開
し

て
い
る
」

　
　

な
お
、
美
川
氏
と
は
美
川
圭
氏
、
河
内
説
と
は
河
内
祥
輔
氏
の
説
を

指
す
。

（
4
）
同
注
2
。

（
5
）
山
中
裕
・
鈴
木
一
雄
編
『
平
安
時
代
の
文
学
と
生
活　

平
安
時
代

の
儀
礼
と
歳
時　

国
文
学
解
釈
と
鑑
賞
別
冊
』（
至
文
堂　

一
九
九

一
・
一
二
）。

（
6
）「
臍
の
緒
切
り
」
と
い
う
用
語
は
、
中
村
義
雄
『
王
朝
の
風
俗
と

文
学
』（
塙
選
書
22　

塙
書
房　

一
九
六
二
）
の
「
第
一
章　

生
誕

前
後
と
幼
年
期　

四　

出
産
後
の
行
事
」
に
お
い
て
、
中
村
氏
が
端

的
に
名
詞
化
さ
れ
た
語
で
あ
り
、
仮
名
の
勘
文
で
は
「
御
お
ほ
む
ほ

ぞ
の
緒
を
き
ら
る
べ
き
日
時
」
な
ど
の
よ
う
に
長
い
た
め
、
広
く
用

い
ら
れ
て
い
る
。
本
稿
も
こ
の
用
語
を
適
宜
使
用
す
る
。

（
7
）
宮
内
庁
書
陵
部
編『
皇
室
制
度
史
料　

儀
制 

誕
生
』巻
一
～
四（
吉

川
弘
文
館　

二
〇
〇
一
～
二
〇
一
一
）。

（
8
）
史
料
に
は
、
私
に
訓
点
を
付
す
。
以
下
同
様
。
な
お
、
史
料
本
文

に
つ
い
て
は
、
基
本
的
に
は
『
儀
制 

誕
生
』
に
拠
っ
た
。『
儀
制 

誕
生
』
の
本
文
は
、
部
類
記
の
様
式
で
あ
る
た
め
に
中
略
、
抜
粋
等

が
な
さ
れ
る
も
の
の
、
編
集
時
点
の
最
善
本
に
あ
た
ら
れ
て
翻
字
さ

れ
、
最
新
の
知
見
を
反
映
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。『
儀
制 

誕
生
』

が
〔　

〕
内
に
示
さ
れ
る
、
置
き
換
え
る
べ
き
文
字
も
重
要
な
情
報

と
し
て
併
せ
て
引
用
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
本
稿
の
示
す
中
略
箇
所

は
、
必
ず
し
も
『
儀
制 

誕
生
』
と
一
致
し
な
い
。

（
9
）『
儀
制 

誕
生　

二
』（
吉
川
弘
文
館　

二
〇
〇
五
）
二
三
二
頁
。

（
10
）
他
の
古
記
録
等
を
適
宜
参
照
し
、
情
報
を
（　

）
に
補
う
。
以
下

の
私
訳
も
同
様
で
あ
り
、
そ
の
意
味
で
解
釈
を
一
部
含
む
。

（
11
）『
儀
制 

誕
生　

二
』（
同
注
9
）
二
二
八
頁
。

（
12
）『
儀
制 

誕
生　

二
』（
同
注
9
）
二
五
四
頁
。

（
13
）『
儀
制 

誕
生　

二
』（
同
注
9
）
二
三
〇
、
二
三
一
頁
。

（
14
）
坎
日
が
凶
日
で
あ
る
こ
と
は
常
識
に
属
す
る
こ
と
で
は
あ
る
が
、

御
産
に
「
吉
」
を
求
め
る
意
識
の
存
在
を
重
視
す
る
観
点
か
ら
補
足

し
て
お
く
。
一
条
兼
良
撰
の
『
江
家
次
第
抄　

第
一
─
七
』（
早
稲

田
大
学
蔵
書　

平
田
職
永
写　

請
求
記
号
：
イ04_02478_0036

の

画
像
公
開
で
あ
る
、https://w

w
w

.w
ul.w

aseda.ac.jp/kotenseki/
htm

l/i04/i04_02478_0036/index.htm
l

７
コ
マ
目
）「
第
一　

正

月
甲　

四
方
拝
」
の
「
代
初
忌
二ム

欠
日
一ヲ

」
の
項
に
、「
凡
ソ

不
レ

可
レカ
ラ
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挙
二グ
ル

百
事
一ヲ
、
令
二ム

人
ヲ
シ
テ

貧
窮
一セ

、
大
凶
也
、」（
写
本
を
翻
字
し
、

私
に
訓
点
を
付
し
た
）
と
の
註
が
あ
る
。

（
15
）
こ
う
し
た
先
例
に
対
す
る
「
不
快
」
と
の
評
が
「
不
吉
」
と
非
常

に
近
い
語
義
を
持
つ
こ
と
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
後
白
河
院
の
皇
統

意
識

─
康
和
例
を
先
例
と
し
た
安
徳
誕
生
四
日
目
の
御
幸
」（
中

村
文
編
『
歌
人
源
頼
政
と
そ
の
周
辺
』
青
簡
舎　

二
〇
一
九
）
に
論

じ
た
。

（
16
）『
儀
制 

誕
生　

二
』（
同
注
9
）
二
三
七
頁
。

（
17
）『
儀
制 

誕
生　

二
』（
同
注
9
）
二
四
〇
～
二
四
一
頁
。

（
18
）「
后
宮
御
産
当
日
次
第
」
は
男
皇
子
誕
生
の
み
を
前
提
と
し
て
い

た
こ
と
が
露
呈
す
る
。

（
19
）
本
稿
は
、
中
世
文
学
会
二
〇
二
一
年
度
春
季
大
会
に
お
け
る
研
究

発
表
「
臍
の
緒
を
自
ら
切
る
女
院
た
ち
─
待
賢
門
院
璋
子
の
吉
例
と

院
政
─
」
の
後
半
を
基
に
論
文
化
し
た
も
の
で
あ
り
、【
表
Ａ
】
は
、

そ
の
発
表
資
料
の
表
に
情
報
を
付
け
加
え
た
も
の
と
な
る
。
な
お
、

同
じ
研
究
発
表
の
前
半
を
論
文
化
し
た
拙
稿
「
臍
の
緒
を
切
る
父
─

古
本
『
夜
の
寝
覚
』
再
読
─
」（『
中
世
文
学
』（
中
世
文
学
会
）
六

六　

二
〇
二
二
・
六
）
掲
載
の
表
は
、
臍
の
緒
切
り
担
当
者
に
の
み

情
報
を
絞
っ
て
い
る
が
、
一
部
の
デ
ー
タ
が
重
な
る
。

（
20
）
た
だ
し
、
康
和
例
に
則
っ
た
と
の
記
録
は
伝
わ
ら
な
い
。
誕
生
す

る
子
の
父
鳥
羽
が
誕
生
し
た
と
い
う
、
本
来
で
あ
れ
ば
則
る
に
最
適

の
事
例
で
あ
り
な
が
ら
、
康
和
例
に
積
極
的
に
則
ら
な
い
理
由
は
、

お
そ
ら
く
、
康
和
例
が
、
産
後
間
も
な
く
生
母
の
死
去
し
た
不
吉
例

だ
っ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
そ
う
し
た
場
合
、
不
吉
な
康
和
例
に
准
じ

た
こ
と
は
表
向
き
に
は
伏
せ
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
康
和
例
へ
の
認

識
、
ま
た
、
不
吉
な
先
例
に
則
る
か
ど
う
か
の
対
処
に
つ
い
て
は
、

拙
稿
「
後
白
河
院
の
皇
統
意
識
」（
前
掲
注
15
）
に
論
じ
て
い
る
。

（
21
）
御
産
に
つ
い
て
の
記
録
を
通
覧
す
る
と
、
先
例
の
探
索
に
際
し
、

産
婦
の
立
場
は
必
ず
重
視
さ
れ
て
い
る
。

（
22
）『
兵
範
記
』
本
文
は
『
史
料
大
成
』
に
拠
る
。

（
23
）『
兵
範
記
』
に
伝
聞
形
式
で
記
さ
れ
る
。

（
24
）
な
お
、
璋
子
の
実
父
は
早
く
に
亡
く
な
っ
て
い
る
。
た
だ
し
、
生

存
の
如
何
に
関
わ
ら
ず
、
儀
礼
に
お
い
て
養
父
が
実
父
よ
り
優
先
さ

れ
る
の
は
当
時
の
常
識
で
あ
り
、
璋
子
の
父
と
し
て
認
識
す
べ
き
は

ま
ず
白
河
院
で
あ
る
。

（
25
）
た
だ
し
、
後
深
草
の
生
ま
れ
た
際
に
は
女
院
で
な
く
中
宮
。

（
26
）
後
深
草
の
孫
に
あ
た
る
。

（
27
）
後
深
草
の
誕
生
を
ご
く
簡
潔
に
記
述
す
る
『
百
錬
抄
』
が
臍
の
緒

切
り
担
当
者
を
伝
え
な
い
の
は
勿
論
、比
較
的
詳
し
い
『
増
鏡
』（
巻

五　

内
野
の
雪
）
に
も
臍
の
緒
切
り
に
つ
い
て
は
描
写
さ
れ
な
い
。

（
28
）「
但
し
実
は
」
と
記
さ
れ
る
通
り
、
実
質
的
な
臍
の
緒
切
り
に
お

い
て
主
た
る
役
割
を
果
た
し
た
の
は
二
品
で
あ
っ
て
、
大
宮
院
は
型

ど
お
り
に
、
そ
の
二
品
に
御
手
を
預
け
て
、
臍
の
緒
を
切
っ
た
主
体

が
大
宮
院
で
あ
る
と
い
う
体
裁
を
整
え
た
よ
う
で
あ
る
。

（
29
）『
儀
制 

誕
生　

二
』（
同
注
9
）
二
五
一
頁
。
皇
室
制
度
調
査
室「【
資

料
紹
介
】
伏
見
宮
本
『
広
義
門
院
御
産
御
記 

後
伏
見
天
皇
宸
記
』
翻

刻
（
下
）
付
解
題
」（『
書
陵
部
紀
要
』
64　

二
〇
一
三
・
三
）
八
八
頁
。

（
30
）
亀
山
の
誕
生
し
た
際
に
は
女
院
と
し
て
の
御
産
と
な
る
。

（
31
）『
儀
制 

誕
生　

二
』（
同
注
9
）
二
四
六
頁
。

（
32
）
仮
に
女
院
で
あ
っ
て
も
結
論
は
同
じ
で
、
待
賢
門
院
と
昭
訓
門
院

の
間
に
臍
の
緒
を
切
っ
た
女
院
が
い
た
こ
と
に
な
る
。
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記述の
性質

出典
誕生

年月日
新生児

新生児
の父

新生児
の母

臍の緒 薬 乳付 活字
頁母方 父方 母方 父方 母方 父方

神話 日本書紀・巻
第二神代下 神代

児火明命
をはじめ

三子
瓊瓊杵尊 木花開耶

姫
記載あるも
主語不明

全一
143

類書 風土記逸文
（塵袋）

神代：
文永～
弘安頃
成立時
の解釈

二人の
男子 忍耆命 竹屋守ガ

女
忍耆
命ヵ 父ヵ

全
536

古記録 李部王記青縹
紙（「産」）

延長四
926 村上 醍醐 中宮藤原

穏子 ― 春宮大夫室
（春宮は同母兄） 産16

古記録 九条殿記
（「産」）

天暦四
950 冷泉 村上 女御藤原

安子 ― 叔母 産21

作り物
語

うつほ物語・
あて宮 ― 第一皇子 春宮 あて宮 大宮 祖母 伯母 全二

153

作り物
語

うつほ物語・
蔵開上 ― いぬ宮 藤原仲忠 朱雀帝　

女一の宮

尚侍
のお
とど

祖母 父
大叔
母

全二
338

古記録 権記
寛弘四
1007　
1120

行成女 藤原行成 行成継室
源泰清女 父 ― 纂三

182

日記文
学／歴
史物語

切臍緒担当者
は紫式部日

記・栄花物語
のみ記載

寛弘五
1008　
0911

後一条 一条 中宮藤原
彰子

殿の
上

（倫
子）

祖母 叔母 乳母

全
137･
全一
403

古記録 権記
寛弘五
1008　
0925

行成子息 藤原行成 行成継室 父 ― 纂三
182

古記録 御堂関白記
寛弘六
1009　
1125

後朱雀 一条 中宮藤原
彰子 祖母 （叔

母） 祖母 （叔
母）

古中
30

古記録 御堂関白記 長和二
1013　
0706

禎子 三条 中宮藤原
姸子

祖母 （叔
母） 祖母 （叔

母）
古中
233

歴史物
語 栄花物語 ― 東宮の乳母

古記録 左経記
万寿三
1026　
1209

章子 後一条 中宮藤原
威子 乳母 母 増

197

古記録
左経記

長元五
1032　
0426

女子 頭中将源
隆国 源経頼女

祖父 増
340可能性 父

古記録 平金記（「産」）
長元七
1034　
0718

後三条 東宮
（後朱雀）

東宮妃      
禎子　　
内親王

― 乳母 産上
85

物語 夜の寝「産」
（巻五） ― 若君

（第三子） 右大臣 寝覚の上

我が
御手
づか
ら

父
全
524

臍の緒を切る担当者　附：乳付
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記述の
性質

出典
誕生

年月日
新生児

新生児
の父

新生児
の母

臍の緒 薬 乳付 活字
頁母方 父方 母方 父方 母方 父方

後代の
古記録 山槐記 承暦三

1079 堀河 白河 中宮藤原
賢子 ― 曾祖

母

古記録

為房卿記
（「産」）

（後代の記録）
山槐記

康和五
1103　
0116

鳥羽 堀河 女御藤原
苡子

大納
言

（公
実）

伯父 乳母
の夫 母 産上

100

古記録
中右記、長秋
記、源礼記
（「産」）

元永二
1119　
0528

崇徳 鳥羽 中宮璋子 母后 母
曽祖
父養
女

母

増五
139･
増一
137･
産上
128

古記録
九民記（「産」）

（後代の記録）
広義……御記

大治二
1127　
0911

後白河 鳥羽院 待賢門院
璋子 母儀 母

曽祖
父養
女

母

産下
12･
皇二
251

古記録

兵範記
久寿三
1156　
0420

成経 越後少将
藤原成親

藤原親隆
女

産婦
手 母 母 増二

99

不可能
祖父
等親
族

父 増二
92

p 山槐記
治承二
1178　
1112

安徳 高倉 中宮（平）
徳子

内大
臣

（重
盛）

伯父
／養
祖父

叔母 伯母 叔母 伯母 皇二
236

軍記物
語

義経記・　　　　　　　
亀割山にて御

産の事

（文治
三

1187）
若君 源　義経 北の方 （弁

慶）
父の
家臣

全
433

古記録 三長記

建久六
1195　
0813

昇子

後鳥羽 中宮藤原
任子

北政
所

祖母 祖母 増
189

予定 三長記、后宮
御産当日次第

皇子で　
あれば 祖母

【乳
付　

女房
三
位】

【含
御乳　
祖
母】

続群
九百
九十
九
542

古記録 明月記
寛喜三
1231　
0212

四条 後堀河 中宮九条
竴子 殿下 祖父

訓五
410

（十
三
日）

後代の
古記録

広義……御記
（臍）　菊園記

（乳）

寛元元
1243 後深草 後嵯峨 中宮西園

寺姞子
（母
后） 母 母 皇二

251

古記録 菊園記（「産」）
宝治元
1247　
1009

綜子 後嵯峨院 中宮西園
寺姞子

二位
殿 祖母 母 産下

107

後代の
古記録 広義……御記

建長元
1249　
0527

亀山 後嵯峨院 大宮院西
園寺姞子

（母
后） 母 皇二

251

古記録 菊園記（「産」）
弘長二
1262　
0602

貴子 後深草院
東二条院
西園寺公
子

大宮
院 伯母 祖母 伯母 祖母 産下

131
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記述の
性質

出典
誕生

年月日
新生児

新生児
の父

新生児
の母

臍の緒 薬 乳付 活字
頁母方 父方 母方 父方 母方 父方

日記文
学 とはずがたり 文永十

一1274 女子 雪の曙 後深草院
二条

（雪
の
曙）

父
全
259

古記録 昭訓門院御産
愚記

乾元二
1303　
0509

恒明 亀山院 昭訓門院
藤原瑛子

女院
（一
品扶
持）

母 母 纂三
120

古記録

広義門院御産
愚記（公衡公

記）・広義
……御記

延慶四
1311　
0223

珣子 後伏見院 広義門院
藤原寧子

女院
（実
ハ二
品）

母

纂三
225･
皇二
251

物語 改作本『海人
の刈藻』

原作平
安末～
鎌倉初、
改作14
世紀中

頃

若君 新中納言 藤壺女御 殿の
上

伯母
／養
祖父
の妻

中世
王朝
物語
全集
136

一の宮 帝 藤壺中宮 大将
の上 伯母 同書

172

古記録

後愚昧記

永和三
（天授

三）
1377　
0626

後小松 後円融 上臈局　
藤原厳子

勾当
内侍

勾当
内侍

古二
241

予定

三品
〈主
上御
母
儀〉

【祖
母】

同上

古記録 御産所日記 永享六　
0209 足利義勝 将軍義教 日野重子 御所

様 父

群　
四百
二十
303

古記録 御産所日記
天文五
1536　
0310

足利義輝 将軍義晴 近衛尚通
女

御所
様 父

同書
318

イタリック体　　　：子の母方祖父が東宮 ､天皇 ､上皇である例
ゴシック体　　　　：父方が担当（しようと）している例
網掛け　　　　　　：父が天皇、上皇、春宮でない例
　　　　　　　　　：�
　　　　×　　　　：出産の運営を主体的には行えない人物

【隅付き括弧】　　　：予定されていたが担当しなかった人物
出典　　　　　　　：「広義……御記」は『広義門院御産御記（後伏見天皇宸記）』、「産」は『御産部類記』　
活字頁　　　　　　：�「全」は新編日本古典文学全集、「纂」は史料纂集古記録編、「古」は大日本古記録、「増」は増補史

料大成、「産」は図書寮叢刊『御産部類記』、「皇」は宮内庁『皇室制度史料 儀制 誕生』、「訓」は『訓
注明月記』、「群」は群書類従、巻数は漢数字か上中下、頁数算用数字

表の作成に、大日本史料総合ＤＢ（史料編纂所）、摂関期古記録ＤＢ（日文研）も活用した。

父方母方を括る太枠 同一人物
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一　

は
じ
め
に

　

大
正
新
教
育
と
は
、
大
正
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
を
皮
切
り
に
海
外
の
教

育
方
法
が
日
本
に
流
入
し
て
い
く
中
で
、
子
ど
も
の
関
心
や
感
動
を

中
心
に
よ
り
自
由
な
教
育
体
験
・
教
育
実
践
を
試
み
た
教
育
運
動
の

一
つ
で
あ
る
。
現
代
で
は
こ
の
大
正
新
教
育
と
「
主
体
的
で
対
話
的

で
深
い
学
び
」
と
言
い
表
さ
れ
て
い
る
「
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン

グ
（
（
（

」
と
の
関
連
に
つ
い
て
、
小
野
健
司
（
（
（

や
小
針
誠
（
（
（

、
佐
藤
眞
弓
、
新

井
英
靖
（
（
（

、
竹
内
久
顕
（
（
（

な
ど
の
大
正
新
教
育
研
究
を
進
め
る
研
究
者
が

言
及
し
て
い
る
。

　

小
針
誠
は
一
学
級
が
当
時
最
大
八
十
名
い
た
明
治
期
の
教
育
方
法

で
は
、
学
力
差
や
理
解
度
な
ど
の
点
に
お
い
て
問
題
が
生
じ
て
い
た

こ
と
か
ら
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
教
育
法
で
あ
っ
た
「
問
答
法
」
を
導
入

し
、
子
ど
も
の
主
体
性
や
探
求
心
を
開
発
さ
せ
る
「
開
発
主
義
」
へ

の
転
換
を
は
か
っ
た
。
し
か
し
、「
問
答
法
」
は
、
形
式
的
な
質
問

を
お
こ
な
う
授
業
展
開
と
な
り
再
び
知
識
の
注
入
を
お
こ
な
う
系
統

主
義
や
注
入
主
義
が
持
ち
上
が
る
な
ど
、
明
治
期
の
教
育
に
は
、
現

代
の
教
育
に
も
通
ず
る
課
題
が
あ
り
、「
教
育
改
造
」
が
求
め
ら
れ

た
と
述
べ
て
い
る
（
六
六
─
七
三
頁
（
（
（

）。

　

そ
の
よ
う
な
中
で
、
マ
リ
ア
・
モ
ン
テ
ッ
ソ
ー
リ
の
モ
ン
テ
ッ

ソ
ー
リ
教
育
（
（
（

や
、
ヘ
レ
ン
・
パ
ー
カ
ー
ス
ト
の
ド
ル
ト
ン
・
プ
ラ
ン
（
（
（

の
よ
う
な
欧
米
の
新
教
育
思
想
や
新
教
育
実
践
が
国
内
に
も
た
ら
さ

れ
、
当
時
の
教
育
の
中
心
的
役
割
を
担
っ
て
い
た
師
範
学
校
附
属
小

学
校
や
個
々
の
学
校
で
独
自
の
教
育
理
念
を
掲
げ
た
私
立
小
学
校
を

中
心
に
広
ま
っ
た
。

　

し
か
し
、
近
年
の
研
究
で
は
私
立
小
学
校
や
師
範
学
校
附
属
小
学

校
だ
け
で
な
く
、
公
立
小
学
校
に
お
い
て
も
新
教
育
思
想
は
広
ま
り
、

実
践
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
橋
本
美
保
（
（
（

や
鈴
木
そ
よ
こ
（
（1
（

の
研
究
か
ら
指

摘
さ
れ
て
い
る
。

　

以
上
の
こ
と
か
ら
、
現
代
の
教
育
に
お
い
て
も
当
時
の
教
育
に
お

い
て
も
圧
倒
的
な
割
合
を
占
め
る
公
立
小
学
校
に
お
け
る
新
教
育
実

践
及
び
、
新
教
育
の
流
入
の
在
り
方
な
ど
を
研
究
す
る
こ
と
は
、
公

立
小
学
校
に
お
け
る
新
教
育
に
つ
い
て
新
た
な
検
討
の
題
材
を
提
供

す
る
こ
と
に
な
り
、
現
代
の
教
育
を
考
え
る
う
え
で
の
材
料
と
な
る

だ
ろ
う
。
ま
た
、
中
野
光
（
（1
（

や
井
野
川
潔
、
河
合
章
（
（1
（

な
ど
が
述
べ
て
い

瀬
川
頼
太
郎
と
大
正
新
教
育

足　

名　

笙　

花
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る
第
二
次
世
界
大
戦
の
直
前
期
、
戦
中
期
の
教
育
は
と
か
く
軍
国
主

義
下
の
教
育
、
翼
賛
政
治
下
の
教
育
と
し
て
語
ら
れ
が
ち
で
あ
り
、

当
該
時
期
に
お
け
る
「
自
由
主
義
教
育
」、「
新
教
育
」
に
つ
い
て
の

検
討
が
あ
ま
り
な
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
本
研
究
に
よ
り
、
当
該
時

期
の
教
育
に
つ
い
て
新
た
な
議
論
の
材
料
を
示
し
た
い
。

　

本
稿
に
て
瀬
川
頼
太
郎
を
中
心
に
取
り
扱
う
理
由
と
し
て
は
、
大

正
新
教
育
運
動
の
初
期
、
い
わ
ゆ
る
「
八
大
教
育
主
張
」
の
時
期
や

そ
れ
以
前
か
ら
教
育
言
論
界
で
活
発
な
活
動
が
あ
り
、
運
動
の
衰
退

後
で
あ
る
昭
和
初
期
か
ら
戦
中
期
に
お
い
て
も
教
育
運
動
を
継
続
し

て
い
た
数
少
な
い
人
物
で
あ
る
こ
と
。
そ
し
て
瀬
川
の
教
育
思
想
の

変
遷
が
、
新
教
育
そ
の
も
の
の
変
遷
、
変
質
を
考
え
る
手
が
か
り
と

な
る
と
考
え
る
た
め
で
あ
る
。
瀬
川
は
は
じ
め
て
の
著
作
で
あ
る
、

一
九
〇
八
（
明
治
四
一
）
年
の
『
小
学
ス
ケ
ッ
チ 
乙
女
会
話
（
（1
（

』
か

ら
、
最
後
の
著
作
で
あ
る
、
一
九
四
二
（
昭
和
一
七
）
年
の
『
教
育

新
辞
典
（
（1
（

』
ま
で
三
十
年
以
上
に
わ
た
り
一
貫
し
て
執
筆
を
続
け
て
お

り
、
公
立
小
学
校
に
も
実
際
に
訪
れ
、
自
説
に
関
す
る
研
究
発
表
を

盛
ん
に
お
こ
な
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た
長
期
間
に
及
ぶ
活
動
は
他
の

教
育
活
動
家
に
は
見
ら
れ
な
い
た
め
、
瀬
川
の
活
動
を
ま
と
め
る
こ

と
で
大
正
新
教
育
や
そ
の
前
後
の
教
育
運
動
を
巨
視
的
に
捉
え
る
こ

と
が
可
能
と
な
る
と
考
え
て
い
る
。

　

な
お
同
じ
く
長
期
間
に
渡
っ
て
活
躍
し
た
大
正
新
教
育
の
関
係
者

に
「
八
大
教
育
主
張
」
の
一
人
で
あ
る
小
原
國
芳
（
（1
（

が
い
る
が
、
小
原

の
場
合
は
新
教
育
に
関
わ
っ
て
は
い
る
も
の
の
、
成
城
学
園
や
玉
川

学
園
な
ど
、
い
わ
ゆ
る
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
ジ
ー
的
な
教
育
に
シ
フ
ト
し
て

い
っ
た
た
め
、
よ
り
広
い
範
囲
の
子
ど
も
達
を
教
育
対
象
と
し
た
瀬

川
の
方
が
新
教
育
の
研
究
対
象
と
し
て
妥
当
で
あ
る
と
考
え
た
。

二　

瀬
川
頼
太
郎
に
つ
い
て

　

瀬
川
頼
太
郎
は
、
一
九
二
一
（
大
正
十
）
年
に
日
本
学
術
協
会
主

催
の
講
演
会
八
大
教
育
主
張
（
（1
（

の
一
つ
「
自
動
教
育
論
」
を
提
唱
し
た

河
野
清
丸
（
（1
（

と
と
も
に
一
九
一
九
（
大
正
八
）
年
に
教
育
雑
誌
『
教
育

論
叢
（
（1
（

』
を
創
刊
し
、
一
九
四
一
年
に
廃
刊
に
な
る
ま
で
一
貫
し
て
教

員
に
よ
る
事
例
研
究
を
掲
載
し
続
け
た
人
物
で
あ
る
。

　

瀬
川
の
生
い
立
ち
や
経
歴
な
ど
は
不
明
な
点
も
多
く
、
こ
れ
ま
で

は
庄
司
洋
子
解
説
の
瀬
川
頼
太
郎
編
『
復
刻
版　

教
育
資
料　

子
供

の
聲
（
（1
（

』
に
よ
っ
て
、
瀬
川
頼
太
郎
は
愛
媛
県
出
身
で
あ
る
こ
と
、
准

教
員
か
ら
検
定
合
格
を
経
て
正
教
員
と
な
っ
て
い
る
こ
と
、
愛
媛
及

び
東
京
に
て
長
期
に
わ
た
り
教
員
と
し
て
活
動
し
て
い
た
こ
と
の
三

点
し
か
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
ま
た
『
教
育
論
叢
』
に
関

す
る
複
数
の
研
究
が
あ
る
吉
村
敏
之
も
論
文
内
で
、
庄
司
洋
子
に
よ

る
経
歴
を
引
用
し
つ
つ
、「
瀬
川
頼
太
郎
の
経
歴
に
つ
い
て
、
詳
細

は
不
明
で
あ
る
」（
二
二
六
頁
）
と
し
て
い
る
（
（2
（

。
お
そ
ら
く
庄
司
に

よ
る
記
載
は
、
水
木
岳
竜
が
一
九
二
六
（
大
正
一
五
）
年
に
著
し
た

『
明
治
大
正
脱
線
教
育
者
の
ゆ
く
え
』
の
「
雑
誌
界
の
寵
児　

瀬
川
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頼
太
郎
君
」
の
項
に
あ
る
、「
愛
媛
県
に
生
れ
た
人
で
あ
る
」、「
準

教
員
か
ら
正
教
員
ま
で
検
定
で
パ
ス
し
た
人
」（
二
九
三
頁
）
と
い

う
記
述
が
も
と
に
な
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
（
（2
（

。
ま
た
水
木
は
同
書
中

で
瀬
川
に
直
接
会
っ
て
取
材
し
た
こ
と
を
述
べ
て
い
る
（
二
九
四

頁
）。
一
九
三
八
（
昭
和
一
三
）
年
の
愛
媛
県
の
教
育
雑
誌
、『
愛
媛

教
育
』
の
編
集
後
記
に
も
「
瀬
川
頼
太
郎
氏
は
本
県
越
智
郡
桜
井
村

の
ご
出
身
」
と
記
さ
れ
て
い
る
（
（2
（

。
こ
れ
ら
二
つ
の
資
料
か
ら
、
瀬
川

の
出
身
が
愛
媛
県
で
あ
る
と
断
定
で
き
る
。

　

次
に
瀬
川
の
生
没
年
で
あ
る
が
、
現
状
で
は
生
没
の
ど
ち
ら
も
断

定
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
し
か
し
共
に
『
教
育
論
叢
』
を
創
刊
し

た
、
愛
媛
県
周
桑
郡
周
布
村
（
現
在
の
西
条
市
（
（2
（

）
出
身
の
河
野
清
丸

と
は
、
愛
媛
時
代
か
ら
深
い
親
交
が
あ
る
と
さ
れ
て
お
り
、
河
野
は

一
九
一
二
（
大
正
一
五
）
年
に
出
版
さ
れ
た
初
の
著
書
で
あ
る
『
個

性
研
究
児
童
と
其
の
境
遇
（
（2
（

』
に
お
い
て
瀬
川
を
「
友
人
」
と
述
べ
て

い
る
。
同
書
は
瀬
川
が
担
任
を
し
て
い
た
学
級
で
起
こ
っ
た
出
来
事

な
ど
を
書
き
留
め
た
「
修
養
日
記
」
を
基
に
、
子
ど
も
達
の
行
動
に

対
し
て
河
野
が
解
説
を
加
え
る
と
い
う
形
式
を
と
っ
て
い
る
。

　

ま
た
木
戸
若
雄
に
よ
れ
ば
、「
瀬
川
頼
太
郎
は
河
野
と
同
時
に
愛

媛
師
範
に
入
学
し
た
が
、
仮
入
学
中
に
退
学
に
な
っ
た
と
い
う
」

（
三
八
頁
（
（2
（

）
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
瀬
川
と
同
時
代
に

新
教
育
を
主
導
し
た
一
人
で
あ
る
小
原
國
芳
も
瀬
川
に
つ
い
て
、

「
彼
（
河
野
）
と
同
年
に
師
範
に
は
い
り
な
が
ら
間
も
な
く
退
校
し
」

（
三
〇
七
頁
（
（2
（

）
と
述
べ
て
お
り
、
こ
ち
ら
も
正
確
な
情
報
で
あ
る
と

考
え
ら
れ
る
。
こ
う
し
た
瀬
川
と
同
時
期
に
活
動
し
て
い
た
人
物
に

よ
る
記
載
は
信
頼
の
お
け
る
も
の
だ
が
、
中
で
も
最
も
信
憑
性
の
高

い
も
の
と
し
て
、
実
際
に
瀬
川
、
河
野
と
の
深
い
交
友
の
あ
っ
た
篠

原
助
市
に
よ
る
記
述
が
あ
る
。

　

篠
原
は
愛
媛
県
に
生
ま
れ
、
河
野
、
瀬
川
の
入
学
か
ら
二
年
後
の

一
八
九
三
（
明
治
二
六
）
年
に
愛
媛
県
尋
常
師
範
学
校
に
入
学
、
卒

業
後
、
愛
媛
県
の
小
学
校
で
訓
導
を
務
め
た
後
、
上
京
し
、
東
京
高

等
師
範
学
校
を
経
て
、
京
都
帝
国
大
学
を
卒
業
。
そ
の
後
、
東
北
帝

国
大
学
教
授
、
東
京
文
理
科
大
学
教
授
な
ど
を
務
め
た
人
物
で
あ
る
（
（2
（

。

篠
原
に
よ
れ
ば
、
愛
媛
県
の
小
学
校
で
訓
導
を
し
て
い
た
一
八
九
九

（
明
治
二
）
年
頃
に
、「
東
京
の
育
成
会
で
出
版
し
た
教
育
学
や
心
理

学
を
三
人
で
輪
講
し
、
四
里
ば
か
り
隔
っ
た
河
野
と
私
が
瀬
川
の
宅

を
訪
ね
、
風
光
に
恵
ま
れ
た
砂
浜
を
散
策
し
な
が
ら
気
焔
を
挙
げ
」

（
四
二
頁
（
（2
（

）
て
い
た
と
い
う
。

　

こ
れ
ら
の
情
報
を
総
合
す
れ
ば
、
瀬
川
は
河
野
と
同
じ
一
八
七
三

（
明
治
六
）
年
か
、
そ
の
前
後
の
生
ま
れ
で
あ
る
と
推
察
さ
れ
る
。

没
年
に
関
し
て
は
生
年
よ
り
さ
ら
に
情
報
が
な
い
た
め
、
推
測
の
域

を
出
な
い
が
、
河
野
が
一
九
四
二
（
昭
和
一
七
）
年
に
六
十
九
歳
で

没
し
た
（
（2
（

年
に
も
、
瀬
川
は
『
教
育
新
辞
典
（
（3
（

』
を
出
版
し
、
一
九
四
三

（
昭
和
一
八
）
年
に
も
雑
誌
へ
の
投
稿
が
あ
る
（
（3
（

な
ど
、
言
論
活
動
を

盛
ん
に
お
こ
な
っ
て
い
た
。
し
か
し
戦
後
の
瀬
川
の
活
動
記
録
は
一
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切
残
っ
て
お
ら
ず
、
没
し
た
こ
と
が
新
聞
紙
面
な
ど
に
も
あ
が
っ
て

い
な
い
た
め
、
終
戦
間
際
か
戦
後
の
混
乱
期
に
没
し
て
い
る
の
か
も

し
れ
な
い
が
推
測
の
域
を
出
な
い
。
し
か
し
、
少
な
く
と
も
七
十
歳

以
上
で
没
し
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
だ
ろ
う
。

　

次
に
瀬
川
の
著
作
と
し
て
、
三
十
代
の
頃
に
、
一
九
〇
八
（
明
治

四
一
）
年
出
版
の
『
小
学
ス
ケ
ッ
チ
：
乙
女
会
話
（
（3
（

』、
一
九
〇
九

（
明
治
四
二
）
年
に
『
子
供
の
聲
：
教
育
資
料
（
（3
（

』
が
出
版
さ
れ
て
お

り
、
一
九
〇
〇
年
代
初
頭
に
は
既
に
教
育
界
で
の
活
躍
が
見
ら
れ
る
。

　

こ
の
頃
の
瀬
川
の
足
取
り
は
、
一
九
〇
六
（
明
治
三
九
）
年
の

『
教
育
界
』
誌
上
の
広
告
欄
で
「
神
田
女
子
小
川
小
学
校
訓
導　

瀬

川
頼
太
郎
（
（3
（

」
と
い
う
名
前
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
一
九
〇
七

（
明
治
四
十
）
年
の
中
央
新
聞
社
発
行
の
『
ホ
ー
ム
』
と
い
う
雑
誌

に
掲
載
さ
れ
た
「
小
川
女
子
小
学
校
」
の
紹
介
記
事
の
教
員
一
覧

（
六
頁
）
に
も
同
様
に
瀬
川
の
名
前
が
あ
る
（
（3
（

。
な
お
、『
ホ
ー
ム
』
の

掲
載
に
よ
る
と
、
小
川
女
子
小
学
校
の
当
時
の
校
長
は
松
田
茂
な
る

人
物
で
あ
る
が
、
こ
の
松
田
茂
は
瀬
川
の
『
小
学
ス
ケ
ッ
チ
：
乙
女

会
話
』
の
文
中
に
批
評
文
を
書
い
て
い
る
（
巻
末
一
〇
─
二
一
頁
）。

同
書
出
版
の
一
九
〇
八
（
明
治
四
一
）
年
当
時
、
松
田
は
瀬
川
が
勤

務
す
る
小
川
女
子
小
学
校
の
校
長
で
あ
り
、
そ
の
縁
で
瀬
川
の
著
書

に
文
を
寄
せ
た
の
で
あ
ろ
う
。
ま
た
同
書
に
登
場
す
る
女
子
児
童
も

小
川
女
子
小
学
校
の
生
徒
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

瀬
川
は
二
冊
の
書
籍
を
出
版
す
る
以
前
に
す
で
に
愛
媛
を
離
れ
、

東
京
に
移
り
住
ん
で
い
た
よ
う
で
あ
る
。
な
お
愛
媛
県
で
の
瀬
川
の

活
動
は
、
こ
れ
ま
で
は
一
切
分
か
っ
て
い
な
か
っ
た
が
、
筆
者
が
二

〇
二
二
年
九
月
に
お
こ
な
っ
た
実
地
調
査
に
て
、
愛
媛
県
越
智
郡
波

方
小
学
校
（
現
・
今
治
市
立
波
方
小
学
校
）
の
『
波
方
小
学
校
百
年

誌
（
（3
（

』
に
、
瀬
川
が
一
九
〇
一
（
明
治
三
四
）
年
か
ら
一
年
だ
け
訓
導

と
し
て
在
籍
し
て
い
た
こ
と
を
発
見
で
き
た
（
一
三
九
頁
）。
河
野

が
東
京
帝
国
大
学
入
学
の
た
め
に
愛
媛
県
の
学
校
を
辞
職
し
上
京
し

た
の
が
一
九
〇
六
（
明
治
三
九
）
年
の
こ
と
（
（3
（

で
あ
り
、
そ
の
頃
に
は

瀬
川
は
小
川
小
学
校
の
訓
導
と
し
て
働
き
、
教
育
雑
誌
へ
の
投
稿
を

お
こ
な
っ
て
い
た
こ
と
を
考
え
る
と
、
瀬
川
は
河
野
よ
り
早
い
時
期

に
東
京
に
移
り
住
ん
だ
可
能
性
が
高
い
。
し
か
し
、
一
九
〇
二
（
明

治
三
五
）
年
に
波
方
小
学
校
を
辞
し
て
か
ら
、
一
九
〇
六
（
明
治
三

九
）
年
に
雑
誌
に
登
場
す
る
ま
で
の
瀬
川
の
足
取
り
は
不
明
で
あ
る
。

　

そ
の
後
は
、
小
川
小
学
校
の
訓
導
を
経
て
、『
東
京
府
学
事
関
係

職
員
録
（
大
正
四
年
十
一
月
現
在
（
（3
（

）』
及
び
、『
小
学
校
』（
第
一
五

巻
第
十
号
八
月
（
（3
（

）
の
記
述
か
ら
、
一
九
一
二
（
大
正
元
）
年
に
東
京

市
本
郷
区
の
「
元
町
尋
常
小
学
校
」
の
訓
導
と
な
っ
て
い
た
こ
と
を

確
認
で
き
た
。
ま
た
一
九
二
六
（
大
正
一
五
）
年
出
版
の
『
日
本
教

育
家
録
（
（4
（

』
に
お
い
て
、「
愛
媛
県
」
出
身
の
「
教
育
論
叢
記
者
」（
六

頁
）
で
あ
る
瀬
川
が
「
東
京
市
小
石
川
区
竹
早
三
七
」（
六
頁
）
に

住
ん
で
い
た
こ
と
も
同
様
に
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

筆
者
は
二
〇
二
二
（
令
和
四
）
年
八
月
五
日
に
、
文
京
区
立
本
郷
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小
学
校
（
旧
・
元
町
小
学
校
）
に
訪
問
し
、
資
料
室
に
あ
る
資
料
を

閲
覧
す
る
機
会
を
得
て
、
前
述
の
記
載
に
つ
い
て
の
情
報
の
確
認
を

お
こ
な
う
と
と
も
に
、
新
た
な
情
報
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
。
ま
ず
、

一
九
九
八
（
平
成
十
）
年
に
発
行
さ
れ
た
元
町
小
学
校
の
閉
校
記
念

誌
『
な
で
し
こ
（
（4
（

』
内
に
、
本
郷
区
元
町
尋
常
小
学
校
に
お
い
て
、
一

九
一
二
（
明
治
四
十
五
）
年
六
月
一
日
か
ら
一
九
一
七
（
大
正
六
）

年
三
月
ま
で
の
約
五
年
間
に
わ
た
り
瀬
川
が
訓
導
と
し
て
勤
め
て
い

た
こ
と
、
そ
し
て
、
本
郷
小
の
資
料
室
に
保
管
さ
れ
て
い
る
大
正
三

年
三
月
の
『
卒
業
記
念
帖　

東
京
市
本
郷
区
元
町
尋
常
小
学
校
』

（
資
料
編　

参
照
）
の
中
に
、
今
ま
で
明
ら
か
に
な
っ
て
い
な
か
っ

た
瀬
川
の
写
真
を
発
見
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

な
お
本
郷
小
学
校
の
資
料
室
は
廃
校
と
な
っ
た
旧
元
町
小
学
校
内

に
二
〇
二
四
（
令
和
六
）
年
頃
に
完
成
予
定
の
資
料
室
に
移
転
予
定

で
あ
り
、
現
在
公
開
さ
れ
て
い
る
資
料
以
外
に
も
、
保
管
さ
れ
て
い

る
と
の
こ
と
だ
っ
た
た
め
、
資
料
室
が
完
成
後
、
再
度
調
査
を
お
こ

な
う
こ
と
と
す
る
。

三　

大
正
期
の
教
育
雑
誌
と
『
教
育
論
叢
』

　

新
教
育
思
想
が
海
外
か
ら
流
入
し
た
明
治
後
期
、
日
本
国
内
で
は

数
多
く
の
教
育
雑
誌
が
創
刊
さ
れ
た
。『
大
日
本
教
育
雑
誌
』
や

『
帝
国
教
育
』『
教
育
広
報
』、『
大
日
本
教
育
』
な
ど
が
一
八
八
三

（
明
治
十
六
）
年
頃
か
ら
刊
行
さ
れ
、
徐
々
に
新
教
育
思
想
に
つ
い

て
も
言
及
す
る
こ
と
が
増
え
た
。
明
治
後
期
～
昭
和
初
期
に
は
二
〇

冊
以
上
も
の
教
育
雑
誌
が
誕
生
し
、「
こ
れ
ら
の
雑
誌
は
中
央
の
教

育
雑
誌
と
し
て
、
全
国
規
模
で
影
響
を
及
ぼ
し
」（
一
〇
七
頁
（
（4
（

）
た
。

そ
し
て
多
く
の
雑
誌
で
「
児
童
中
心
主
義
」「
経
験
主
義
」
と
い
っ

た
新
教
育
思
想
を
代
表
す
る
教
育
論
、
教
育
実
践
が
掲
載
さ
れ
る
よ

う
に
な
り
、
国
内
外
の
新
教
育
思
想
・
実
践
が
教
育
雑
誌
を
通
じ
て

日
本
各
地
に
広
ま
っ
た
（
（4
（

。

　

こ
の
流
れ
を
受
け
、
学
校
現
場
に
お
い
て
も
次
々
と
教
育
雑
誌
が

刊
行
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、「
奈
良
女
子
高
等
師
範
学
校
附
属
小
学

校
の
『
学
習
研
究
』
や
成
城
小
学
校
の
『
教
育
問
題
研
究
』
な
ど
、

新
た
な
実
践
と
研
究
の
方
向
を
示
す
教
育
雑
誌
が
刊
行
さ
れ
た
」

（
二
一
七
頁
（
（4
（

）。
そ
こ
に
は
、
瀬
川
の
よ
う
な
教
育
雑
誌
の
記
者
だ
け

で
な
く
、
実
務
を
担
う
教
員
や
政
治
家
、
研
究
者
な
ど
あ
ら
ゆ
る
人

が
寄
稿
し
た
。

　

そ
し
て
同
時
期
に
共
に
愛
媛
県
出
身
の
河
野
清
丸
と
瀬
川
頼
太
郎

に
よ
っ
て
『
教
育
論
叢
』
は
創
刊
さ
れ
た
。
河
野
は
愛
媛
県
周
桑
郡

周
布
村
（
現
在
の
西
条
市
（
（4
（

）、
瀬
川
は
愛
媛
県
越
智
郡
桜
井
村
（
現

在
の
今
治
市
）
の
出
身
（
（4
（

で
、
愛
媛
時
代
か
ら
深
い
親
交
が
あ
る
。
な

お
、
同
時
期
に
二
人
と
親
交
が
あ
っ
た
篠
原
助
市
に
よ
れ
ば
、
書
肆

教
育
研
究
会
の
委
嘱
で
河
野
と
瀬
川
は
『
教
育
論
叢
』
の
創
刊
を
お

こ
な
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。（
二
二
五
頁
（
（4
（

）

　
『
教
育
論
叢
』
の
特
徴
に
つ
い
て
は
、『
教
育
論
叢
』
の
研
究
者
で
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あ
る
吉
村
が
言
及
し
て
い
る
。
一
つ
目
は
、
教
師
が
自
分
の
学
級
に

お
け
る
子
ど
も
の
姿
を
記
録
し
、
事
例
研
究
の
対
象
と
し
て
い
る
こ

と
。
二
つ
目
は
、
子
ど
も
の
姿
を
、
教
師
や
他
の
子
ど
も
た
ち
と
の

関
係
と
結
び
つ
け
て
、
学
級
集
団
、
相
互
教
育
へ
と
結
び
つ
け
て
概

観
す
る
こ
と
。
三
つ
目
は
、
子
ど
も
の
心
理
を
社
会
と
の
関
わ
り
の

中
で
捉
え
よ
う
と
す
る
こ
と
。
四
つ
目
は
、
個
別
の
事
例
か
ら
、
普

遍
的
な
理
論
を
発
見
し
よ
う
と
す
る
こ
と
。
五
つ
目
は
編
集
者
で
あ

る
瀬
川
頼
太
郎
の
教
育
思
想
が
、
雑
誌
の
方
向
性
や
特
徴
に
表
れ
て

い
る
こ
と
。
の
以
上
、
五
つ
で
あ
る
（
二
八
一
頁
（
（4
（

）。

　
『
教
育
論
叢
』
に
つ
い
て
は
、
全
巻
所
蔵
す
る
大
学
や
研
究
機
関
、

図
書
館
が
な
い
た
め
、
全
巻
の
内
容
を
確
認
す
る
た
め
に
は
、
教
育

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
研
究
会
の
『
教
育
関
係
雑
誌
目
次
集
成　

第
一

期
・
教
育
一
般
編　

第
二
十
巻
』
の
『
教
育
論
叢
（
（4
（

』
の
目
次
部
分
を

確
認
し
、
各
号
を
所
蔵
す
る
図
書
館
に
赴
く
し
か
な
く
、
研
究
の
難

し
さ
が
あ
る
。
教
育
論
叢
は
全
巻
で
二
六
一
冊
あ
り
、
確
認
で
き
る

だ
け
で
も
瀬
川
執
筆
の
論
稿
は
、
四
六
八
タ
イ
ト
ル
確
認
で
き
る
。

ま
た
創
刊
当
初
は
河
野
清
丸
が
雑
誌
の
巻
頭
言
を
書
く
な
ど
、
雑
誌

の
中
心
的
存
在
と
し
て
活
動
し
て
い
た
が
、
一
九
三
一
（
昭
和
六
）

年
頃
か
ら
は
河
野
に
代
わ
り
瀬
川
が
巻
頭
言
を
書
く
よ
う
に
な
る
。

紙
面
の
顔
ぶ
れ
も
河
野
が
中
心
だ
っ
た
頃
は
大
学
教
授
な
ど
の
研
究

者
が
中
心
で
あ
っ
た
が
、
瀬
川
が
中
心
的
な
役
割
を
担
う
よ
う
に
な

る
と
、
小
学
校
の
訓
導
を
中
心
と
し
た
実
践
者
が
主
な
執
筆
者
と
し

て
活
動
す
る
よ
う
に
な
り
、
雑
誌
の
潮
流
に
変
化
が
見
ら
れ
た
（
（5
（

。

四　

瀬
川
を
取
り
巻
く
教
育
思
想

　
『
教
育
論
叢
』
は
当
初
、
瀬
川
よ
り
も
河
野
清
丸
が
前
面
に
出
る

形
で
雑
誌
の
運
営
が
な
さ
れ
て
い
た
。
河
野
は
い
わ
ゆ
る
「
八
大
教

育
主
張
」
を
お
こ
な
っ
た
大
正
新
教
育
を
代
表
す
る
八
人
の
教
育
者

の
一
人
で
あ
る
（
（5
（

。
瀬
川
自
身
も
河
野
清
丸
が
提
唱
し
た
「
自
動
主
義

教
育
（
（5
（

」
に
つ
い
て
何
度
も
取
り
上
げ
て
お
り
、『
教
育
論
叢
』
創
刊

時
点
で
瀬
川
は
河
野
の
掲
げ
た
「
自
動
主
義
教
育
」
に
賛
同
し
て
い

た
と
考
え
ら
れ
る
。
た
だ
同
時
代
に
は
「
瀬
川
河
野
氏
等
の
自
動
主

義
」（
二
〇
六
頁
（
（5
（

）
と
い
う
記
述
も
散
見
さ
れ
る
よ
う
に
、
自
動
主

義
教
育
の
内
容
に
は
瀬
川
の
教
育
思
想
も
反
映
さ
れ
て
い
る
と
考
え

ら
れ
る
。
こ
の
教
育
法
は
、
も
と
も
と
日
本
女
子
大
学
校
創
立
者
で

あ
る
成
瀬
仁
蔵
（
（5
（

が
日
本
女
子
大
学
附
属
豊
明
小
学
校
に
お
い
て
教
育

方
針
と
し
た
「
自
学
自
動
主
義
（
（5
（

」
を
も
と
に
し
た
も
の
で
あ
る
。
ま

た
河
野
が
い
ち
早
く
受
容
し
た
、
マ
リ
ア
・
モ
ン
テ
ッ
ソ
ー
リ
が
考

案
し
た
、
子
ど
も
の
自
然
な
発
達
過
程
、
発
達
課
題
を
観
察
し
な
が

ら
、
そ
の
発
達
に
適
し
た
環
境
や
援
助
を
お
こ
な
う
中
で
、
子
ど
も

の
自
主
性
や
主
体
性
を
育
も
う
と
し
た
モ
ン
テ
ッ
ソ
ー
リ
教
育
の
思

想
も
取
り
入
れ
つ
つ
、
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
し
た
教
育
法
、
教
育
思

想
で
あ
る
。
瀬
川
の
論
稿
の
中
に
「
自
動
主
義
教
育
」「
自
動
」
と

い
う
言
葉
を
用
い
た
タ
イ
ト
ル
が
集
中
す
る
の
は
一
九
二
〇
（
大
正
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九
）
～
一
九
二
四
（
大
正
一
三
）
年
の
間
で
、
論
稿
の
数
も
実
に
九

本
に
及
ん
で
い
る
。

　

そ
の
後
、
河
野
が
『
教
育
論
叢
』
の
運
営
を
離
れ
た
一
九
三
一

（
昭
和
六
）
～
一
九
三
四
（
昭
和
九
）
年
に
は
、
瀬
川
は
児
童
や
生

徒
同
士
の
相
互
教
育
を
重
視
す
る
「
集
団
主
義
教
育
」
を
提
唱
し
、

「
集
団
主
義
教
育
」、「
集
団
」
と
い
っ
た
語
句
を
多
用
す
る
よ
う
に

な
る
。
そ
の
一
方
で
、
河
野
の
「
自
動
主
義
教
育
」
は
全
国
の
学
校

で
採
用
さ
れ
る
こ
と
は
な
く
、
一
時
的
に
雑
誌
の
紙
面
を
盛
り
上
げ

た
が
徐
々
に
下
火
に
な
っ
て
い
っ
た
。
一
九
三
四
年
に
馬
城
麓
と
い

う
人
物
に
よ
っ
て
著
さ
れ
た
『
教
育
者
秘
帖
（
（5
（

』
に
は
「
モ
ン
テ
ソ
ー

リ
式
教
育
の
研
究
紹
介
で
知
ら
れ
た
河
野
清
丸
君
。
今
で
は
女
子
大

学
あ
た
り
に
コ
チ
リ
と
い
う
音
も
立
て
ず
に
静
ま
り
か
え
っ
て
い

る
」（
一
七
〇
頁
）
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
河
野
は
新
教
育
の

ブ
ー
ム
の
終
息
に
あ
わ
せ
て
対
外
的
な
活
動
を
控
え
る
よ
う
に
な
り
、

豊
明
小
の
運
営
に
専
念
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
の
点
は
一
九
三
一

（
昭
和
六
）
年
に
「
集
団
主
義
教
育
」
を
提
唱
し
、
一
九
四
一
（
昭

和
一
六
）
年
の
終
刊
ま
で
『
教
育
論
叢
』
の
主
宰
、
編
集
、
論
文
の

発
表
を
続
け
、
そ
の
後
、「
大
日
本
言
論
報
国
会
」
の
会
員
と
し
て

短
い
も
の
で
は
あ
る
が
、『
言
論
報
国
（
（5
（

』
に
文
章
が
掲
載
さ
れ
て
い

る
な
ど
、
終
生
活
動
を
続
け
た
瀬
川
頼
太
郎
と
は
対
称
的
で
あ
る
。

　

瀬
川
の
教
育
思
想
に
つ
い
て
吉
村
は
、「
一
九
一
〇
年
代
か
ら
二

○
年
代
に
か
け
て
一
つ
の
潮
流
と
な
っ
た
「
新
教
育
」
で
は
、
子
ど

も
の
個
性
の
発
揮
が
重
視
さ
れ
、
個
別
学
習
に
価
値
が
置
か
れ
た
。

し
か
し
、
瀬
川
は
、
教
師
の
指
導
に
よ
っ
て
子
ど
も
の
学
習
集
団
を

組
織
し
、
生
活
の
内
容
を
充
実
さ
せ
る
教
育
を
目
指
し
た
」（
二
一

九
頁
）
と
し
、
こ
の
よ
う
な
背
景
か
ら
「
集
団
主
義
教
育
」
を
提
唱

し
て
い
る
（
（5
（

。

　

一
方
、『
斎
藤
喜
博
の
個
人
雑
誌　

八
（
（5
（

』
の
「
瀬
川
頼
太
郎
先
生

の
業
績
」（
八
五
─
八
八
頁
）
内
の
斎
藤
喜
博
と
心
理
学
者
で
あ
る

波
多
野
完
治
の
対
談
で
は
、「
東
洋
大
学
の
学
長
を
し
て
い
る
堀
秀

彦
が
、
瀬
川
さ
ん
の
助
手
み
た
い
な
形
を
し
て
、『
教
育
論
叢
』
を

こ
し
ら
え
た
ん
で
す
。
堀
秀
彦
は
、
大
正
十
五
年
に
東
大
の
哲
学
を

卒
業
し
た
ん
で
す
。
卒
業
し
た
ん
で
す
け
ど
、
あ
の
こ
ろ
は
就
職
は

ほ
と
ん
ど
な
い
ん
で
す
ワ
。
割
合
に
ド
イ
ツ
語
が
よ
く
で
き
た
も
の

で
す
か
ら
、『
マ
ル
ク
ス
主
義
教
育
学
の
建
設
』
と
か
い
う
ド
イ
ツ

語
の
翻
訳
を
し
て
、
そ
れ
が
き
っ
か
け
で
、
結
局
ど
こ
に
も
職
が
な

く
な
っ
ち
ゃ
っ
た
。
そ
れ
を
瀬
川
頼
太
郎
さ
ん
が
拾
っ
て
く
れ
て
ね
。

そ
れ
で
昭
和
九
年
ご
ろ
ま
で
は
、
だ
い
た
い
瀬
川
さ
ん
の
助
手
を
し

て
、『
教
育
論
叢
』
を
つ
く
っ
て
い
ま
し
た
。
で
す
か
ら
堀
さ
ん
の

影
響
が
、
瀬
川
さ
ん
に
、
昭
和
七
・
八
年
か
ら
あ
と
は
か
な
り
強
く

出
て
い
ま
す
ね
。
そ
れ
で
集
団
主
義
に
瀬
川
さ
ん
は
な
っ
て
い
っ

た
」（
八
六
頁
）
と
、
そ
の
後
東
洋
大
学
の
学
長
も
務
め
た
堀
秀
彦
（
（6
（

の
影
響
を
受
け
、
瀬
川
が
集
団
主
義
教
育
思
想
を
持
つ
よ
う
に
な
っ

た
と
い
っ
た
記
述
が
み
ら
れ
る
。
実
際
、『
教
育
論
叢
』
の
二
十
七
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巻
四
号
四
月
号
（
（6
（

の
「
集
団
主
義
教
育
に
於
け
る
個
性
の
問
題
」
は
、

瀬
川
と
堀
の
共
著
で
あ
り
、
そ
の
二
か
月
後
の
一
九
三
二
年
六
月
四

日
に
は
、
東
京
の
瀧
野
川
尋
常
高
等
小
学
校
の
『
学
校
日
誌
』
内
に
、

「
瀬
川
、
堀
両
氏
」
が
「
教
育
問
題
研
究
座
談
会
」
の
た
め
に
来
校

し
、
教
育
問
題
研
究
座
談
会
は
、「
午
後
一
時
よ
り
─
省
略
─
午
後

八
時
半
に
及
ぶ
（
（6
（

」
と
書
か
れ
、
同
月
六
日
に
も
、
同
様
の
理
由
で
両

氏
が
瀧
野
川
尋
常
高
等
小
学
校
を
訪
れ
、
同
月
九
日
に
は
瀬
川
の
み

「
研
究
座
談
会
」
に
参
加
し
て
い
る
（
（6
（

。
こ
の
よ
う
に
、
瀬
川
と
堀
が

と
も
に
、
集
団
主
義
教
育
に
関
す
る
論
稿
や
、
教
育
活
動
を
お
こ

な
っ
て
い
る
事
実
か
ら
も
、
斎
藤
と
波
多
野
の
対
談
の
内
容
に
は
信

憑
性
が
あ
る
と
い
っ
て
よ
い
。

　

ま
た
、『
教
育
赤
化
と
其
の
対
策
（
（6
（

』
に
よ
れ
ば
「
マ
ル
キ
シ
ス
ト

で
は
な
い
が
、
よ
く
マ
ル
キ
シ
ズ
ム
の
観
念
か
ら
既
成
教
育
学
を
吟

味
し
て
行
く
人
に
堀
秀
彦
氏
が
あ
る
」（
五
一
─
五
二
頁
）
と
書
か

れ
て
お
り
、
当
時
の
堀
は
マ
ル
ク
ス
の
思
想
を
用
い
て
い
る
と
い
う

認
識
が
な
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

　

堀
は
一
九
〇
二
（
明
治
三
五
）
年
に
誕
生
し
、
一
九
二
七
（
昭
和

二
）
年
に
大
学
を
卒
業
（
（6
（

後
す
ぐ
に
、
瀬
川
の
助
手
と
し
て
一
九
三
四

（
昭
和
九
）
年
ま
で
、
活
動
し
て
い
た
。
瀬
川
は
一
九
三
四
年
時
点

で
六
十
一
歳
前
後
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
波
多
野
完
治
が
当
時
を
振
り

返
っ
て
「
あ
の
年
で
よ
く
つ
い
て
き
た
」（
八
六
頁
（
（6
（

）
と
評
し
て
い

る
こ
と
に
も
頷
け
る
。

　

瀬
川
の
文
章
の
中
に
直
接
、
堀
に
つ
い
て
述
べ
た
文
章
は
な
く
、

堀
も
瀬
川
に
影
響
を
与
え
た
こ
と
を
語
っ
て
い
な
い
が
、
堀
が
『
教

育
論
叢
』
に
関
わ
る
以
前
、
一
九
三
〇
（
昭
和
五
）
年
の
『
思
想
（
（6
（

』

に
掲
載
し
た
論
文
を
見
る
と
、
後
に
瀬
川
が
提
唱
す
る
「
集
団
主
義

教
育
」
の
内
容
と
の
類
似
点
が
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
。
堀
は
「
テ

オ
ド
ル
・
ガ
イ
ゲ
ル
の
革
命
的
群
集
及
び
彼
の
革
命
観
に
就
い
て
」

の
中
で
、
ド
イ
ツ
の
社
会
法
学
者
で
あ
る
テ
オ
ド
ー
ル
・
ガ
イ
ガ
ー

の
言
葉
を
引
用
し
、「
社
会
的
集
団
を
し
て
集
団
た
ら
し
む
べ
き
本

質
は
成
員
相
互
の
「
吾
々
的
」
関
係
を
成
立
せ
し
む
る
も
の
、
換
言

す
れ
ば
成
員
の
個
別
的
自
我
を
超
克
す
る
集
団
的
「
吾
々
」
意
識
で

あ
る
」（
七
五
頁
）
と
翻
訳
し
て
い
る
。
堀
は
マ
ル
ク
ス
や
ア
ド
ラ
ー
、

ガ
イ
ガ
ー
と
い
っ
た
社
会
主
義
者
た
ち
の
著
作
を
翻
訳
し
、
自
ら
解

釈
を
お
こ
な
っ
て
論
稿
と
し
て
発
表
し
て
い
た
。
瀬
川
が
以
前
か
ら

堀
の
こ
と
を
知
っ
て
い
た
の
か
は
定
か
で
は
な
い
が
、
堀
の
解
釈
す

る
「
集
団
」
と
「
集
団
主
義
教
育
」
に
お
け
る
「
集
団
」
と
は
概
念

が
同
じ
で
あ
り
、
瀬
川
が
堀
の
影
響
を
受
け
て
「
集
団
主
義
教
育
」

に
な
っ
て
い
っ
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。

　

こ
う
し
た
瀬
川
と
社
会
主
義
の
関
わ
り
に
つ
い
て
、
対
談
内
で
波

多
野
は
直
言
を
避
け
つ
つ
、「
瀬
川
さ
ん
の
集
団
主
義
と
い
う
の
は

非
常
に
上
手
な
…
。（
中
略
）
い
っ
ぺ
ん
発
禁
く
っ
た
ら
、
そ
の
人

は
そ
こ
に
い
ら
れ
な
い
で
す
よ
、
た
い
へ
ん
な
赤
字
に
な
っ
て
し
ま

う
ん
だ
か
ら
。
そ
れ
で
、
非
常
に
慎
重
な
ん
で
す
ね
」（
八
六
頁
）
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と
述
べ
て
い
る
。
波
多
野
は
『
教
育
論
叢
』
に
も
論
稿
を
掲
載
し
て

お
り
、
瀬
川
と
は
近
し
い
間
柄
で
あ
っ
た
が
、
大
正
新
教
育
が
「
小

ブ
ル
ジ
ョ
ア
の
教
育
」
で
農
民
な
ど
に
は
縁
遠
い
も
の
で
あ
っ
た
こ

と
に
疑
問
を
持
っ
た
瀬
川
が
「
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
教
育
の
ほ
う
に
あ
る

程
度
ま
で
接
近
し
て
い
っ
た
」（
八
六
頁
（
（6
（

）
と
、
瀬
川
と
社
会
主
義

の
関
連
に
言
及
し
て
い
る
。

　

こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
木
戸
若
雄
（
（6
（

が
先
述
の
瀬
川
や
河
野
の
話
題

の
中
で
、「
同
人
の
斎
藤
栄
治
に
つ
い
て
は
、
あ
る
記
憶
が
残
っ
て

い
る
。
昭
和
五
、
六
年
ご
ろ
彼
は
第
一
亀
戸
小
学
校
長
を
勤
め
て
い

た
。
そ
こ
へ
筆
者
が
国
語
教
育
の
参
観
に
い
っ
た
の
だ
が
、
古
カ
バ

ン
か
ら
ド
イ
ツ
の
原
書
を
取
り
出
し
て
語
っ
た
斎
藤
の
姿
が
忘
れ
ら

れ
な
い
。
小
学
校
長
と
ド
イ
ツ
語
と
い
う
組
み
合
わ
せ
が
珍
し
か
っ

た
だ
け
で
な
く
、
国
語
教
育
を
説
く
の
に
ド
イ
ツ
の
原
書
を
持
ち
出

し
た
と
い
う
印
象
が
強
か
っ
た
の
だ
ろ
う
。
今
に
な
る
と
、
こ
ん
な

と
こ
ろ
に
『
教
育
論
叢
』
の
特
長
が
あ
っ
た
の
だ
と
気
が
つ
く
の
だ

が
」（
三
八
頁
）
と
、
木
戸
自
身
の
経
験
を
も
と
に
、
斎
藤
と
『
教

育
論
叢
』
の
話
を
し
て
い
る
の
だ
が
、
明
ら
か
に
「
ド
イ
ツ
語
」
と

「
国
語
教
育
」
の
話
を
し
な
が
ら
、『
教
育
論
叢
』
の
性
質
に
つ
い
て

含
み
を
持
た
せ
た
書
き
方
を
し
て
お
り
、
集
団
主
義
教
育
と
マ
ル
ク

ス
主
義
と
の
関
係
を
示
唆
し
て
い
る
。

　

ま
た
鈴
木
貞
雄
は
『
日
本
教
育
運
動
史
（
（7
（

』
の
中
で
、
一
九
四
〇

（
昭
和
一
五
）
年
に
「
治
安
維
持
法
」
の
違
反
で
投
獄
さ
れ
た
鈴
木

道
太
が
「
は
じ
め
『
赤
い
鳥
』
綴
方
に
傾
倒
し
、
や
が
て
河
野
清
丸
、

瀬
川
頼
太
郎
ら
の
「
集
団
主
義
教
育
」
運
動
〈『
教
育
論
叢
』
に
よ

る
〉
に
参
加
」（
六
七
頁
）
し
た
と
述
べ
て
い
る
。
鈴
木
道
太
は
社

会
主
義
の
影
響
を
強
く
受
け
た
教
育
者
と
し
て
知
ら
れ
、
一
九
四
〇

（
昭
和
一
五
）
年
の
「
綴
方
教
師
弾
圧
事
件
」
で
検
挙
さ
れ
、
有
罪

と
な
り
三
年
に
渡
り
服
役
し
た
。
出
所
後
、
五
〇
冊
を
超
え
る
著
書

を
残
し
、
学
校
教
育
や
児
童
福
祉
分
野
を
中
心
に
戦
後
教
育
に
大
き

な
影
響
を
与
え
る
な
ど
し
た
人
物
で
あ
る
（
二
六
─
二
七
頁
（
（7
（

）。
そ

ん
な
鈴
木
が
瀬
川
ら
と
接
触
を
持
っ
て
い
た
こ
と
は
瀬
川
と
社
会
主

義
の
関
係
を
考
え
る
上
で
も
重
要
で
あ
る
が
、
瀬
川
の
「
集
団
主
義

教
育
」
が
戦
後
教
育
に
間
接
的
に
影
響
を
与
え
た
の
で
は
な
い
か
と

い
う
仮
説
が
立
つ
。
こ
の
点
に
関
し
て
は
機
会
を
改
め
て
、
ま
た
論

じ
た
い
。

　

瀬
川
の
教
育
思
想
を
概
観
す
る
と
、
初
期
は
『
小
学
ス
ケ
ッ
チ
』、

『
子
供
の
聲
』
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
当
時
の
一
般
的
な
小
学
生
の
精

密
な
参
与
観
察
を
お
こ
な
っ
て
い
た
。
そ
れ
か
ら
河
野
清
丸
の
「
自

動
主
義
教
育
」
に
賛
同
、
関
与
す
る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
は
、
大
正

新
教
育
の
多
く
の
関
係
者
と
同
じ
よ
う
に
「
一
種
の
小
ブ
ル
ジ
ョ
ア

的
な
教
育
」
に
関
心
を
強
め
て
い
っ
た
。
し
か
し
徐
々
に
「
プ
ロ
レ

タ
リ
ア
的
な
方
向
」
に
動
い
て
い
き
、
堀
と
の
邂
逅
を
起
点
に
し
て
、

『
教
育
論
叢
』
内
で
「
集
団
主
義
教
育
」
を
打
ち
出
し
て
い
く
よ
う

に
な
っ
た
。
瀬
川
の
周
囲
に
は
鈴
木
道
太
の
よ
う
に
投
獄
さ
れ
た
よ
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う
な
人
物
も
複
数
い
た
が
、
瀬
川
は
「
非
常
に
上
手
な
」（
八
六
頁
（
（7
（

） 
思
想
の
カ
ム
フ
ラ
ー
ジ
ュ
を
お
こ
な
っ
て
い
た
た
め
か
、
弾
圧
を
受

け
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

五　

集
団
主
義
教
育
に
つ
い
て

　

瀬
川
の
主
張
す
る
「
集
団
主
義
教
育
」
の
具
体
的
な
内
容
に
つ
い

て
は
吉
村
敏
之
に
よ
る
も
の
が
い
く
つ
か
あ
る
も
の
の
、
先
行
研
究

が
少
な
い
た
め
、
こ
こ
か
ら
は
集
団
主
義
教
育
の
内
容
に
つ
い
て
の

考
察
を
試
み
る
。

　

瀬
川
は
「
集
団
主
義
教
育
」
を
提
唱
し
た
動
機
と
し
て
、「
現
代

社
会
の
要
求
と
あ
ま
り
に
か
け
離
れ
た
学
校
教
育
に
対
し
、
社
会
の

う
ち
に
行
わ
れ
て
い
る
教
育
を
、
徹
底
的
な
ら
し
め
ん
が
た
め
に
生

ま
れ
た
」（
一
六
頁
（
（7
（

）
と
し
て
い
る
。
瀬
川
も
関
与
し
た
大
正
新
教

育
は
、
時
を
経
る
に
つ
れ
富
裕
層
向
け
の
個
人
主
義
的
な
教
育
と
い

う
色
合
い
が
強
く
な
り
、
一
般
の
国
民
と
は
縁
遠
い
も
の
に
な
っ
て

し
ま
っ
た
。
そ
の
現
状
に
対
し
て
、
瀬
川
は
「
そ
の
集
団
を
構
成
す

る
全
成
員
の
発
展
」（
一
六
頁
（
（7
（

）
を
可
能
と
す
る
教
育
を
模
索
し
た
。

こ
の
瀬
川
の
唱
え
た
「
集
団
主
義
教
育
」
は
『
教
育
論
叢
』
を
通
じ

て
、
瞬
く
間
に
全
国
に
広
が
っ
て
い
っ
た
。
も
と
よ
り
地
方
に
お
い

て
は
新
教
育
を
実
施
す
る
た
め
の
環
境
を
整
え
る
こ
と
が
で
き
ず
、

「
文
字
一
ツ
読
め
な
い
よ
う
な
生
活
指
導
、
郷
土
教
育
合
科
指
導
は

あ
る
は
ず
も
な
い
」（
一
〇
八
頁
（
（7
（

）
と
齋
藤
喜
博
が
嘆
く
よ
う
な
現

状
で
あ
っ
た
。
そ
こ
に
瀬
川
の
「
集
団
主
義
教
育
」
は
非
常
に
受
け

入
れ
ら
れ
や
す
か
っ
た
。
農
村
の
貧
し
い
子
ど
も
た
ち
へ
の
教
育
に

力
を
注
い
で
い
た
斎
藤
喜
博
や
鈴
木
道
太
、
石
橋
勝
治
ら
の
よ
う
な

現
状
の
自
由
主
義
教
育
や
従
来
の
教
育
に
疑
問
を
持
っ
て
い
た
地
方

の
訓
導
た
ち
は
こ
ぞ
っ
て
『
教
育
論
叢
』
に
寄
稿
す
る
よ
う
に
な
り
、

当
初
は
漠
然
と
し
て
い
る
と
い
う
批
判
も
あ
っ
た
「
集
団
主
義
教

育
」
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
訓
導
た
ち
の
解
釈
が
付
け
加
え
ら
れ
、
活
発

な
議
論
が
な
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
。

　

一
九
三
四
（
昭
和
九
）
年
の
『
教
育
論
叢
』
の
巻
頭
に
ま
と
め
ら

れ
た
「
集
団
主
義
教
育
」（
巻
頭
）
の
定
義
（
第
三
一
巻
第
二
号　

巻
頭
）
に
よ
れ
ば
、

　

★�

集
団
主
義
教
育
は
、
集
団
的
方
法
に
よ
っ
て
児
童
の
集
団
的
並

に
個
人
的
自
発
的
活
動
性
を
育
成
せ
ん
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

★�

集
団
主
義
教
育
は
、
集
団
的
方
法
こ
そ
が
あ
ら
ゆ
る
児
童
の
能

力
を
─
集
団
的
能
力
は
勿
論
、
個
人
的
能
力
を
も
真
に
よ
く
発

達
せ
し
め
る
も
の
た
る
事
を
確
信
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

★�

集
団
主
義
教
育
に
於
い
て
は
全
て
の
事
物
に
対
し
て
、
集
団
的

観
察
理
解
を
児
童
に
獲
得
せ
し
め
ん
と
す
る
の
で
あ
る
。

　

★�
集
団
主
義
教
育
は
単
な
る
個
人
主
義
の
否
定
で
は
な
い
。
従
っ

て
絶
対
的
に
個
人
主
義
を
排
斥
し
去
る
も
の
で
は
な
い
。
集
団

主
義
は
個
人
主
義
を
止
揚
せ
る
も
の
で
あ
る
。
即
ち
、
個
人
主

義
の
否
定
の
否
定
で
あ
る
。
故
に
、
集
団
主
義
教
育
は
諸
多
の
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個
人
主
義
的
教
育
思
想
（
ま
た
そ
の
一
つ
の
発
展
で
あ
る
と
こ

ろ
の
人
格
主
義
的
教
育
）
の
止
揚
者
で
あ
る
。
そ
れ
ら
が
発
展

統
合
し
た
も
の
で
あ
る
。

　

★�

集
団
主
義
に
よ
っ
て
の
み
、
は
じ
め
て
個
人
の
自
覚
的
意
志
に

よ
る
真
の
自
主
的
統
一
と
し
て
の
集
団
は
結
成
さ
れ
る
の
で
あ

る
。

と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
「
集
団
主
義
教
育
」
は
個
人
主

義
的
な
教
育
が
色
濃
く
な
っ
た
大
正
新
教
育
に
対
抗
す
る
形
で
主
張

さ
れ
た
が
、
個
人
主
義
を
否
定
す
る
と
い
う
よ
り
、
集
団
的
な
方
法

に
よ
っ
て
、「
個
人
的
自
発
的
活
動
性
を
育
成
」
す
る
こ
と
や
、「
あ

ら
ゆ
る
児
童
の
能
力
を
集
団
的
能
力
は
勿
論
、
個
人
的
能
力
を
も
真

に
よ
く
発
達
せ
し
め
る
」
こ
と
か
ら
、「
個
人
主
義
を
止
揚
」
す
る

と
い
う
立
場
を
と
っ
た
。
つ
ま
り
「
集
団
主
義
教
育
」
は
、
集
団
の

育
成
と
同
時
に
、
個
人
主
義
に
よ
ら
ず
に
個
人
を
育
て
る
た
め
の
教

育
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
な
お
右
に
記
し
た
「
集
団
主

義
教
育
」
の
定
義
は
、『
教
育
論
叢
』
一
九
三
四
（
昭
和
九
）
年
の

第
二
号
、
第
三
号
、
一
九
三
五
（
昭
和
十
）
年
の
第
三
号
に
も
同
じ

文
章
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

　

瀬
川
の
「
集
団
主
義
教
育
」
に
初
期
か
ら
賛
同
し
、
瀬
川
の
理
論

を
実
践
面
か
ら
支
え
た
東
京
市
瀧
野
川
尋
常
小
学
校
の
訓
導
本
田
正

信
は
、「
集
団
主
義
教
育
」
に
触
れ
る
以
前
は
、
大
正
新
教
育
の
流

れ
を
汲
む
教
育
を
自
分
の
受
持
学
級
で
も
実
践
し
て
お
り
、
新
教
育

で
よ
く
見
ら
れ
る
学
級
の
生
徒
を
い
く
つ
か
の
小
分
団
に
分
け
て
学

習
を
お
こ
な
う
形
式
を
と
っ
て
い
た
。
し
か
し
、「
集
団
主
義
教
育
」

の
考
え
に
照
ら
し
合
わ
せ
て
考
え
る
と
、「
分
団
は
素
よ
り
個
人
学

習
の
足
場
で
あ
る
が
故
に
、
此
の
場
合
の
分
団
相
互
の
学
習
関
係
は

徹
底
的
に
個
人
本
位
の
も
の
と
な
る
」（
二
九
頁
）
こ
と
に
気
づ
い

た
。
分
団
で
は
、「
個
人
対
立
、
分
団
対
立
の
揚
足
と
り
」（
同
二
九

頁
）
に
終
始
す
る
よ
う
に
な
る
た
め
、
協
働
学
習
と
は
な
り
得
な
い

と
い
う
結
論
の
も
と
に
（
（7
（

、「
自
分
の
そ
れ
迄
と
っ
て
来
た
個
人
主
義

教
育
観
に
対
し
、
漸
次
改
造
の
鞭
を
加
え
」（
九
二
頁
）、「
集
団
主

義
教
育
」
を
学
級
経
営
に
取
り
入
れ
て
い
っ
た
（
（7
（

。
そ
し
て
、
形
式
的

な
分
団
の
解
消
へ
と
踏
み
切
っ
た
。

　

本
田
は
そ
れ
以
後
、
授
業
を
「
個
人
的
で
は
な
く
協
同
的
に
、
対

峙
的
で
は
な
く
構
成
的
に
、
詰
問
的
で
は
な
く
相
談
的
」（
九
六
頁
（
（7
（

）

に
授
業
運
営
、
学
級
経
営
を
進
め
て
い
き
、
児
童
へ
の
問
い
か
け
、

議
論
、
発
表
、
解
説
が
ま
ん
べ
ん
な
く
散
り
ば
め
ら
れ
た
授
業
を
展

開
し
て
い
っ
た
。
そ
う
し
た
中
で
本
田
の
学
級
は
集
団
と
し
て
の
成

長
を
遂
げ
て
い
き
、
本
田
は
「
集
団
主
義
教
育
」
が
「
国
家
主
義
、

社
会
主
義
の
教
育
と
い
わ
ず
し
て
、
寧
ろ
、
そ
の
い
ず
れ
に
も
妥
当

で
あ
り
、
切
実
で
は
あ
る
ま
い
か
」（
一
〇
〇
頁
（
（7
（

）
と
い
う
結
論
に

達
し
て
い
る
。
つ
ま
り
本
田
の
中
で
は
、「
集
団
主
義
教
育
」
と

「
社
会
主
義
」
が
直
接
的
に
は
結
び
つ
か
ず
、
国
家
主
義
で
あ
ろ
う

が
、
社
会
主
義
で
あ
ろ
う
が
、
そ
う
い
っ
た
思
想
と
は
関
係
な
く
、
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集
団
の
関
係
性
の
中
で
個
人
を
育
て
て
い
く
「
集
団
主
義
教
育
」
の

汎
用
性
、
万
能
性
を
感
じ
て
い
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。

　

瀬
川
は
「
教
科
内
容
は
、
子
供
た
ち
の
生
活
に
、
そ
の
学
級
に
、

社
会
情
勢
を
反
映
す
る
。
学
級
に
於
け
る
子
供
た
ち
の
学
習
は
、
作

業
は
、
修
養
は
、
協
同
的
に
、
集
団
的
に
、
社
会
の
進
む
べ
き
方
向

へ
と
進
む
。
か
く
て
、
学
級
精
神
の
発
揮
は
、
社
会
精
神
の
発
揮
に

ま
で
高
め
ら
れ
る
。
学
級
的
集
団
が
社
会
的
環
境
と
し
て
、
よ
り
大

な
る
社
会
的
集
団
へ
の
道
と
し
て
教
育
的
意
義
を
有
っ
て
来
る
」

（
二
十
頁
（
（8
（

）
と
述
べ
て
い
る
。
こ
う
し
た
主
張
か
ら
「
集
団
主
義
教

育
」
は
、
具
体
的
な
教
育
手
法
に
関
す
る
と
い
う
よ
り
は
、
社
会
全

体
に
お
け
る
学
校
教
育
の
位
置
付
け
で
あ
っ
た
り
、
教
員
自
身
の
学

級
運
営
に
お
け
る
問
題
意
識
の
持
ち
方
で
あ
っ
た
り
と
、
教
育
の
目

的
や
役
割
を
再
定
義
す
る
た
め
の
枠
組
み
に
関
す
る
主
張
で
あ
っ
た

と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
こ
に
本
田
を
は
じ
め
と
し
た
実
際
に

教
壇
に
立
つ
全
国
の
教
員
た
ち
が
、
よ
り
具
体
的
な
実
践
方
法
を
付

け
加
え
て
い
き
、「
集
団
主
義
教
育
」
は
時
間
と
と
も
に
洗
練
さ
れ

て
い
っ
た
と
い
え
る
。

六　

�

集
団
主
義
教
育
の
教
育
的
手
法
と
実
地
授
業

　
　
　
　
　
　
　

瀧
野
川
小
・
斑
鳩
小
・
和
歌
山
小
の
場
合　

　

当
時
、
瀧
野
川
尋
常
高
等
小
学
校
は
、
公
立
校
と
し
て
新
教
育
を

推
進
し
、『
教
育
論
叢
』
誌
内
で
は
、「
大
東
京
に
於
け
る
公
立
唯
一

の
新
教
育
学
校
（
（8
（

」
と
ま
で
書
か
れ
た
。
瀧
野
川
小
の
新
教
育
実
践
は
、

第
二
代
校
長
山
崎
菊
次
郎
の
も
と
で
進
め
ら
れ
、
①
人
材
雇
用
（
台

湾
や
九
州
地
方
な
ど
か
ら
も
人
材
を
集
め
る
）、
②
日
本
新
教
育
協

会
の
創
設　

機
関
紙
『
日
本
新
教
育
』、
友
誌
『
新
教
育
』
の
発
行

（
の
ち
に
一
九
三
〇
（
昭
和
五
）
年
に
創
設
さ
れ
た
「
新
教
育
協
会
」

会
長
は
野
口
援
太
郎
、
副
会
長
入
沢
宗
寿
、
機
関
紙
『
新
教
育
雑

誌
』
に
吸
収
さ
れ
る
）
③
総
合
教
育
・
合
科
教
育
（
演
劇
な
ど
の
芸

術
、
陸
上
な
ど
の
体
育
教
育
に
力
を
入
れ
る
）、
④
総
合
学
習
発
表

会
の
開
催
・
公
開
指
導
研
究
会
の
開
催
（
全
国
か
ら
人
が
集
ま
る
）

と
い
っ
た
大
き
く
分
け
て
四
つ
の
分
野
か
ら
、
新
教
育
実
践
を
進
め

た
（
（8
（

。
そ
し
て
、
低
学
年
に
は
、
ド
ル
ト
ン
・
プ
ラ
ン
を
取
り
入
れ
た

合
科
教
育
と
総
合
教
育
の
学
習
を
中
心
に
し
、
高
学
年
に
な
る
と
、

中
学
校
へ
の
受
験
を
ひ
か
え
る
生
徒
が
多
か
っ
た
た
め
、
分
科
学
習

と
総
合
教
育
を
組
み
合
わ
せ
た
授
業
編
制
を
お
こ
な
っ
て
い
た
。

　

そ
し
て
山
崎
菊
次
郎
の
『
新
総
合
教
育
の
実
践
（
（8
（

』
の
第
四
章
の
ほ

と
ん
ど
を
本
田
正
信
が
書
い
て
い
る
こ
と
は
、
以
前
筆
者
が
別
の
論

稿
で
指
摘
し
て
い
た
通
り
で
あ
る
（
（8
（

が
、
そ
の
う
え
で
山
崎
菊
次
郎
の

『
新
総
合
教
育
の
実
践
』
の
「
新
教
育
に
於
け
る
目
的
観
」（
一
〇
頁

～
一
三
頁
）
と
い
う
部
分
を
見
る
と
、「
新
教
育
の
目
的
観
は
、
従

来
の
如
き
個
人
主
義
的
教
育
の
立
場
に
よ
っ
て
、
個
人
的
人
格
の
育

成
を
は
か
る
も
の
で
は
な
い
。
成
員
相
互
の
社
会
的
関
係
を
重
視
す

る
こ
と
に
よ
り
、
協
同
的
共
存
的
扶
助
の
達
成
の
た
め
に
、
極
め
て
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協
調
性
に
富
み
、
且
つ
前
進
的
創
造
性
に
燃
ゆ
る
、
社
会
的
人
格
の

陶
冶
育
成
を
目
的
と
す
る
も
の
で
あ
る
」（
一
三
頁
）
と
書
か
れ
、

他
に
も
「
事
実
と
し
て
の
教
育
に
於
て
は
、
児
童
は
互
に
教
育
し
、

教
育
さ
れ
つ
つ
あ
る
交
互
的
関
係
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
関
係
は
、

一
対
一
相
互
教
育
的
関
係
の
関
係
で
な
く
、
一
対
多
、
多
対
一
、
多

対
多
、
の
関
係
に
於
け
る
で
あ
る
」（
四
四
九
頁
）、「
教
師
と
児
童

と
の
関
係
は
、
社
会
的
集
団
人
と
し
て
の
教
師
と
、
学
級
的
集
団
人

と
し
て
の
児
童
と
の
関
係
で
あ
る
」（
四
五
一
頁
）
と
、
山
崎
の
思

想
そ
の
も
の
に
も
、
集
団
主
義
教
育
思
想
が
根
付
い
て
い
る
こ
と
が

分
か
る
。
あ
る
い
は
、
こ
の
あ
た
り
も
瀬
川
の
文
章
で
あ
る
可
能
性

が
あ
る
。

　

ま
た
『
新
総
合
教
育
の
実
践
』
の
序
文
（
一
─
三
頁
）
を
奈
良
女

子
高
等
師
範
学
校
附
属
小
学
校
の
木
下
竹
次
が
書
い
て
い
る
こ
と
か

ら
、
瀧
野
川
小
や
山
崎
は
、
木
下
が
重
視
し
た
「
合
科
教
育
」
を
支

持
す
る
学
習
形
態
で
あ
る
と
従
来
は
考
え
ら
れ
て
い
た
が
、『
新
総

合
教
育
の
実
践
』
を
見
る
と
、
や
は
り
瀬
川
の
集
団
主
義
教
育
思
想

で
あ
る
「
相
互
教
育
」「
社
会
的
集
団
」
と
い
っ
た
文
言
が
多
く
、

瀧
野
川
小
の
教
育
方
針
も
「
合
科
・
総
合
」
だ
け
で
な
く
、「
集
団

主
義
」
も
取
り
入
れ
ら
れ
、
こ
の
二
つ
の
思
想
、
実
践
を
中
心
に
、

瀧
野
川
小
の
新
教
育
は
進
め
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

瀧
野
川
小
で
は
、「
瀧
野
川
小
に
お
け
る
集
団
主
義
実
地
授
業
批

評
会
」
が
、
一
九
三
三
（
昭
和
八
）
年
八
月
四
日
午
前
十
時
半
～
午

後
二
時
過
ぎ
ま
で
お
こ
な
わ
れ
、
座
長
は
奈
良
県
斑
鳩
尋
常
小
の
栗

山
倉
治
郎
が
務
め
て
い
る
。
ま
た
こ
の
内
容
は
『
教
育
論
叢
』
誌
に

大
々
的
に
掲
載
さ
れ
（
八
八
─
一
一
〇
頁
（
（8
（

）、
こ
の
中
で
、「
集
団
主

義
教
育
」
の
具
体
的
な
授
業
内
容
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

集
団
主
義
実
地
授
業
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
二
学
年
が
桐
谷
四
郎
訓

導
の
合
科
学
習
「
お
も
ち
ゃ
遊
び
」、
三
学
年
が
谷
岡
正
枝
訓
導
の

合
科
学
習
「
鉄
筋
建
築
」、
同
じ
く
三
学
年
で
北
郷
留
蔵
訓
導
の
合

科
教
育
「
水
遊
び　

噴
水
」、
四
学
年
が
坪
井
敬
治
訓
導
の
算
術
学

習
「
事
実
問
題
」、
五
学
年
が
本
田
正
信
訓
導
の
生
活
問
題
「
夜
遊

び
」、
六
学
年
が
岡
山
光
雄
訓
導
で
生
活
科
「
防
空
」
で
あ
っ
た
。

こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
見
る
と
、
瀧
野
川
小
で
は
低
学
年
に
合
科
教
育
、

高
学
年
に
は
分
科
教
育
と
い
う
流
れ
で
「
集
団
主
義
教
育
」
の
実
地

授
業
を
お
こ
な
っ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
と
同
時
に
、
瀬
川
の
目
的

で
あ
る
社
会
生
活
、
国
民
生
活
へ
の
進
展
が
ス
ム
ー
ズ
に
お
こ
な
わ

れ
る
よ
う
な
テ
ー
マ
で
授
業
展
開
を
進
め
て
い
る（
八
八
─
九
三
頁
）。

　

実
地
授
業
後
に
開
か
れ
た
、「
集
団
主
義
実
地
授
業
批
評
会
」
で

は
、
学
習
題
材
の
選
定
方
針
の
説
明
と
し
て
、
①
子
供
た
ち
に
親
し

み
ま
た
は
、
興
味
が
あ
る
も
の
。
②
社
会
関
連
の
下
に
あ
る
も
の
。

③
現
実
的
な
も
の
。
④
教
科
内
容
と
関
連
す
る
も
の
。
と
し
、「
集

団
主
義
教
育
」
と
は
決
し
て
特
別
な
教
育
内
容
で
は
無
い
こ
と
を
示

し
た
。
そ
し
て
批
評
内
容
の
中
に
は
、「
噴
水
を
高
く
し
て
、
こ
れ

を
測
ら
し
め
算
術
問
題
を
構
成
し
よ
う
と
し
た
如
き
は
、
少
し
過
ぎ
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た
の
で
は
な
い
か
」（
九
五
頁
）、「
鉄
筋
の
教
材
は
尋
常
三
年
の
教

材
と
し
て
む
ず
か
し
す
ぎ
た
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
」（
九
三
頁
）、

「
集
団
主
義
教
育
に
於
け
る
教
育
測
定
成
績
査
定
は
ど
ん
な
に
し
て

い
ら
れ
ま
す
か
」（
九
九
頁
）
と
い
っ
た
意
見
が
出
た
。
そ
の
う
え

で
「
優
秀
児
と
優
秀
な
ら
ざ
る
も
の
」（
一
〇
〇
頁
）
の
共
同
学
習

の
困
難
さ
、「
教
師
の
観
念
的
自
己
満
足
的
に
終
わ
っ
て
は
な
ら
ぬ
」

（
一
一
〇
頁
）
と
い
っ
た
よ
う
な
投
書
も
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
賞
賛

内
容
に
は
、「
全
て
が
具
体
的
で
あ
り
ま
し
た
。
こ
れ
が
即
子
供
と

し
て
の
生
活
指
導
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
」（
一
〇
五
頁
）、「
こ

う
し
た
講
習
会
を
毎
年
開
会
さ
れ
た
ら
、
年
々
会
員
が
増
し
、
教
育

論
叢
の
主
義
方
針
を
地
方
一
般
に
十
分
認
識
せ
し
め
、
集
団
主
義
の

普
及
、
徹
底
に
効
果
偉
大
な
り
と
思
う
」（
一
一
〇
頁
）
と
い
っ
た

意
見
が
寄
せ
ら
れ
た
。

　

そ
の
翌
月
の
九
月
八
日
、
瀧
野
川
小
の
実
地
授
業
に
て
座
長
を
務

め
た
栗
山
倉
治
郎
が
校
長
を
務
め
る
奈
良
の
斑
鳩
尋
常
小
学
校
に
て
、

「
集
団
主
義
実
地
授
業
」
が
お
こ
な
わ
れ
た
。
こ
の
様
子
は
、『
教
育

論
叢
』
一
九
三
三
（
昭
和
八
）
年
三
十
巻
五
号
十
月
号
に
て
、「
集

団
主
義
教
育
の
実
施
と
相
互
教
育
─
斑
鳩
教
育
の
実
際
」（
八
六
─

一
〇
五
頁
（
（8
（

）
と
い
う
名
で
特
集
が
組
ま
れ
、
斑
鳩
小
が
重
視
し
た

「
郷
土
教
育
」
や
、
個
性
を
集
団
の
う
ち
に
活
か
す
た
め
の
集
団
主

義
教
育
及
び
、
自
立
的
総
合
教
育
が
、
斑
鳩
小
の
教
育
方
針
や
教
育

の
計
画
的
進
展
と
と
も
に
紹
介
さ
れ
た
。
ち
な
み
に
、
斑
鳩
小
で
の

教
育
実
践
で
は
、
和
歌
山
市
和
歌
山
高
等
尋
常
小
学
校
校
長
川
村
徳

治
が
七
名
の
訓
導
を
同
伴
し
て
い
る
。
そ
し
て
次
月
の
十
一
月
に
和

歌
山
高
小
に
て
、
集
団
教
育
と
映
画
教
育
の
公
開
研
究
会
を
開
催
予

定
で
あ
る
旨
が
記
載
さ
れ
、
次
月
開
催
地
の
校
長
が
座
長
を
務
め
、

集
団
主
義
教
育
ま
た
は
新
教
育
実
地
授
業
の
実
践
が
全
国
各
地
の
公

立
小
で
実
施
さ
れ
て
い
っ
た
。
こ
う
し
て
、
相
互
に
出
張
し
、
学
び

合
う
こ
と
で
「
集
団
主
義
教
育
」
は
そ
の
具
体
的
手
法
を
深
め
つ
つ
、

全
国
に
広
ま
っ
た
。

七　

お
わ
り
に
─
本
研
究
に
お
け
る
結
論
と
課
題
─

　

従
来
の
「
瀬
川
頼
太
郎
」
研
究
で
は
、
愛
媛
出
身
で
あ
る
こ
と
、

愛
媛
及
び
東
京
で
教
員
を
し
て
い
た
こ
と
、
そ
し
て
教
育
雑
誌
『
教

育
論
叢
』
に
て
編
集
者
と
し
て
活
躍
し
て
き
た
こ
と
、
と
い
っ
た
概

要
的
な
こ
と
し
か
分
か
ら
な
か
っ
た
。

　

し
か
し
今
回
の
研
究
に
お
い
て
瀬
川
が
①
上
京
後
、
神
田
女
子
小

川
小
学
校
、
本
郷
区
元
町
尋
常
小
学
校
の
訓
導
を
し
て
い
た
こ
と
、

②
愛
媛
県
時
代
に
波
方
小
学
校
の
訓
導
を
し
て
い
た
こ
と
、
③
瀬
川

の
写
真
が
新
た
に
見
つ
か
っ
た
こ
と
、
④
『
教
育
論
叢
』
を
共
に
創

刊
し
た
瀬
川
と
河
野
が
同
郷
で
あ
る
愛
媛
出
身
で
、
同
年
に
愛
媛
師

範
学
校
に
入
学
し
て
い
た
こ
と
、
⑤
「
集
団
主
義
教
育
」
に
堀
秀
彦

の
社
会
主
義
的
な
思
想
の
影
響
が
み
ら
れ
た
こ
と
、
⑥
「
集
団
主
義

思
想
」
が
公
立
校
で
の
実
践
や
誌
面
で
の
紹
介
を
経
て
全
国
的
に
広
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ま
っ
て
い
た
こ
と
な
ど
、
複
数
の
事
実
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で

き
た
。
こ
れ
ら
は
、
今
後
瀬
川
の
活
動
や
思
想
、「
集
団
主
義
教
育
」

に
関
す
る
さ
ら
な
る
研
究
を
お
こ
な
っ
て
い
く
過
程
で
重
要
な
知
見

と
な
り
得
る
。

　

し
か
し
、
瀬
川
の
「
集
団
主
義
教
育
」
が
、
堀
秀
彦
の
思
想
の
影

響
を
強
く
受
け
た
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
今
後
は
当
時
の
社
会
主

義
思
想
が
カ
ム
フ
ラ
ー
ジ
ュ
さ
れ
た
形
で
埋
め
込
ま
れ
て
い
る
『
教

育
論
叢
』
の
各
論
稿
に
つ
い
て
、
社
会
主
義
の
見
地
を
も
っ
て
、
さ

ら
に
精
密
な
読
み
込
み
を
し
て
い
く
必
要
が
出
て
き
た
と
い
え
る
。

　

ま
た
「
集
団
主
義
教
育
」
の
全
国
へ
の
広
が
り
に
つ
い
て
も
、

『
教
育
論
叢
』
誌
上
に
表
れ
て
い
な
い
も
の
も
含
め
て
調
査
の
範
囲

を
拡
大
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
同
様
に
、
瀬
川
の
幼
少
期
や
晩
年

に
つ
い
て
も
明
ら
か
に
な
っ
て
い
な
い
部
分
が
多
い
た
め
、
実
地
調

査
を
続
け
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

　

そ
し
て
『
教
育
論
叢
』
誌
に
お
い
て
、「
集
団
主
義
教
育
」
と
い

う
文
言
が
突
然
姿
を
消
し
た
理
由
に
つ
い
て
も
、
本
稿
で
は
推
測
の

域
に
留
ま
っ
た
。
篠
原
は
一
九
三
四
（
昭
和
九
）
年
を
振
り
返
っ
た

文
章
の
中
で
、「
当
時
文
部
省
で
は
、
一
方
で
は
共
産
主
義
の
排
除
、

他
方
で
は
新
興
宗
教
中
、
教
育
上
有
害
と
見
ら
れ
る
べ
き
も
の
の
撲

滅
に
力
を
注
ぎ
、
前
者
で
は
「
社
会
」
と
い
う
文
字
す
ら
「
社
会
革

命
」
と
の
連
想
か
ら
、
な
る
べ
く
文
章
に
使
用
せ
し
め
な
い
よ
う
に

し
」（
三
七
〇
頁
（
（8
（

）
た
と
あ
る
。
こ
れ
と
前
述
の
波
多
野
の
「
い
っ

ぺ
ん
発
禁
く
っ
た
ら
、
そ
の
人
は
そ
こ
に
い
ら
れ
な
い
で
す
よ
、
た

い
へ
ん
な
赤
字
に
な
っ
て
し
ま
う
ん
だ
か
ら
。
そ
れ
で
、
非
常
に
慎

重
な
ん
で
す
ね
。」（
八
六
頁
）
を
総
合
す
る
と
、
瀬
川
が
当
時
の
文

科
省
に
忖
度
し
て
、
ま
た
『
教
育
論
叢
』
を
守
る
と
い
う
目
的
か
ら
、

「
集
団
主
義
」
の
文
言
の
使
用
を
自
重
し
た
、
と
推
測
す
る
こ
と
が

で
き
る
。
今
後
は
他
資
料
か
ら
、「
集
団
主
義
教
育
」
が
姿
を
消
し

た
理
由
に
つ
い
て
探
っ
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

　

そ
れ
か
ら
「
集
団
主
義
教
育
」
が
戦
後
の
教
育
に
与
え
た
影
響
に

つ
い
て
も
さ
ら
な
る
調
査
が
必
要
で
あ
る
。
石
橋
勝
治
（
（8
（

、
斎
藤
喜
博
、

鈴
木
道
太
な
ど
、
現
代
の
教
育
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
人
物
が

『
教
育
論
叢
』、
し
か
も
「
集
団
主
義
教
育
」
の
議
論
を
通
じ
て
、
世

の
中
に
登
場
し
、
戦
後
の
教
育
界
を
リ
ー
ド
し
て
い
っ
た
こ
と
。
彼

ら
の
戦
後
の
教
育
理
論
に
瀬
川
の
「
集
団
主
義
教
育
」
の
影
響
が
強

く
見
ら
れ
る
こ
と
は
、
今
後
長
期
間
に
わ
た
っ
て
多
く
の
研
究
者
に

よ
っ
て
検
討
が
な
さ
れ
る
べ
き
問
題
だ
と
考
え
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
に
今
回
の
論
稿
で
は
、
明
ら
か
に
で
き
た
こ
と
も
多
い

が
、
一
方
で
明
ら
か
に
な
っ
て
い
な
い
数
々
の
、
そ
れ
も
筆
者
の
専

門
外
と
思
わ
れ
る
複
雑
な
思
想
に
関
す
る
課
題
が
次
々
と
現
れ
て
し

ま
っ
た
。
許
さ
れ
る
な
ら
、
さ
ら
に
掘
り
下
げ
て
論
じ
て
み
た
い
が

紙
幅
の
都
合
も
あ
り
、
何
よ
り
筆
者
の
力
不
足
も
あ
り
、
今
回
は
こ

こ
で
ひ
と
ま
ず
筆
を
置
き
、
残
っ
て
し
ま
っ
た
も
の
は
今
後
の
課
題

と
し
た
い
。
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註（
1
）
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
と
は
、
教
師
が
一
方
向
的
に
講
義
を

す
る
の
で
は
な
く
、
学
生
自
ら
に
よ
る
能
動
的
学
習
を
目
指
す
授
業

で
あ
る
。
体
験
学
習
・
調
査
学
習
・
グ
ル
ー
プ
討
論
・
デ
ィ
ベ
ー
ト

な
ど
を
指
す
。

（
2
）
小
野
健
司
、「
教
育
史
か
ら
見
た
〈
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
〉

─
大
正
新
教
育
と
問
題
解
決
学
習
に
注
目
し
て
─
」、『
四
国
大
学
紀

要
』、
五
一
号
、
二
〇
一
八
年
、
一
─
一
二
頁
。

（
3
）
小
針
誠
、『
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ　

学
校
教
育
の
理
想
と

現
実
』、
講
談
社
、
二
〇
一
八
年
。

（
4
）
佐
藤
眞
弓
・
新
井
英
靖
、「
斎
藤
喜
博
の
学
習
集
団
に
関
す
る
研

究
─
「
劣
生
」
へ
の
対
応
を
中
心
に
─
」、『
茨
城
大
学
教
育
学
部
紀

要
（
教
育
科
学
）』、
七
十
号
、
二
〇
二
一
年
、
二
八
九
─
三
〇
五
頁
。

（
5
）
竹
内
久
顕
、「「
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
の
視
点
」
に
立
つ
多

様
な
教
育
方
法
」、『
東
京
女
子
大
学
紀
要
論
集
』、
六
七
巻
、
二
〇

一
七
年
、
四
七
─
六
四
頁
。

（
6
）
小
針
誠
、『
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ　

学
校
教
育
の
理
想
と

現
実
』、
講
談
社
、
二
〇
一
八
年
。

（
7
）
モ
ン
テ
ッ
ソ
ー
リ
教
育
と
は
、
イ
タ
リ
ア
の
女
医
・
教
育
家
モ
ン

テ
ッ
ソ
ー
リ
が
提
唱
・
実
践
し
た
教
育
で
あ
る
。
感
覚
運
動
教
育
を

基
礎
に
、
環
境
構
成
と
教
具
に
工
夫
を
こ
ら
し
た
教
育
法
で
、
子
ど

も
が
能
力
を
獲
得
す
る
の
に
最
適
な
時
期
を
「
敏
感
期
」
と
し
て
重

視
し
た
。

（
8
）
ド
ル
ト
ン
・
プ
ラ
ン
と
は
、
米
国
の
ヘ
レ
ン
＝
パ
ー
カ
ー
ス
ト
が

一
九
二
〇
年
に
マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
州
ド
ル
ト
ン
の
ハ
イ
ス
ク
ー
ル

で
創
始
し
た
教
育
法
で
、
生
徒
に
自
己
の
ペ
ー
ス
で
学
習
さ
せ
、
教

師
は
助
言
を
お
こ
な
う
と
い
っ
た
方
式
を
と
っ
た
。

（
9
）
橋
本
美
保
・
田
中
智
志
、『
大
正
新
教
育
の
思
想
─
生
命
の
躍
動
─
』、

東
信
堂
、
二
〇
一
五
年
。

（
10
）
鈴
木
そ
よ
子
、「
公
立
小
学
校
に
お
け
る
大
正
新
教
育
─
東
京
市

滝
野
川
尋
常
高
等
小
学
校
の
「
総
合
教
育
」」、『
国
際
経
営
論
集
』、

一
四
号
、
一
九
九
七
年
、
一
三
三
─
一
五
二
頁
。

（
11
）
中
野
光
、『
大
正
自
由
教
育
の
研
究
』、
黎
明
書
房
、
一
九
六
八
年
。

中
野
光
、『
大
正
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
と
教
育
』、
新
評
論
、
一
九
七
七
年
。

（
12
）
井
野
川
潔
・
河
合
章
、『
日
本
教
育
運
動
史
１
／
明
治
・
大
正
期

の
教
育
動
』、
三
一
書
房
、
一
九
六
六
年
。　

（
13
）
瀬
川
頼
太
郎
、『
小
学
ス
ケ
ッ
チ
：
乙
女
会
話
』、
精
華
書
院
、
一

九
〇
八
年
。

（
14
）
瀬
川
頼
太
郎
、『
子
供
の
聲
：
教
育
資
料
』、
博
文
館
、
一
九
〇
九

年
。

（
15
）
小
原
國
芳
（
一
八
八
七
～
一
九
七
七
）
は
鹿
児
島
の
生
ま
れ
の
教

育
家
。
玉
川
学
園
を
創
設
。
玉
川
大
学
総
長
。
全
人
教
育
を
唱
え
、

新
教
育
運
動
を
推
進
し
た
。

（
16
）
八
大
教
育
主
張
と
は
、
一
九
二
一
（
大
正
十
）
年
八
月
一
日
か
ら

八
日
の
八
日
間
、
東
京
高
等
師
範
学
校
（
現
筑
波
大
学
）
の
講
堂
で
、

大
日
本
学
術
協
会
が
主
催
し
て
開
か
れ
た
八
名
の
教
育
者
に
よ
る
講

演
会
で
あ
る
。

（
17
）
河
野
清
丸
（
一
八
七
三
～
一
九
四
二
）
は
、一
八
七
三
（
明
治
六
）

年
三
月
三
日
周
桑
郡
周
布
村
本
郷
に
生
ま
れ
、
一
八
九
五
（
明
治
二

八
）
年
愛
媛
県
尋
常
師
範
学
校
卒
業
。
周
桑
郡
小
松
高
等
小
学
校
訓

導
を
振
り
出
し
に
同
郡
国
安
高
等
小
学
校
訓
導
兼
校
長
と
な
っ
た
が
、

帝
国
大
学
へ
入
学
す
べ
く
、
ま
ず
中
等
教
員
修
身
科
の
検
定
に
合
格
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し
、
入
学
後
の
学
資
を
得
る
た
め
、
県
立
松
山
商
業
学
校
の
教
諭
と

な
っ
た
。
一
九
〇
六
（
明
治
三
九
）
年
、
東
京
大
学
文
科
大
学
哲
学

科
選
科
に
入
学
、
教
育
学
を
専
攻
。
一
九
〇
九
（
明
治
四
二
）
年
、

第
一
高
等
学
校
卒
業
検
定
に
合
格
、
一
九
一
〇
（
明
治
四
三
）
年
、

東
京
帝
国
大
学
哲
学
科（
教
育
学
専
攻
）を
卒
業
。
翌
一
九
一
一（
明

治
四
四
）
年
、
日
本
女
子
大
学
校
附
属
豊
明
小
学
校
主
任
に
就
任
し

て
以
来
、
一
九
四
二
（
昭
和
一
七
）
年
に
退
任
す
る
ま
で
、
実
に
三

十
一
年
間
勤
務
し
、
同
年
八
月
に
六
九
歳
で
病
没
し
た
。（
愛
媛
県

史
編
さ
ん
委
員
会
編
、『
愛
媛
県
史　

人
物
』、
一
九
八
九
年
、
二
四

五
頁
。）

（
18
）『
教
育
論
叢
』
は
河
野
清
丸
（
主
幹
）、
瀬
川
頼
太
郎
（
編
集
）、

近
藤
彌
壽
太
（
経
営
）
が
発
行
し
た
教
育
雑
誌
で
あ
り
、
一
九
一
九

年
九
月
号
の
創
刊
か
ら
一
九
四
一
年
四
六
巻
三
号
に
終
刊
す
る
ま
で
、

一
貫
し
て
教
員
の
実
践
や
活
動
な
ど
事
実
に
基
づ
い
た
研
究
を
お
こ

な
っ
た
教
育
雑
誌
で
あ
る
。

（
19
）
庄
司
洋
子
解
説
・
瀬
川
頼
太
郎
編
、『
復
刻
版　

教
育
資
料　

子

供
の
聲
』、
日
本
図
書
セ
ン
タ
ー
、
一
九
八
四
年
。

（
20
）
吉
村
敏
之
、「
雑
誌
『
教
育
論
叢
』
に
お
け
る
事
例
研
究
─
学
級

の
事
実
か
ら
理
論
を
創
る
─
」、『
宮
城
教
育
大
学
紀
要
』、
四
二
巻
、

二
〇
〇
七
年
、
二
一
七
─
二
二
七
頁
。

（
21
）
水
木
岳
竜
、「
雑
誌
界
の
寵
児
瀬
川
頼
太
郎
君
」、『
明
治
大
正
脱

線
教
育
者
の
ゆ
く
へ
』、
一
九
二
六
年
、
啓
文
社
書
店
、
二
九
三
─

二
九
四
頁
。

（
22
）「
編
集
後
記
」『
愛
媛
教
育
』、
六
〇
九
号
、
二
月
号
、
愛
媛
県
教

育
会
、
一
九
三
八
年
。

（
23
）
愛
媛
県
史
編
さ
ん
委
員
会
編
、『
愛
媛
県
史　

人
物
』、
一
九
八
九

年
、
二
四
五
頁
。

（
24
）
河
野
清
丸
、『
個
性
研
究　

児
童
と
其
の
境
遇
』、
目
黒
書
店
、
一

九
一
二
年
。

（
25
）
木
戸
若
雄
、『
大
正
時
代
の
教
育
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
』、
玉
川
大
学

出
版
部
、
一
九
八
五
年
。

（
26
）
小
原
国
芳
編
、『
日
本
新
教
育
百
年
史　

第
一
巻
』、
玉
川
大
学
出

版
部
、
一
九
七
〇
年
。

（
27
）
篠
原
助
市
（
一
八
七
六
─
一
九
五
七
）
は
、一
八
七
六
（
明
治
九
）

年
周
桑
郡
に
生
ま
れ
、
四
年
制
の
尋
常
小
学
校
を
卒
業
後
、
一
八
九

三
（
明
治
二
六
）
年
愛
媛
県
尋
常
師
範
学
校
に
入
学
、一
八
九
八
（
明

治
三
一
）
年
卒
業
。
卒
業
後
は
訓
導
と
な
り
、
壬
生
川
尋
常
小
学
校

の
校
長
に
な
る
。
一
九
〇
一
（
明
治
三
四
）
年
、
東
京
高
等
師
範
学

校
、
一
九
〇
二
（
明
治
四
五
）
年
京
都
帝
国
大
学
哲
学
科
に
入
学
。

一
九
一
九
（
大
正
八
）
年
母
校
東
京
高
師
の
教
育
学
教
授
。
一
九
二

二
（
大
正
一
一
）
年
文
部
省
か
ら
留
学
生
と
し
て
欧
米
に
派
遣
、
翌

年
東
北
帝
国
大
学
法
文
学
部
教
授
。
一
九
三
〇
（
昭
和
五
）
年
に
東

京
文
理
科
大
学
の
教
授
と
な
り
一
九
三
四
（
昭
和
九
）
年
か
ら
二
年

間
、
文
部
省
調
査
部
長
。
一
九
四
一
（
昭
和
一
六
）
年
東
京
文
理
科

大
学
を
定
年
退
職
、
同
大
学
名
誉
教
授
と
な
り
、
一
九
五
七
（
昭
和

三
二
）年
八
一
歳
の
生
涯
を
閉
じ
る
。（
愛
媛
県
史
編
さ
ん
委
員
会
編
、

『
愛
媛
県
史　

人
物
』、
一
九
八
九
年
、
三
〇
二
頁
。）

（
28
）
篠
原
助
市
、『
教
育
生
活
五
十
年
』、
相
模
書
房
出
版
部
、
一
九
五

六
年
。

（
29
）
愛
媛
県
史
編
さ
ん
委
員
会
編
、『
愛
媛
県
史　

人
物
』、
一
九
八
九

年
、
二
四
五
頁
。

（
30
）
瀬
川
頼
太
郎
、『
教
育
新
辞
典
』、
三
井
出
版
、
一
九
四
二
年
。
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（
31
）
大
日
本
言
論
報
国
会
編
、『
言
論
報
国
』、
第
一
巻
第
一
号
、
一
九

四
三
年
、
三
三
頁
。

（
32
）
瀬
川
頼
太
郎
、『
小
学
ス
ケ
ッ
チ
：
乙
女
会
話
』、
精
華
書
院
、
一

九
〇
八
年

（
33
）
瀬
川
頼
太
郎
、『
子
供
の
聲
：
教
育
資
料
』、
博
文
館
、
一
九
〇
九

年
。

（
34
）
堀
田
梅
太
郎
編
、『
教
育
界
』、
第
五
巻
第
三
号
、
金
港
堂
書
籍
株

式
会
社
、
一
九
〇
六
年
、
広
告
欄
。

（
35
）
中
央
新
聞
社
、『
ホ
ー
ム
』、
第
一
四
巻
第
二
号
、
一
九
〇
七
年
、

六
頁
。

（
36
）「
波
方
小
学
校
百
年
誌
」
編
集
員
編
、『
波
方
小
学
校
百
年
誌
』、

波
方
町
教
育
委
員
会
、
一
九
八
六
年
。

（
37
）
唐
澤
富
太
郎
、『
図
説　

教
育
人
物
事
典
─
日
本
教
育
史
の
な
か

の
教
育
者
群
像
─
』、
上
巻
、
一
九
八
四
年
、
四
二
六
─
四
三
〇
頁
。

（
38
）
東
京
府
民
新
聞
社
編
、『
東
京
府
学
事
関
係
職
員
錄
（
大
正
四
年

十
一
月
現
在
）』、
一
九
一
五
年
、
一
八
八
頁
。

（
39
）
教
育
学
術
研
究
会
編
、 『
小
学
校
』、
第
十
五
巻
、
第
十
号
、
八
月

号
、
同
文
館
、
一
九
一
三
年
、
五
八
─
六
六
頁
。

（
40
）
教
育
週
報
社
編
、『
日
本
教
育
家
録
』、
教
育
週
報
社
、
一
九
二
六

年
、
六
頁
。

（
41
）
東
京
都
文
京
区
立
元
町
小
学
校
、『
な
で
し
こ　

閉
校
記
念
誌
』、

三
誠
社
、
一
九
九
八
年
、
五
九
頁
。

（
42
）
平
田
勝
政
、「
戦
前
日
本
の
「
精
神
薄
弱
」
関
係
資
料
目
録
（
Ｉ
）

─
教
育
雑
誌
を
中
心
に
─
」、『
長
崎
大
学
教
育
学
部
教
育
科
学
研
究

報
告
』、
三
九
巻
、
一
九
九
〇
年
、
一
〇
七
─
一
三
一
頁
。

（
43
）
吉
村
敏
之
、「
雑
誌
『
教
育
論
叢
』
に
お
け
る
子
ど
も
研
究:

教

師
に
よ
る
学
級
集
団
の
観
察
と
記
録
」、『
宮
城
教
育
大
学
紀
要
』、

四
八
巻
、
二
〇
一
四
年
、
二
八
一
─
二
九
三
頁
。

（
44
）
吉
村
敏
之
、「
雑
誌
『
教
育
論
叢
』
に
お
け
る
事
例
研
究
：
学
級

の
事
実
か
ら
理
論
を
創
る
」、『
宮
崎
教
育
大
学
紀
要
』、
四
二
巻
、

二
〇
〇
七
年
、
二
一
七
─
二
二
七
頁
。

（
45
）
愛
媛
県
史
編
さ
ん
委
員
会
編
、『
愛
媛
県
史　

人
物
』、
一
九
八
九

年
、
二
四
五
頁
。

（
46
）
愛
媛
県
教
育
会
、「
編
集
後
記
」、『
愛
媛
教
育
』、
六
〇
九
号
二
月

号
、
愛
媛
県
教
育
会
、
一
九
三
八
年
。

（
47
）
篠
原
助
市
、『
教
育
生
活
五
十
年
』、
相
模
書
房
出
版
部
、
一
九
五

六
年
。

（
48
）
吉
村
敏
之
、「
雑
誌
『
教
育
論
叢
』
に
お
け
る
子
ど
も
研
究
：
教

師
に
よ
る
学
級
集
団
の
観
察
と
記
録
」、『
宮
城
教
育
大
学
紀
要
』、

四
八
巻
、
二
〇
一
四
年
、
二
八
一
─
二
九
三
頁
。

（
49
）
教
育
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
研
究
会
、『
教
育
関
係
雑
誌
目
次
集
成　

第
Ｉ
期
・
教
育
一
般
編　

第
二
十
巻
』、
日
本
図
書
セ
ン
タ
ー
、
一

九
八
七
年
。

（
50
）
同
右
、
一
一
五
頁
。

（
51
）
愛
媛
県
史
編
さ
ん
委
員
会
編
、『
愛
媛
県
史　

人
物
』、
一
九
八
九

年
、
二
四
五
頁
。

（
52
）「
自
動
主
義
教
育
」
は
、
児
童
は
驚
く
べ
き
自
家
発
展
能
力
を
潜

在
的
に
固
有
し
、
発
展
能
力
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
と
い
う
河
野
の

考
え
か
ら
、
教
育
は
自
由
主
義
、
自
動
主
義
で
あ
る
べ
き
と
し
た
教

育
思
想
で
あ
る
。

（
53
）
渡
部
政
盛
、『
現
今
改
造
的
教
育
思
潮
批
判
』、
大
同
館
書
店
、
一

九
二
一
年
、
二
〇
六
─
二
四
六
頁
。
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（
54
）
成
瀬
仁
蔵
（
一
八
五
八
─
一
九
一
九
）
は
、
日
本
女
子
大
学
創
設

者
で
あ
り
、
日
本
に
お
け
る
女
子
高
等
教
育
の
開
拓
者
の
一
人
で
あ

る
。（
日
本
女
子
大
学H

P

、「
創
立
者　

成
瀬
仁
蔵
」、https://

w
w

w
.jw

u.ac.jp/unv/about/history/founder.htm
l

（
最
終
閲

覧
日
二
〇
二
三
年
一
月
一
五
日
）。）

（
55
）
自
学
自
動
主
義
は
、
成
瀬
仁
蔵
が
日
本
女
子
大
学
校
附
属
豊
明
小

学
校
に
お
い
て
教
育
方
針
と
し
て
い
た
教
育
思
想
で
あ
り
、
学
校
に

お
い
て
人
間
を
完
成
さ
せ
る
の
で
は
な
く
、
各
自
が
生
涯
を
か
け
て

人
間
と
し
て
成
熟
し
て
い
く
た
め
の
方
法
を
獲
得
さ
せ
、「
自
得
」

さ
せ
て
い
く
教
育
の
あ
り
方
を
「
自
学
自
動
主
義
」
と
呼
ん
だ
。（
斎

藤
慶
子
・
渡
邉
巧
、「
成
瀬
仁
蔵
に
お
け
る
「
自
学
自
動
」
の
教
育

実
践
と
そ
の
意
義
─
女
子
の
生
活
力
改
善
を
め
ざ
す
取
り
組
み
─
」、

『
人
間
研
究
』、
第
五
三
号
、
二
〇
一
七
年
、
四
一
─
五
一
頁
。）

（
56
）
馬
城
麓
、『
教
育
者
秘
帖
』、
大
同
館
書
店
、
一
九
三
四
年
。

（
57
）
大
日
本
言
論
報
国
会
編
、『
言
論
報
国
』、
第
一
巻
第
一
号
、
一
九

四
三
年
、
三
三
頁
。

（
58
）
吉
村
敏
之
、「
雑
誌
『
教
育
論
叢
』
に
お
け
る
事
例
研
究
：
学
級

の
事
実
か
ら
理
論
を
創
る
」、『
宮
崎
教
育
大
学
紀
要
』、
四
二
巻
、

二
〇
〇
七
年
、
二
一
七
─
二
二
七
頁
。

（
59
）
斎
藤
喜
博
、『
斎
藤
喜
博
の
個
人
雑
誌　

開
く
八
』、
一
九
七
四
年
。

（
60
）
堀
秀
彦
（
一
九
〇
二
─
一
九
八
七
）
は
、
石
川
県
に
生
ま
れ
る
。

東
京
帝
大
哲
学
科
を
卒
業
。
人
生
論
に
関
す
る
著
書
が
多
く
、
評
論

家
と
し
て
も
活
躍
し
た
。（
東
洋
大
学
Ｈ
Ｐ
、「
歴
代
学
長
」、

https://w
w

w
.toyo.ac.jp/about/president_vicepresidents/

president/fp/

（
最
終
閲
覧
日　

二
〇
二
三
年
一
月
一
五
日
）。）

（
61
）『
教
育
論
叢
』、
二
十
七
巻
四
号
四
月
号
、
文
教
書
院
、
一
九
三
二

年
。

（
62
）
足
名
笙
花
、「
瀧
野
川
尋
常
高
等
小
学
校
に
お
け
る
大
正
新
教
育

の
実
践
に
つ
い
て
─
本
田
正
信
の
教
育
思
想
を
中
心
に
─
」、『
歴
史

民
俗
研
究
』、
板
橋
区
教
育
委
員
会
、
七
─
三
四
頁
、
二
〇
二
二
年
。

（
63
）
同
右

（
64
）
橋
本
啓
一
郎
、『
教
育
赤
化
と
其
の
対
策
』、
中
正
社
、
一
九
三
一

年
。

（
65
）
東
洋
大
学
文
学
部
教
育
学
科
・
教
職
課
程
研
究
室
編
、「
堀
秀
彦

名
誉
教
授
略
歴
」、『
東
洋
大
学
文
学
部
紀
要
』、
第
四
一
集
、
一
九

八
八
年
、
一
一
頁
。 

（
66
）
斎
藤
喜
博
、「
瀬
川
頼
太
郎
先
生
の
業
績
」、『
斎
藤
喜
博
の
個
人

雑
誌　

開
く
八
』、
明
治
図
書
出
版
株
式
会
社
、
一
九
七
四
年
、
八

五
─
八
九
頁
。

（
67
）
岩
波
書
店
編
、『
思
想
』、
第
九
九
号
八
月
号
、
一
九
三
〇
年
。

（
68
）
斎
藤
喜
博
、『
斎
藤
喜
博
の
個
人
雑
誌　

開
く
八
』、
一
九
七
四
年
、

八
五
頁
。

（
69
）
木
戸
若
雄
、『
大
正
時
代
の
教
育
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
』、
玉
川
大
学

出
版
部
、
一
九
八
五
年
。

（
70
）
菅
忠
道
・
海
老
原
治
善
編
、
鈴
木
貞
夫
、「
北
方
性
教
育
運
動
」『
日

本
教
育
運
動
史　

戦
時
下
の
教
育
運
動
』、
第
三
巻
、
三
一
書
房
、

一
九
六
〇
年
、
六
一
─
八
四
頁
。

（
71
）
増
山
均
、「
鈴
木
道
太
研
究
序
説
─
「
鈴
木
道
太
文
庫
」
の
価
値

と
鈴
木
道
太
研
究
の
今
日
的
意
義
」、『
早
稲
田
教
育
学
研
究
』、
第

八
号
、
二
〇
一
六
年
、
五
─
四
九
頁
。

（
72
）
斎
藤
喜
博
、「
瀬
川
頼
太
郎
先
生
の
業
績
」、『
斎
藤
喜
博
の
個
人

雑
誌　

開
く
八
』、
明
治
図
書
出
版
株
式
会
社
、
一
九
七
四
年
、
八
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五
─
八
九
頁
。

（
73
）
瀬
川
頼
太
郎
、「
作
業
教
育
と
集
団
主
義
教
育
」、『
教
育
論
叢
』、

第
二
九
巻
第
四
号
、
一
六
─
二
二
頁
。

（
74
）
瀬
川
頼
太
郎
、「
集
団
的
教
育
方
法
」、『
教
育
論
叢
』、
第
三
一
巻

第
二
号
、
一
九
三
四
年
、
九
─
一
八
頁
。

（
75
）
斎
藤
喜
博
、「
漢
字
の
負
債
─
ゆ
き
つ
ま
れ
る
農
村
の
読
方
教
育

を
お
も
ふ
─
」、『
教
育
論
叢
』、
第
三
一
巻
第
二
号
、
一
九
三
四
年
、

一
〇
二
─
一
〇
九
頁
。

（
76
）
本
田
正
信
、「
形
式
的
分
団
設
置
解
消
論
」、『
教
育
論
叢
』、
第
三

一
巻
第
八
号
、
一
九
三
四
年
、
二
三
─
三
四
頁
。

（
77
）
本
田
正
信
、「
集
団
的
学
習
の
実
施
と
反
省
─
そ
の
具
体
的
問
題

の
叙
述
─
」、『
教
育
論
叢
』、
第
三
一
巻
第
六
号
、
九
二
─
一
〇
〇
頁
。

（
78
）
同
右

（
79
）
同
右

（
80
）
瀬
川
頼
太
郎
、「
作
業
教
育
と
集
団
主
義
教
育
」、『
教
育
論
叢
』、

第
二
九
巻
第
四
号
、
一
九
三
三
、
一
六
─
二
二
頁
。

（
81
）
近
藤
彌
壽
太
編
、『
教
育
論
叢
』、
第
三
三
巻
第
一
号
、
一
九
三
五

年
、
最
終
頁
広
告
。

（
82
）
鈴
木
そ
よ
子
、「
公
立
小
学
校
に
お
け
る
大
正
新
教
育
─
東
京
市

滝
野
川
尋
常
高
等
小
学
校
の
「
総
合
教
育
」」、『
国
際
経
営
論
集
』

第
一
四
号
、
一
九
九
七
年
、
一
三
三
─
一
五
二
頁
。

（
83
）
山
崎
菊
次
郎
『
新
総
合
教
育
の
実
践
』、
文
教
書
院
、
一
九
三
五
年
。

（
84
）
足
名
笙
花
、「
瀧
野
川
尋
常
高
等
小
学
校
に
お
け
る
大
正
新
教
育

の
実
践
に
つ
い
て
─
本
田
正
信
の
教
育
思
想
を
中
心
に
─
」、『
歴
史

民
俗
研
究
』、
二
〇
二
二
年
、
七
─
三
四
頁
。

（
85
）「
集
団
主
義
教
育
実
地
授
業
の
批
判
並
に
批
判
会
に
於
け
る
質
疑

応
答
」、『
教
育
論
叢
』、
第
三
十
巻
第
四
号
、
一
九
三
三
年
、
八
八

─
一
一
〇
頁
。

（
86
）「
集
団
主
義
教
育
の
実
施
と
相
互
教
育
─
斑
鳩
教
育
の
実
際
─
」、

『
教
育
論
叢
』、
三
十
巻
五
号
、
一
九
三
三
年
。

（
87
）
篠
原
助
市
、『
教
育
生
活
五
十
年
』、
相
模
書
房
出
版
部
、
一
九
五

六
年
。

（
88
）
明
神
勲
、「
教
職
員
レ
ッ
ド
・
パ
ー
ジ
概
要
ノ
ー
ト
（
そ
の
七
）

─
東
京
都
に
お
け
る
教
員
レ
ッ
ド
・
パ
ー
ジ
（
そ
の
二
）
─
」、『
北

海
道
教
員
大
学
紀
要　

教
育
科
学
編
』、
五
六
巻
一
号
、
二
〇
〇
五
年
、

一
〇
一
─
一
一
五
頁
。
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資
料
編

　
「
大
正
三
年
三
月　

卒
業
記
念
帖　

東
京
市
本
郷
区
元
町
尋
常
小

学
校
」、
東
京
帝
国
大
学
赤
門
前
市
川
写
真
館
製
、
大
正
三
年
三
月

撮
影
。

図 2　卒業生集合写真
最前列左から 5番目に座るのが瀬川頼太郎である。

図 1　東京市本郷区元町尋常小学校　卒業記念帖　表紙

　

瀬
川
に
つ
い
て
は
、
爲
藤
五
郎
編
、『
現
代
教
育
家
評
伝
』（
文
化

書
房
・
一
九
三
六
年
（
に
て
、「
君
は
ま
た
、
極
め
て
写
真
嫌
い
だ

と
い
う
」（
七
七
頁
（
と
の
記
載
が
あ
る
。
こ
の
た
め
、
今
回
の
本

郷
区
元
町
尋
常
小
学
校
の
ア
ル
バ
ム
写
真
の
よ
う
な
、
瀬
川
の
容
貌

が
は
っ
き
り
と
残
る
写
真
は
極
め
て
珍
し
い
も
の
だ
と
思
わ
れ
る
。



（（

図 3　教員集合写真　
最前列左端が瀬川頼太郎である。

図 4　教員集合写真　名簿
図 3に対応した名簿となっている。
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二
〇
一
九
年
三
月
卒

◇
　

野
口
先
生
、
こ
れ
ま
で
大
変
お
世
話
に
な
り
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。
大
学
時
代
、
宗
教
・
文
化
ゼ
ミ
で
『
吾
妻
鏡
』
を
講
読
し

た
こ
と
、
ゼ
ミ
の
み
ん
な
で
鎌
倉
に
行
っ
た
こ
と
は
、
今
で
も
大
切

な
思
い
出
で
す
し
、
歴
史
を
さ
ら
に
深
く
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
お
身
体
ご
自
愛
下
さ
い
。

�

（
本
学
文
学
部
史
学
科
卒
）
堀　

加
奈
実

◇　
　

趣
深
い
鳥
辺
野
で
、
学
問
の
一
角
に
ほ
ん
の
少
し
、
触
れ
さ
せ
て

い
た
だ
け
た
時
間
は
、
私
に
と
っ
て
い
つ
ま
で
も
色
褪
せ
な
い
宝
物

で
す
。
目
ま
ぐ
る
し
く
時
間
が
過
ぎ
去
っ
て
い
く
中
で
、
足
を
止
め
、

昔
に
書
か
れ
た
文
章
を
じ
っ
く
り
と
眺
め
て
い
た
あ
の
時
は
、
と
て

も
幸
せ
で
贅
沢
な
時
間
で
し
た
。

　

野
口
先
生
は
じ
め
、
諸
先
生
方
、
ゼ
ミ
生
の
方
々
の
ま
す
ま
す
の

ご
活
躍
を
、
遠
く
か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

�

（
本
学
文
学
部
史
学
科
卒
）
Ｙ
．
Ｋ
．

◇　
　

野
口
先
生
と
の
出
会
い
は
、
一
回
生
の
頃
の
仏
教
学
の
授
業
で
し

た
。
歴
史
を
勉
強
す
る
事
を
楽
し
み
に
し
て
い
た
私
は
、
野
口
先
生

の
魅
力
的
な
話
術
に
惹
か
れ
て
、
こ
の
ゼ
ミ
の
扉
を
叩
き
ま
し
た
。

　

あ
れ
か
ら
も
う
何
年
の
時
が
過
ぎ
た
で
し
ょ
う
か
。
野
口
先
生
に
は

数
え
切
れ
な
い
御
恩
が
あ
る
中
、
未
だ
学
問
に
て
先
生
に
恩
返
し
が
で

き
ぬ
ま
ま
、
ゼ
ミ
が
無
く
な
っ
て
し
ま
う
の
が
心
残
り
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

し
か
し
今
で
も
野
口
先
生
と
の
思
い
出
、お
言
葉
が
私
の
中
で
し
っ
か

り
と
根
付
い
て
い
ま
す
。
い
つ
か
ま
た
学
問
の
世
界
に
帰
っ
て
き
た
際

に
は
、野
口
先
生
に
胸
を
張
れ
る
よ
う
な
人
間
に
な
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

野
口
先
生
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
！　

こ
の
宗
教
・
文
化

ゼ
ミ
は
、
私
の
大
学
時
代
の
青
春
で
あ
り
、
憧
れ
そ
の
も
の
で
し
た
。

　
（�

本
学
文
学
部
史
学
科
卒
、
京
都
大
学
大
学
院
人
間
・
環
境
学
研

究
科
二
〇
二
一
年
三
月
修
了
） �

下
坂　
　

碧

◇
　

一
回
生
か
ら
ゼ
ミ
に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
、様
々
な
経
験
を
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
学
生
生
活
の
大
部
分
の
貴
重
な
経
験
の
き
っ
か

け
を
作
っ
て
く
だ
さ
っ
た
野
口
先
生
に
は
と
て
も
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

　

ど
う
か
、
い
つ
ま
で
も
お
元
気
で
い
て
く
だ
さ
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
（�

本
学
文
学
部
史
学
科
卒
、
本
学
大
学
院
文
学
部
文
学
研
究
科
史

学
専
攻 
二
〇
二
一
年
三
月
修
了
） �

Ｕ
．
Ｓ
．

『
紫
苑
』最
終
号
発
刊
へ
の
ゼ
ミ
生
の
思
い

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
宗
教
文
化
ゼ
ミ
参
加
者
一
同 

（
二
〇
二
二
年
度
現
在
）
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◇
　

こ
の
度
は
、『
紫
苑
』
第
二
十
号
の
ご
刊
行
、
誠
に
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

　

私
は
、
二
〇
一
九
年
三
月
に
本
学
史
学
科
を
卒
業
い
た
し
ま
し
た
、

金
田
満
帆
と
申
し
ま
す
。（
野
口
先
生
か
ら
は
、
何
故
か
豊
田
さ
ん

と
呼
ば
れ
て
お
り
ま
す
…
笑
） 

当
ゼ
ミ
出
身
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、

近
世
文
化
史
、
主
に
、
地
方
へ
伝
播
し
た
雅
楽
に
関
す
る
研
究
を
専

門
と
し
て
お
り
ま
す
。
本
学
卒
業
後
は
、
神
戸
大
学
国
際
文
化
学
研

究
科
を
修
了
い
た
し
ま
し
て
、
現
在
は
、
池
田
市
立
歴
史
民
俗
資
料

館
で
学
芸
員
と
し
て
勤
め
て
お
り
ま
す
。

　

私
が
、
野
口
先
生
率
い
る
宗
教
・
文
化
研
究
所
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
の
門

戸
を
叩
い
た
の
は
、
学
部
三
回
生
の
時
だ
っ
た
か
と
記
憶
し
て
お
り

ま
す
。
当
時
の
近
世
ゼ
ミ
に
は
、
大
学
院
進
学
を
考
え
る
者
が
少
な

く
、
心
細
か
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
誰
か
に
進
学
の
相
談
に
乗
っ
て
も

ら
い
た
い
…
！
と
い
う
盛
大
な
下
心
を
持
っ
て
参
加
さ
せ
て
頂
い
た

の
が
き
っ
か
け
で
し
た
…
笑

　

ゼ
ミ
で
は
、
野
口
先
生
の
ご
指
導
の
も
と
、
同
期
や
後
輩
、
外
部

の
院
生
さ
ん
と
切
磋
琢
磨
し
あ
い
な
が
ら
史
料
講
読
を
行
い
、
時
に

は
お
茶
と
お
喋
り
を
楽
し
み
、
大
変
有
意
義
な
時
間
を
過
ご
さ
せ
て

頂
き
ま
し
た
。

　

色
々
な
思
い
出
が
ご
ざ
い
ま
す
が
、
中
で
も
印
象
的
だ
っ
た
の
は
、

現
役
学
芸
員
の
方
と
話
す
機
会
を
頂
け
た
こ
と
で
す
。
当
時
学
部
生

だ
っ
た
私
が
、
学
芸
員
に
な
り
た
い
！
と
改
め
て
強
く
思
う
程
の
刺

激
を
受
け
た
こ
と
を
今
で
も
覚
え
て
お
り
ま
す
。
現
在
の
職
に
就
く

こ
と
が
出
来
た
の
も
、
こ
の
よ
う
な
機
会
が
あ
っ
た
か
ら
、
と
言
っ

て
も
過
言
で
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。
大
変
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

　

宗
教
・
文
化
研
究
所
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
が
な
く
な
っ
て
し
ま
う
の
は
大

変
寂
し
く
ご
ざ
い
ま
す
が
、
当
時
の
思
い
出
や
刺
激
を
大
切
に
胸
に

し
ま
い
、
偶
に
開
け
て
み
て
、
思
い
出
に
浸
り
な
が
ら
、
仕
事
に
励

ん
で
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

野
口
先
生
、
宗
教
・
文
化
研
究
所
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
で
お
世
話
に
な
っ

た
皆
さ
ま
、
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
ま
た
い
つ
か
お

会
い
出
来
る
日
を
楽
し
み
に
し
て
お
り
ま
す
。

　
（�

本
学
文
学
部
史
学
科
卒
、
神
戸
大
学
国
際
文
化
学
研
究
科
修
了
）�

�

金
田　

満
帆

◇
　

本
学
卒
業
後
、
他
大
学
大
学
院
に
進
み
、
現
在
は
開
発
職
に
つ
い

て
お
り
ま
す
。
研
究
か
ら
は
離
れ
ま
し
た
が
、
歴
史
は
変
わ
ら
ず
好

き
で
、
歴
史
の
何
か
に
触
れ
る
た
び
宗
教
文
化
ゼ
ミ
の
こ
と
を
ふ
と

思
い
出
し
て
い
ま
す
。
本
学
で
は
さ
ま
ざ
ま
な
思
い
出
が
あ
り
ま
す

が
、
ゼ
ミ
で
の
活
動
は
特
に
私
の
中
で
輝
き
続
け
て
い
ま
す
。
純
粋

に
歴
史
学
に
向
き
合
え
る
、
私
に
と
っ
て
は
非
常
に
楽
し
く
貴
重
な

時
間
で
し
た
。
野
口
先
生
の
お
人
柄
に
も
何
度
も
救
わ
れ
ま
し
た
。

授
業
や
部
活
動
の
た
め
、
ゼ
ミ
に
な
か
な
か
顔
を
出
せ
な
く
な
っ
た



61

時
で
も
、
温
か
く
迎
え
て
く
だ
さ
り
大
変
嬉
し
か
っ
た
こ
と
、
今
で

も
覚
え
て
お
り
ま
す
。
大
学
院
進
学
と
い
う
道
を
示
し
て
く
だ
さ
っ

た
の
は
野
口
先
生
で
し
た
。
野
口
先
生
、
宗
教
文
化
ゼ
ミ
と
の
出
会

い
が
な
け
れ
ば
今
の
私
は
い
な
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
野
口
先
生
を

は
じ
め
、
宗
教
文
化
ゼ
ミ
の
皆
さ
ま
の
ご
健
勝
と
ご
活
躍
を
心
よ
り

お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

　
（
本
学
文
学
部
史
学
科
卒
、
京
都
大
学
大
学
院
人
間
・
環
境
学
研

究
科 

二
〇
二
一
年
三
月
修
了
）�

中
田
ほ
の
か

　
二
〇
二
〇
年
三
月
卒

◇
　

私
が
宗
教
・
文
化
研
究
所
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
に
参
加
し
た
の
は
、
野
口

先
生
の
講
義
で
ゼ
ミ
の
お
話
を
伺
っ
た
こ
と
が
き
っ
か
け
だ
っ
た
か

と
存
じ
ま
す
。
と
て
も
興
味
深
く
拝
聴
し
た
こ
と
を
覚
え
て
お
り
ま

す
。
こ
の
ゼ
ミ
に
参
加
し
、
多
く
の
学
び
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
の

は
言
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
が
、
沢
山
の
出
会
い
も
ご
ざ
い
ま
し
た
。

後
輩
た
ち
や
先
輩
方
、
そ
し
て
野
口
先
生
と
過
ご
し
た
時
間
は
、
私

に
と
っ
て
言
葉
で
は
言
い
表
せ
な
い
ほ
ど
に
大
切
な
思
い
出
で
す
。

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

末
筆
な
が
ら
、『
紫
苑
』
最
終
号
の
編
集
を
し
て
い
た
だ
い
た
北

條
暁
子
様
、
こ
の
よ
う
な
機
会
を
設
け
て
く
だ
さ
り
、
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
（�

本
学
文
学
部
史
学
科
卒
、
京
都
大
学
大
学
院
人
間
・
環
境
学
研

究
科 

二
〇
二
三
年
三
月
修
了
予
定
）�

佃　
　

美
香

 

二
〇
二
一
年
三
月
卒

◇
　

野
口
先
生

　

大
学
生
活
の
間
、
野
口
先
生
に
は
大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

右
も
左
も
分
か
ら
な
か
っ
た
私
に
と
っ
て
、
こ
の
ゼ
ミ
で
は
学
業
面

の
み
な
ら
ず
、
沢
山
の
事
を
教
え
て
頂
き
ま
し
た
。
私
に
と
っ
て
宗

文
研
ゼ
ミ
で
過
ご
し
た
時
間
、
培
っ
た
経
験
は
、
か
け
が
え
の
な
い

大
切
な
思
い
出
で
す
。

　

野
口
先
生
、
そ
し
て
宗
文
研
ゼ
ミ
出
身
の
皆
様
の
ご
健
康
と
、

益
々
の
ご
活
躍
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

�

（�

本
学
文
学
部
史
学
科
卒
、
福
岡
大
学
大
学
院
人
文
科
学
研
究
科
史

学
専
攻
二
〇
二
三
年
三
月
修
了
予
定
）�

 

佐
藤　

亜
美

◇　
　

野
口
先
生
、
こ
れ
ま
で
大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
三
回
生
の

頃
、
日
本
史
特
殊
講
義
で
野
口
先
生
の
授
業
を
受
け
た
こ
と
が
昨
日

の
こ
と
の
よ
う
に
思
い
出
さ
れ
ま
す
。
本
年
度
で
歴
史
あ
る
『
紫

苑
』
が
終
了
と
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
、
大
変
心
苦
し
く
思
い
ま
す
。

私
は
研
究
分
野
の
違
い
も
あ
り
、
宗
教
文
化
ゼ
ミ
そ
の
も
の
に
は
参
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加
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、『
紫
苑
』
で
二
度
論
稿
を

掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
く
な
ど
、
野
口
先
生
や
『
紫
苑
』
と
の
出
会
い
、

経
験
は
、
私
の
人
生
の
中
で
こ
れ
か
ら
先
も
大
き
な
も
の
を
も
た
ら

す
は
ず
で
す
。『
紫
苑
』
は
今
回
で
終
わ
っ
て
し
ま
い
ま
す
が
、
野

口
先
生
、
皆
さ
ま
、
こ
れ
か
ら
も
何
卒
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

�

（
本
学
文
学
部
史
学
科
卒
、
立
教
大
学
大
学
院
生
）
足
名　

笙
花

◇　
　

宗
教
・
文
化
研
究
所
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
で
学
ん
だ
日
々
は
、
私
に
と
っ

て
か
け
が
え
の
な
い
思
い
出
で
す
。

　

ご
教
授
く
だ
さ
っ
た
野
口
先
生
や
先
輩
方
、
切
磋
琢
磨
し
た
仲
間

と
出
会
う
こ
と
が
で
き
、
本
当
に
幸
せ
で
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。
今
後
と
も
皆
様
の
ご
活
躍
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

　

野
口
先
生
の
お
話
を
聞
く
た
び
に
、
世
界
が
大
き
く
広
が
っ
て
い

く
よ
う
に
感
じ
て
お
り
ま
し
た
。
充
実
し
た
時
間
が
得
ら
れ
た
の
は

野
口
先
生
の
お
か
げ
で
す
。
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

�

（
本
学
文
学
部
史
学
科
卒
） 

鹿
子
畑
瑞
季

◇
　

宗
教･

文
化
研
究
所
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
へ
は
、「『
吾
妻
鏡
』
が
読
め
る

よ
う
に
な
る｣

と
い
う
好
奇
心
の
み
で
参
加
し
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、

こ
の
時
代
に
関
す
る
知
識
は
全
く
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
野
口
先

生
や
先
輩
方
が
嫌
な
顔
せ
ず
、
一
つ
一
つ
丁
寧
に
教
え
て
く
だ
さ
っ

た
こ
と
を
今
で
も
覚
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
の
ゼ
ミ
を
通
し
て
た
く
さ
ん
の
方
と
出
会
う
こ
と
が
で

き
、
多
く
の
刺
激
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
私
が
大
学
院
に
進
学
す
る

こ
と
が
で
き
た
の
は
、
こ
の
ゼ
ミ
の
お
か
げ
で
す
。

  

野
口
先
生
、
宗
教･

文
化
研
究
所
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
の
皆
さ
ま
、
本
当

に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
（�

本
学
文
学
部
史
学
科
卒
、
神
戸
大
学
国
際
文
化
学
研
究
科
修
士

二
年
）�

澤
井　

真
帆

二
〇
二
二
年
三
月
卒

◇　
　

野
口
先
生
、
宗
教
・
文
化
ゼ
ミ
の
皆
様

　

一
年
半
と
い
う
期
間
で
は
ご
ざ
い
ま
し
た
が
、
ゼ
ミ
に
て
ご
指
導

い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。「
勉
強
す
る
」「
学
ぶ
」
と
い

う
こ
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
、
ど
の
よ
う
な
姿
勢
が
重
要
に
な
る

の
か
考
え
直
す
き
っ
か
け
と
な
り
ま
し
た
。

　

ゼ
ミ
に
関
係
す
る
皆
様
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
お
祈
り
申
し
上
げ

ま
す
。
ゼ
ミ
で
の
学
び
を
糧
に
、
今
後
も
精
進
し
た
い
と
存
じ
ま
す
。

�

（
本
学
文
学
部
史
学
科
卒
） 

伊
藤　

麻
衣

◇　
　

野
口
先
生
、
宗
教
・
文
化
研
究
所
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
の
皆
様
へ

　

ご
無
沙
汰
し
て
お
り
ま
す
。
皆
様
い
か
が
お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
。
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私
が
本
ゼ
ミ
に
お
世
話
に
な
っ
た
の
は
京
都
女
子
大
学
の
一
回
生
の

時
だ
け
と
と
て
も
短
い
間
で
し
た
。
そ
の
よ
う
な
私
で
大
変
恐
縮
で

は
あ
り
ま
す
が
今
回
の
発
行
を
も
っ
て
最
後
と
な
る
「
紫
苑
」
に
言

葉
を
添
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

私
が
一
回
生
の
時
ゼ
ミ
に
参
加
し
た
後
の
二
回
生
以
降
は
講
義
の

時
間
と
合
わ
ず
ま
た
、
コ
ロ
ナ
な
ど
が
あ
り
な
か
な
か
ゼ
ミ
に
お
邪

魔
で
き
ず
そ
の
ま
ま
卒
業
を
迎
え
る
に
至
り
ま
し
た
。
卒
業
後
の
現

在
は
関
東
の
方
へ
移
り
社
会
人
と
し
て
日
々
を
邁
進
し
て
お
り
ま
す
。

　

ゼ
ミ
に
参
加
し
た
期
間
は
短
か
っ
た
で
す
が
、
ゼ
ミ
で
得
た
知
識

や
経
験
は
在
学
中
、
そ
し
て
卒
業
し
た
今
で
も
私
自
身
の
大
き
な
糧

と
な
り
ま
し
た
。
ゼ
ミ
に
て
野
口
先
生
に
は
、
歴
史
的
な
こ
と
は
も

ち
ろ
ん
の
こ
と
、
そ
の
他
に
も
生
活
や
人
生
の
こ
と
な
ど
多
く
の
こ

と
を
ご
教
授
い
た
だ
き
ま
し
た
。
私
に
と
っ
て
あ
の
場
所
は
普
段
の

講
義
と
は
異
な
り
歴
史
に
加
え
、
人
生
の
話
を
す
る
空
間
で
あ
り
、

大
学
一
年
生
と
い
う
若
輩
者
の
身
と
し
て
は
、
物
理
的
に
は
狭
く
と

も
知
識
に
溢
れ
た
大
き
く
広
い
場
所
で
し
た
。

　

こ
ん
な
に
も
お
世
話
に
な
っ
た
野
口
先
生
や
皆
様
に
卒
業
の
際
ご

挨
拶
で
き
な
か
っ
た
こ
と
が
一
つ
の
心
残
り
で
し
た
。
そ
こ
で
勝
手

で
は
あ
り
ま
す
が
、
本
文
に
て
感
謝
の
意
を
表
し
た
い
と
存
じ
ま
す
。

誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
こ
の
よ
う
な
機
会
を
つ
く
っ
て
く
だ
さ
っ

た
北
條
様
、
そ
し
て
今
ま
で
宗
教
・
文
化
研
究
所
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
を
主

宰
し
、
発
展
さ
せ
そ
し
て
守
り
続
け
て
く
だ
さ
っ
た
野
口
先
生
を
は

じ
め
皆
々
様
の
ご
健
康
と
今
後
の
ご
活
躍
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

�

（
本
学
文
学
部
史
学
科
卒
） 

鈴
木　

眞
澄

本
学
在
学
中

◇
　

二
〇
一
九
年
に
入
学
し
、
以
来
、
宗
教
・
文
化
研
究
所
ゼ
ミ
に
も

参
加
さ
せ
て
頂
い
て
い
ま
す
。

　

そ
の
一
年
前
の
野
口
先
生
の
御
退
職
を
知
っ
て
も
諦
め
き
れ
ず
情
報

を
探
す
中
、
引
き
続
き
名
誉
教
授
と
し
て
の
野
口
実
先
生
の
御
厚
意
で

ゼ
ミ
が
存
続
し
、『
吾
妻
鑑
』
の
講
読
も
続
け
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
、
と

伺
っ
た
時
の
う
れ
し
さ
は
忘
れ
ら
れ
ま
せ
ん
。
育
児
中
で
継
続
的
参
加

の
ま
ま
な
ら
ぬ
、
し
か
も
国
文
の
私
で
も
気
兼
ね
な
く
参
加
さ
せ
て
頂

け
る
、
ゼ
ミ
生
の
温
か
さ
と
先
生
の
器
の
大
き
さ
に
感
激
し
て
い
ま
し

た
。
以
前
か
ら
こ
の
ゼ
ミ
は
、
国
文
学
科
・
専
攻
か
ら
も
複
数
の
学
生
、

院
生
を
受
け
入
れ
て
来
た
歴
史
を
お
持
ち
だ
っ
た
の
で
し
た
。
他
大
学

出
身
で
心
細
か
っ
た
と
こ
ろ
、
他
大
学
か
ら
ご
参
加
の
ゼ
ミ
師
範
代
と

知
り
合
え
ま
し
た
こ
と
も
大
き
な
収
穫
で
し
た
。
先
生
に
い
つ
も
ご
用

意
頂
い
て
い
る
お
菓
子
を
み
ん
な
で
頂
く
時
間
が
好
き
で
し
た
。

　

育
休
が
明
け
、
中
学
教
員
に
復
帰
し
た
二
〇
二
〇
年
の
夏
休
み
に
、

宗
文
研
を
お
訪
ね
し
ま
し
た
。
先
生
が
高
校
の
教
員
と
し
て
博
論
を

お
出
し
に
な
っ
た
お
話
、
研
究
者
で
い
ら
っ
し
ゃ
る
奥
様
の
育
児
後
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の
ご
活
躍
、
私
学
出
身
者
な
ら
で
は
の
研
究
へ
の
姿
勢
等
を
伺
い
、

そ
れ
が
今
の
私
の
芯
と
な
る
一
部
分
を
形
成
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
、
先
生
や
ゼ
ミ
生
の
皆
さ
ま
か
ら
、
直
接
あ
る
い
は

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
上
で
ご
教
示
頂
い
た
数
々
の
こ
と
、そ
し
て
、こ
こ
に
あ
る
た

し
か
な
つ
な
が
り
を
、今
後
も
支
え
に
学
ん
で
参
り
ま
す
。
有
難
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。
そ
し
て
、
こ
れ
か
ら
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

�

（
本
学
大
学
院
文
学
研
究
科
国
文
学
専
攻
） 

北
條　

暁
子

他
大
学
よ
り

◇
　

野
口
先
生
、
宗
教
・
文
化
研
究
所
ゼ
ミ
の
皆
様

　

野
口
先
生
や
ゼ
ミ
生
の
方
々
に
は
、
二
〇
一
八
・
二
〇
一
九
年
の

二
年
間
、
他
大
学
で
か
つ
古
代
史
専
攻
な
が
ら
ゼ
ミ
に
参
加
さ
せ
て

い
た
だ
き
、
吾
妻
鑑
の
輪
読
や
ゼ
ミ
の
先
輩
の
お
話
な
ど
を
通
し
て
、

よ
り
広
い
視
野
を
持
ち
続
け
る
必
要
性
を
学
び
ま
し
た
。　

　

コ
ロ
ナ
禍
や
私
自
身
の
就
職
な
ど
で
、
二
〇
二
〇
年
以
降
は
、
参

加
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
直
接
お
会
い
し
て
御
礼
申
し
上
げ
る
事
が

で
き
な
か
っ
た
こ
と
が
心
残
り
で
し
た
。
こ
の
場
を
お
借
り
し
て
、

御
礼
申
し
上
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。
先
生
、
ゼ
ミ
の
皆
様
、
本
当
に

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
先
生
を
始

め
、
ゼ
ミ
生
の
方
々
の
ご
健
康
と
ご
活
躍
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

�

（
同
志
社
大
学
文
学
研
究
科
文
化
史
学
専
攻
修
了
） 

柴
崎　

謙
信

◇
　

野
口
先
生
と
、
思
い
出
と
、
こ
れ
か
ら
と

　

野
口
先
生
に
初
め
て
お
目
に
か
か
っ
た
日
の
こ
と
は
、
強
く
記
憶

に
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。
あ
の
日
以
来
、
宗
教
・
文
化
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
の

一
員
に
お
加
え
い
た
だ
き
、
週
に
一
度
程
度
、
活
動
を
共
に
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
ゼ
ミ
で
は
過
分
に
も
師
範
代
に
任
じ
て
い
た
だ

き
、
計
り
知
れ
な
い
程
の
御
学
恩
を
蒙
っ
た
の
は
言
う
ま
で
も
あ
り

ま
せ
ん
が
、
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
や
就
職
で
上
手
く
い
か
な
か
っ
た
時
な

ど
、
あ
の
御
温
顔
と
軽
妙
な
語
調
に
、
ど
れ
だ
け
救
わ
れ
た
か
、
あ

げ
て
数
え
る
こ
と
が
出
来
ま
せ
ん
。
ま
た
、
野
口
先
生
に
与
え
て
い

た
だ
い
た
豊
か
な
人
脈
は
、
現
在
も
私
の
生
活
に
と
っ
て
か
け
が
え

の
無
い
も
の
で
あ
り
ま
す
。
昨
年
は
、
先
生
と
の
拝
眉
が
叶
い
、
と

て
も
嬉
し
い
時
間
と
な
り
ま
し
た
。
野
口
先
生
、
今
後
と
も
、
ど
う

か
益
々
御
健
勝
に
て
御
教
導
の
程
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

（�

二
〇
一
四
年
度
〜
ゼ
ミ
在
籍 

京
都
大
学
人
間
・
環
境
学
研
究
科
修

士
課
程
修
了
）�

弓
山
慎
太
郎

　　

以
上
十
六
名
の
ほ
か
、
二
〇
二
一
年
三
月
本
学
文
学
部
史
学
科
ご

卒
業
で
、
京
都
府
立
大
学
大
学
院
史
学
専
攻
に
進
ま
れ
、
一
月
に
修

論
を
め
で
た
く
提
出
な
さ
い
ま
し
た
滝
澤
和
湖
さ
ま
を
は
じ
め
と
す

る
ご
参
加
者
、
総
勢
二
十
二
名
が
、
最
終
年
度
で
あ
る
今
年
度
、

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
上
の
宗
文
研
ゼ
ミ
に
在
籍
し
て
い
ま
し
た
。
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執
筆
者
紹
介

　
　
　
　
　
　
　

滑
川　

敦
子
…
…
…
…
宮
城
県
教
育
庁
文
化
財
課
技
術
主
査

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

立
命
館
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
人
文
学
専
攻
博
士
後
期
課
程
修
了
（
博
士
・
文
学
）

　
　
　
　
　
　
　

北
條　

暁
子
…
…
…
…
本
学
文
学
研
究
科
国
文
学
専
攻
博
士
後
期
課
程
（
長
期
履
修
学
生
）
五
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

長
浜
バ
イ
オ
大
学
兼
任
講
師　

相
愛
大
学
非
常
勤
講
師

　
　
　
　
　
　
　

足
名　

笙
花
…
…
…
…
立
教
大
学
大
学
院 
21
世
紀
社
会
デ
ザ
イ
ン
研
究
科
比
較
組
織
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
学
専
攻

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

博
士
前
期
課
程
二
年
（
本
学
文
学
部
史
学
科
卒
）
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と
う
と
う
最
後
の
号
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
二
〇
一
六
年
の

三
月
に
定
年
退
職
し
た
と
き
に
、
私
の
「
退
職
記
念
号
」
と
し
て
出

さ
れ
た
第
十
四
号
が
最
終
号
に
な
る
は
ず
で
し
た
が
、
ゼ
ミ
ナ
ー
ル

の
存
続
が
な
さ
れ
、
編
集
を
引
き
受
け
て
く
れ
る
メ
ン
バ
ー
が
お
ら

れ
た
こ
と
、
ま
た
、
刊
行
に
必
要
な
予
算
措
置
を
事
務
サ
イ
ド
で

と
っ
て
い
た
だ
け
た
こ
と
で
、『
紫
苑
』
は
命
脈
を
保
っ
た
の
で
し

た
。

　

し
か
し
、
今
こ
う
し
て
絶
体
絶
命
の
「
あ
と
が
き
」
を
書
く
段
に

な
っ
て
み
る
と
、
最
後
に
な
る
は
ず
だ
っ
た
十
四
号
に
は
、
ゼ
ミ
に

関
わ
り
の
あ
っ
た
先
生
方
や
草
創
期
の
メ
ン
バ
ー
が
、
貴
重
な
御
高

論
に
加
え
て
、
様
々
な
思
い
出
話
を
語
っ
て
下
さ
っ
て
い
ま
す
か
ら
、

そ
れ
を
我
が
人
生
の
「
宝
物
」
に
し
て
、
幕
を
閉
じ
て
し
ま
っ
た
方

が
よ
か
っ
た
よ
う
な
気
も
致
し
ま
す
。

　

と
は
い
え
、
ゼ
ミ
は
私
の
定
年
後
も
続
け
ら
れ
、『
紫
苑
』
は
そ

の
活
動
の
成
果
と
発
表
す
る
場
で
す
か
ら
、
止
め
て
し
ま
う
の
は
お

か
し
い
。
そ
れ
に
、
実
際
、
す
ぐ
れ
た
研
究
成
果
が
掲
載
さ
れ
て
い

る
の
で
す
か
ら
、
刊
行
を
続
け
た
意
味
は
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

私
は
定
年
後
も
、
本
学
で
は
現
代
社
会
学
部
と
文
学
部
史
学
科
の

非
常
勤
講
師
を
つ
と
め
、
ま
た
、
立
命
館
大
学
・
同
志
社
大
学
・
同

志
社
女
子
大
学
・
京
都
橘
大
学
に
も
出
講
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。

で
す
か
ら
、
数
年
の
間
は
、
新
た
な
な
メ
ン
バ
ー
を
発
掘
し
、
ゼ
ミ

を
継
続
し
て
い
く
こ
と
は
可
能
だ
っ
た
の
で
す
。
し
か
し
、
そ
れ
に

は
思
い
も
か
け
な
い
障
害
が
待
ち
受
け
て
い
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
で

す
。

　

こ
れ
で
、
ゼ
ミ
の
活
動
は
ス
ト
ッ
プ
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
り
ま
し

た
。
細
々
と
続
け
て
い
た
『
吾
妻
鏡
』
講
読
会
も
開
け
な
く
な
り
、

新
し
い
ゼ
ミ
生
も
加
わ
り
得
な
い
状
況
と
な
り
ま
し
た
。
唯
一
の
救

い
は
、
私
の
定
年
直
前
の
時
期
の
ゼ
ミ
生
た
ち
と
作
っ
た
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ

の
グ
ル
ー
プ
ペ
ー
ジ
で
、
こ
れ
で
連
絡
を
取
り
合
う
程
度
の
活
動
し

か
出
来
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

こ
の
ゼ
ミ
は
単
位
や
所
属
に
関
係
な
く
主
体
的
な
意
志
で
集
ま
っ

た
人
た
ち
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
も
の
で
す
か
ら
、
個
々
の
メ
ン

バ
ー
が
、
そ
れ
を
「
自
分
の
も
の
」
と
思
う
よ
う
な
状
況
に
な
っ
て

い
な
け
れ
ば
維
持
で
き
な
い
こ
と
は
前
々
か
ら
分
か
っ
て
い
ま
し
た
。

だ
か
ら
、「
ち
ょ
っ
と
『
吾
妻
鏡
』
を
読
み
た
い
な
」
か
ら
始
ま
っ

て
も
、「
な
ん
だ
か
こ
れ
は
面
白
い
か
ら
、
も
っ
と
勉
強
し
て
み
よ

う
」
と
い
う
気
持
ち
に
な
っ
た
と
か
、
気
の
合
う
仲
間
が
い
て
集
ま

る
と
楽
し
い
と
い
っ
た
要
素
が
な
け
れ
ば
、
す
ぐ
に
空
中
分
解
し
て

し
ま
い
ま
す
。
そ
の
点
で
う
ま
く
い
っ
て
い
た
の
は
、
ゼ
ミ
を
開
い

て
か
ら
数
年
ほ
ど
の
間
で
し
た
。

あ
と
が
き
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そ
も
そ
も
、
研
究
所
の
ゼ
ミ
は
私
の
前
任
だ
っ
た
星
野
一
正
先
生

の
時
か
ら
の
も
の
で
、
専
任
研
究
員
の
業
務
の
ひ
と
つ
と
し
て
継
承

し
た
も
の
で
し
た
。
星
野
先
生
は
京
大
の
医
学
部
に
お
ら
れ
た
生
命

倫
理
の
世
界
的
な
研
究
者
で
、
御
自
身
の
獲
得
し
た
経
費
で
助
手
を

二
人
も
雇
用
し
て
、
市
民
対
象
の
ゼ
ミ
を
開
い
て
お
ら
れ
た
の
で
す
。

当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
私
に
は
そ
れ
を
継
承
す
る
力
量
は
あ
り
ま
せ

ん
。
し
か
し
、
自
分
の
専
門
に
絡
め
る
な
ら
ば
、
京
都
女
子
大
学
の

教
学
理
念
の
根
幹
に
あ
る
親
鸞
の
思
想
が
ど
の
よ
う
な
時
代
背
景
の

も
と
に
形
成
さ
れ
た
の
か
、
す
な
わ
ち
日
本
中
世
前
期
の
歴
史
を
解

明
す
る
と
い
う
よ
う
な
形
で
な
ら
行
う
こ
と
が
出
来
る
と
考
え
た
の

で
す
。

　

一
般
市
民
の
参
加
を
求
め
る
の
は
当
面
無
理
で
あ
っ
て
も
、
史
学

科
の
学
生
な
ど
は
可
能
だ
ろ
う
と
考
え
た
の
で
す
が
、
当
初
の
授
業

担
当
は
、
私
が
本
学
に
赴
任
し
た
二
〇
〇
〇
年
四
月
に
開
設
さ
れ
た

ば
か
り
の
現
代
社
会
学
部
「
基
礎
演
習
」
の
み
で
し
た
か
ら
、
関
心

を
持
っ
て
く
れ
る
学
生
は
い
て
も
、
な
か
な
か
定
着
は
困
難
で
し
た
。

そ
ん
な
中
、
私
の
京
都
赴
任
を
知
っ
て
、
一
九
八
六
年
か
ら
八
九
年

の
三
年
間
、
古
代
学
協
会
・
平
安
博
物
館
・
京
都
文
化
博
物
館
に
勤

務
し
て
い
た
頃
の
同
僚
が
私
の
専
攻
分
野
に
近
い
ジ
ャ
ン
ル
を
研
究

し
よ
う
と
し
て
い
る
院
生
を
紹
介
し
て
く
れ
た
り
、
あ
る
い
は
自
ら

研
究
室
を
訪
ね
て
く
れ
る
若
い
研
究
者
が
現
れ
た
の
で
、
そ
の
方
た

ち
に
ゼ
ミ
設
立
の
お
手
伝
い
を
し
て
頂
き
ま
し
た
。
ま
た
、
赴
任
し

た
年
度
の
後
期
か
ら
京
都
駅
前
の
キ
ャ
ン
パ
ス
プ
ラ
ザ
（
大
学
コ
ン

ソ
ー
シ
ア
ム
）
で
担
当
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
「
中
世
の
京
都
」

と
い
う
講
座
に
登
録
し
て
き
た
他
大
学
の
学
生
に
誘
い
の
葉
書
を
出

す
よ
う
な
こ
と
も
致
し
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
「
努
力
」
の
結
果
、
中
村
晃
子
・
前
川
佳
代
・
田
中
裕

紀
・
門
屋
敦
と
い
っ
た
ゼ
ミ
の
草
創
を
担
う
メ
ン
バ
ー
が
集
ま
り
ま

し
た
。
同
志
社
の
院
生
だ
っ
た
中
村
さ
ん
は
古
代
学
協
会
で
同
僚

だ
っ
た
関
口
力
氏
の
御
紹
介
、
旧
知
の
前
川
さ
ん
は
立
命
館
大
学
か

ら
後
輩
た
ち
を
連
れ
て
き
て
く
れ
ま
し
た
。
田
中
さ
ん
と
門
屋
君
は

同
志
社
で
中
世
文
学
を
専
攻
す
る
学
部
生
で
し
た
。

　

さ
ら
に
、
私
は
次
の
年
度
か
ら
し
ば
ら
く
の
間
、
同
志
社
大
学
の

学
部
と
大
学
院
に
出
講
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
の
で
す
が
、
そ
の
間
の

履
修
生
も
大
勢
ゼ
ミ
に
参
加
し
て
く
れ
ま
し
た
。
そ
の
な
か
で
特
筆

す
べ
き
は
、
長
村
祥
知
・
山
本
陽
一
郎
・
野
口
洋
平
の
三
君
（
仲
間

か
ら
は
総
称
し
て
「
3
Ｙ
」
と
呼
ば
れ
ま
し
た
）
で
す
。
必
修
科
目

と
被
っ
て
い
た
の
に
私
の
授
業
を
選
択
し
た
く
れ
た
と
い
う
長
村
君

は
、
い
つ
も
授
業
後
に
専
門
的
な
質
問
を
浴
び
せ
て
く
れ
て
、「
こ

れ
は
た
だ
者
で
は
な
い
」
と
思
わ
せ
る
も
の
が
あ
り
ま
し
た
。
山
本

君
は
西
洋
史
専
攻
の
学
部
生
な
の
に
大
学
院
の
授
業
に
堂
々
と
潜
入

し
て
く
れ
ま
し
た
。
京
都
の
観
光
ガ
イ
ド
を
担
う
サ
ー
ク
ル
に
参
加

し
て
い
た
野
口
君
は
、
た
し
か
直
接
私
の
研
究
室
を
訪
ね
て
く
れ
た

の
だ
と
思
い
ま
す
。
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一
方
、
本
学
の
学
生
が
参
加
し
て
く
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
き
っ
か

け
は
、
史
学
科
の
稲
本
紀
昭
先
生
が
サ
バ
テ
ィ
カ
ル
を
と
ら
れ
た
間
、

代
わ
り
に
い
く
つ
か
の
講
義
を
担
当
し
た
こ
と
と
、
赴
任
の
次
の
年

度
か
ら
学
部
や
短
大
の
総
合
教
育
科
目
を
担
当
す
る
よ
う
に
な
っ
た

こ
と
か
ら
で
し
た
。
史
学
科
の
「
日
本
史
特
講
」
の
授
業
の
際
に
、

歴
史
学
研
究
会
の
大
会
の
話
を
し
た
と
こ
ろ
、「
行
き
ま
す
」
と
手

を
挙
げ
て
く
れ
た
平
田
樹
理
さ
ん
や
授
業
後
に
何
人
か
の
友
達
を

誘
っ
て
研
究
室
に
押
し
か
け
て
き
て
く
れ
た
永
富
絵
里
子
さ
ん
な
ど
、

積
極
的
に
活
躍
し
て
く
れ
る
メ
ン
バ
ー
が
現
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。

　

こ
の
あ
た
り
か
ら
ゼ
ミ
は
大
き
く
展
開
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

そ
れ
は
、
永
富
さ
ん
が
京
都
教
育
大
学
で
情
報
教
育
を
専
攻
し
て
い

た
鈴
木
潤
君
と
一
緒
に
ゼ
ミ
に
参
加
し
て
く
れ
た
こ
と
に
よ
り
ま
す
。

Ｉ
Ｔ
の
エ
キ
ス
パ
ー
ト
で
あ
る
鈴
木
君
は
す
ぐ
に
ゼ
ミ
の
Ｈ
Ｐ
を
起

ち
上
げ
て
く
れ
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
複
数
の
大
学
に
所
属
し
て

い
る
メ
ン
バ
ー
に
対
す
る
連
絡
は
容
易
に
な
り
、
掲
示
板
を
通
し
て

双
方
向
の
意
見
交
換
も
出
来
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
こ

れ
が
関
西
圏
の
日
本
中
世
の
歴
史
・
文
学
を
専
攻
す
る
学
生
に
広
く

知
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
と
、
逆
に
各
方
面
か
ら
の
情
報
が
入
る
よ
う

に
も
な
り
、
史
料
講
読
会
に
は
、
学
生
の
み
な
ら
ず
、
一
般
市
民
の

参
加
者
も
現
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
（
本
誌
一
四
号
の
「
思
い

出
」
の
欄
に
掲
載
さ
れ
た
坂
口
太
郎
氏
の
エ
ッ
セ
イ
を
御
参
照
下
さ

い
）。

　

そ
ん
な
中
、
直
接
ゼ
ミ
へ
の
参
加
を
希
望
し
て
研
究
室
を
訪
ね
て

く
れ
た
の
が
、
の
ち
に
史
料
講
読
会
の
師
範
代
を
務
め
て
く
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
岩
田
慎
平
君
で
す
。
彼
は
関
西
学
院
大
学
の
大
学
院
生

で
し
た
が
、
う
れ
し
い
こ
と
に
住
所
が
私
の
家
に
近
い
の
で
、
ゼ
ミ

が
終
わ
る
と
一
緒
に
帰
る
こ
と
が
多
く
、
研
究
面
は
も
と
よ
り
、
ゼ

ミ
の
運
営
に
関
す
る
様
々
な
問
題
に
つ
い
て
意
見
を
交
換
す
る
こ
と

が
で
き
、
公
開
講
座
の
企
画
や
学
部
生
の
指
導
な
ど
に
力
を
発
揮
し

て
く
れ
ま
し
た
。

  

ま
た
、
私
が
大
学
院
家
政
学
研
究
科
の
授
業
を
担
当
し
た
こ
と
か

ら
、
単
位
の
履
修
の
枠
を
越
え
て
ゼ
ミ
の
活
動
に
加
わ
っ
て
く
れ
た

建
築
史
や
美
術
史
を
専
攻
す
る
院
生
（
中
国
か
ら
の
留
学
生
も
含

む
）
も
あ
ら
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
う
し
て
様
々
な
バ
ッ
ク
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
も
っ
た
メ
ン
バ
ー
が
集

ま
っ
た
の
で
、
当
然
そ
れ
ぞ
れ
学
力
や
知
識
に
は
大
き
な
差
が
あ
っ

た
は
ず
な
の
で
す
が
、
史
料
講
読
会
や
研
究
発
表
会
は
、
な
ぜ
か
和

気
藹
々
た
る
中
に
学
問
の
面
白
さ
を
み
ん
な
が
感
じ
ら
れ
る
よ
う
な

雰
囲
気
が
醸
し
出
さ
れ
、
い
ま
考
え
る
と
不
思
議
な
光
景
が
そ
こ
に

は
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
う
な
る
と
、
大
学
に
残
っ
て
も
っ
と
深
く
研
究
を
進
め
た
い
と

思
う
者
が
現
れ
る
の
も
当
然
で
、
そ
う
い
う
意
志
の
あ
る
メ
ン
バ
ー

に
は
敷
居
の
高
い
と
こ
ろ
で
の
他
流
時
代
を
勧
め
ま
し
た
。
そ
の
受
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け
皿
を
提
供
し
て
下
さ
っ
た
の
が
私
の
「
畏
友
」
且
つ
「
師
」
で
も

あ
る
京
都
大
学
の
元
木
泰
雄
先
生
で
し
た
。
そ
の
お
か
げ
で
、
京
大

元
木
研
究
室
に
所
属
す
る
佐
伯
智
広
・
辻
浩
和
・
坂
口
太
郎
君
な
ど

の
錚
々
た
る
院
生
た
ち
が
、
ゼ
ミ
生
の
お
友
達
と
し
て
当
方
の
活
動

に
参
加
し
て
く
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
あ
り
が
た
い
こ
と
で
し
た
。

　

ゼ
ミ
の
歴
史
を
書
き
綴
っ
て
き
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
こ
れ
は
本

誌
最
終
号
の
「
あ
と
が
き
」
で
し
た
。
本
来
の
目
的
に
戻
り
ま
し
ょ

う
。

　
『
紫
苑
』
の
名
付
け
親
は
永
富
さ
ん
で
す
が
、
最
初
の
編
集
長
は

平
田
さ
ん
が
つ
と
め
て
く
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
二
号
ま
で
は
版
下
を

永
富
さ
ん
と
鈴
木
君
が
協
力
し
て
作
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
と
く
に
二

号
の
六
ペ
ー
ジ
に
及
ぶ
カ
ラ
ー
の
ゼ
ミ
旅
行
記
録
は
他
に
類
を
み
な

い
も
の
で
し
ょ
う
（
た
だ
し
、
予
算
面
で
事
務
の
方
た
ち
に
苦
労
を

お
か
け
し
た
よ
う
で
す
）。
そ
し
て
、
こ
の
号
の
巻
頭
に
掲
載
さ
れ

た
長
村
君
の
論
文
は
、
学
部
生
と
は
思
え
な
い
レ
ベ
ル
を
示
す
も
の

で
し
た
。
こ
れ
に
続
い
て
メ
ン
バ
ー
た
ち
が
、「
機
会
さ
え
あ
れ
ば
、

学
部
生
で
も
学
界
の
水
準
に
迫
る
論
文
を
世
に
問
う
こ
と
が
出
来

る
」
こ
と
を
証
明
し
て
く
れ
た
の
は
私
の
本
望
と
す
る
と
こ
ろ
で
し

た
。　

  

三
～
六
号
の
編
集
は
、
本
学
か
ら
同
志
社
大
学
に
転
学
の
の
ち
、

京
都
大
学
大
学
院
に
進
ん
だ
山
岡
瞳
さ
ん
が
担
当
し
て
く
れ
ま
し
た
。

表
紙
を
飾
る
「
紫
苑
」
の
文
字
は
、
そ
の
山
岡
さ
ん
の
手
に
な
る
も

の
で
す
。

　

七
号
は
国
文
学
科
の
江
波
さ
ん
が
担
当
。
現
在
、
江
波
さ
ん
は
広

島
の
出
版
社
に
お
勤
め
で
す
が
、
こ
の
と
き
の
経
験
が
お
役
に
立
っ

て
い
る
の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
ち
な
み
に
、
こ
の
頃
は
、
江
波
さ
ん

を
は
じ
め
と
す
る
国
文
専
攻
の
院
生
の
活
躍
が
顕
著
で
、
講
読
会
で

『
小
右
記
』
が
取
り
上
げ
ら
れ
た
の
も
こ
の
頃
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

こ
ち
ら
も
勉
強
が
大
変
で
し
た
。

　

八
号
か
ら
は
山
本
み
な
み
さ
ん
が
担
当
。
山
本
さ
ん
は
史
学
科
で

す
が
、
小
松
寮
の
寮
生
と
し
て
は
江
波
さ
ん
の
後
輩
で
す
。
巻
頭
を

飾
っ
た
の
は
神
戸
大
学
の
大
学
院
か
ら
参
加
し
て
く
れ
た
藪
本
勝
治

君
の
論
文
。
こ
の
頃
か
ら
、
遠
路
に
も
拘
わ
ら
ず
神
戸
大
学
や
奈
良

女
子
大
か
ら
院
生
の
参
加
が
増
え
、
ゼ
ミ
の
開
か
れ
た
共
同
研
究
室

は
、
史
学
や
文
学
、
建
築
学
な
ど
様
々
な
ジ
ャ
ン
ル
を
専
攻
し
て
い

る
若
者
た
ち
が
親
し
く
意
見
を
交
わ
す
理
想
の
空
間
を
現
出
さ
せ
て

い
ま
し
た
。『
紫
苑
』
は
そ
れ
を
文
字
化
し
て
凝
縮
し
た
よ
う
な
も

の
を
伝
え
て
く
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

　

山
本
さ
ん
が
京
都
大
学
の
大
学
院
に
進
学
し
た
こ
と
に
よ
り
十
一

～
十
三
号
は
池
嶋
美
帆
さ
ん
が
担
当
。
同
期
の
滝
沢
智
世
さ
ん
が
戦

国
期
の
研
究
成
果
を
紙
面
に
反
映
さ
せ
て
く
れ
た
の
は
新
鮮
で
し
た
。

  

最
終
号
に
な
る
は
ず
だ
っ
た
十
四
号
は
、
岩
田
君
が
ゼ
ミ
の
歴
史

を
振
り
返
る
と
共
に
御
縁
の
あ
っ
た
研
究
者
に
研
究
成
果
の
発
表
を
、
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古
参
メ
ン
バ
ー
に
は
思
い
出
話
を
依
頼
す
る
よ
う
な
方
法
で
、
私
の

退
職
記
念
号
を
編
ん
で
下
さ
り
、
一
八
三
ペ
ー
ジ
の
大
冊
と
な
り
ま

し
た
。
こ
れ
は
ゼ
ミ
の
歴
史
を
伝
え
る
最
高
の
「
史
料
」
と
な
る
も

の
で
あ
る
ば
か
り
で
な
く
、
私
の
人
生
の
記
念
碑
に
な
り
ま
し
た
。

寄
稿
し
て
下
さ
っ
た
皆
さ
ん
に
あ
ら
た
め
て
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

私
の
定
年
後
、
研
究
所
か
ら
ゼ
ミ
の
活
動
費
の
支
給
は
な
く
な
り

ま
し
た
が
、
活
動
成
果
の
刊
行
費
用
は
確
保
さ
れ
た
の
で
『
紫
苑
』

は
存
続
さ
れ
、
十
五
号
は
下
坂
碧
さ
ん
、
十
六
～
十
九
号
は
佐
藤
亜

美
さ
ん
が
編
集
の
労
を
担
っ
て
下
さ
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
こ
の
間
、

さ
す
が
に
ゼ
ミ
の
メ
ン
バ
ー
は
減
少
の
一
途
を
辿
り
、
細
々
と
史
料

講
読
会
を
続
け
て
い
た
の
で
す
が
、
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
っ
て
、
そ
の
継

続
も
叶
わ
な
く
な
り
、
Ｈ
Ｐ
の
掲
示
板
は
も
と
よ
り
、Facebook

の
研
究
所
の
グ
ル
ー
プ
ペ
ー
ジ
に
も
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
に
も
、
私
が
時
々
書

き
込
み
を
す
る
程
度
で
、
メ
ン
バ
ー
か
ら
の
リ
ア
ク
シ
ョ
ン
も
少
な

く
な
り
ま
し
た
。
こ
う
な
っ
て
し
ま
う
と
存
続
は
不
可
能
で
、
も
し

研
究
所
の
事
業
と
し
て
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
活
動
を
継
続
す
る
に
し
て
も
、

新
し
い
主
宰
者
の
も
と
、
新
し
い
テ
ー
マ
で
再
開
す
る
べ
き
で
あ
ろ

う
考
え
た
次
第
で
す
。

　

そ
れ
に
し
て
も
、『
紫
苑
』
が
こ
れ
だ
け
長
い
間
継
続
刊
行
で
き

た
の
は
、
裏
方
の
仕
事
を
担
っ
て
下
さ
っ
た
事
務
職
員
の
み
な
さ
ん

や
頻
繁
に
研
究
室
を
訪
ね
て
く
れ
た
印
刷
会
社
の
方
な
ど
の
お
力
が

あ
っ
た
か
ら
に
ほ
か
な
り
ま
せ
ん
。
心
か
ら
感
謝
の
意
を
表
し
た
い

と
思
い
ま
す
。

　

最
後
に
、
こ
の
最
終
号
を
担
当
し
て
下
さ
っ
た
北
條
暁
子
さ
ん
と
、

こ
こ
数
年
の
間
、
事
務
サ
イ
ド
か
ら
煩
雑
な
作
業
を
進
め
て
下
さ
っ

た
宗
教
部
の
平
屋
典
子
さ
ん
に
あ
つ
く
御
礼
を
申
し
あ
げ
て
結
び
と

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

そ
れ
で
は
さ
よ
う
な
ら
。�

（
野
口　

実
）
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編
集
後
記

　

京
都
女
子
大
学
宗
教
・
文
化
研
究
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
機
関
誌
『
紫
苑
』

第
二
十
号
を
、
記
念
す
べ
き
最
終
号
と
し
て
お
届
け
申
し
上
げ
ま
す
。

ご
縁
を
賜
り
ま
し
た
す
べ
て
の
皆
さ
ま
に
、
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ

ま
す
。

　

二
〇
二
二
年
度
は
、
大
河
ド
ラ
マ
「
鎌
倉
殿
の
十
三
人
」
の
影
響

も
あ
っ
て
か
、
武
士
へ
の
関
心
が
高
ま
り
ま
し
た
。
新
聞
・
雑
誌
記

事
や
新
刊
、
講
演
会
な
ど
で
、
野
口
実
先
生
は
勿
論
の
こ
と
、
今
も

ゼ
ミ
で
お
名
前
を
よ
く
伺
う
、
岩
田
慎
平
さ
ま
、
小
野
翠
さ
ま
、
坂

口
太
郎
さ
ま
、
長
村
祥
知
さ
ま
、
前
川
佳
代
さ
ま
、
藪
本
勝
治
さ
ま
、

山
本
み
な
み
さ
ま
（『
紫
苑
』
八
～
十
号
編
集
）
を
は
じ
め
と
す
る

皆
さ
ま
の
ご
活
躍
を
特
に
拝
見
で
き
、
学
び
に
恵
ま
れ
た
年
で
し
た
。

　

本
号
に
は
、
当
ゼ
ミ
卒
業
生
の
滑
川
さ
ま
、
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
上
ゼ
ミ
の

現
役
メ
ン
バ
ー
と
し
て
足
名
さ
ま
か
ら
ご
寄
稿
が
あ
り
、
北
條
も
小

稿
を
寄
せ
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
奇
し
く
も
一
、
二
本
目
が
角
田
文

衞
氏
の
研
究
成
果
を
取
り
上
げ
て
い
ま
す
。
当
ゼ
ミ
指
導
者
の
野
口

先
生
が
、
か
つ
て
古
代
学
協
会
・
平
安
博
物
館
・
京
都
文
化
博
物
館

に
在
籍
な
さ
っ
た
こ
と
と
無
関
係
で
は
な
さ
そ
う
で
す
。
今
号
も
、

一
本
目
の
平
安
時
代
か
ら
三
本
目
の
大
正
時
代
ま
で
と
広
い
時
代
に

亘
る
論
考
が
集
ま
り
、
ゼ
ミ
の
豊
か
さ
、
多
様
性
が
表
れ
た
よ
う
に

拝
し
ま
す
。
四
本
目
は
寄
せ
書
き
企
画
で
す
。
論
考
、
寄
せ
書
き
共

に
、
本
当
な
ら
ば
是
非
書
き
た
い
と
仰
っ
て
頂
い
た
方
は
他
に
も
お

い
で
で
し
た
。
如
何
せ
ん
、
期
日
が
一
月
と
い
う
厳
し
い
時
期
だ
け

に
、
涙
を
の
ん
で
頂
き
ま
し
た
方
々
に
こ
の
場
を
お
借
り
し
て
深
く

お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
と
共
に
、
感
想
を
お
寄
せ
頂
き
た
く
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

　

宗
教
文
化
ゼ
ミ
は
、
と
て
も
開
か
れ
た
、
学
生
誰
も
が
安
心
し
て

集
え
る
学
び
の
場
で
し
た
。
し
か
し
、
二
〇
二
一
年
三
月
、
新
型
感

染
症
対
策
と
し
て
大
学
に
集
ま
れ
な
い
日
々
が
始
ま
り
ま
し
た
。
そ

ん
な
時
、
こ
の
ゼ
ミ
を
野
口
先
生
が
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
上
で
続
け
て
下
さ
り
、

そ
れ
に
支
え
ら
れ
続
け
て
い
る
の
が
、
最
後
の
ゼ
ミ
生
の
私
た
ち
で

す
。
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
上
で
は
頻
繁
に
、『
紫
苑
』
十
四
号
に
も
お
名
前
の

挙
が
る
よ
う
な
先
生
方
や
先
輩
方
の
新
刊
、
新
聞
記
事
等
の
情
報
を

野
口
先
生
か
ら
も
頂
戴
で
き
、
充
実
し
ま
し
た
。
私
た
ち
も
、
何
と

か
再
び
集
ま
ろ
う
と
、
幾
度
も
模
索
し
ま
し
た
。
ま
さ
か
こ
れ
ほ
ど

長
く
コ
ロ
ナ
禍
が
続
く
と
思
わ
ず
、
先
生
か
ら
ご
教
示
頂
く
一
方
の

活
動
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
、
忸
怩
た
る
思
い
が
致
し
ま
す
。
し

か
し
、
も
し
、
野
口
先
生
が
こ
の
ゼ
ミ
と
『
紫
苑
』
を
十
四
号
で
お

止
め
に
な
っ
て
い
た
ら
、
現
在
の
私
た
ち
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

先
生
、
宝
物
を
賜
り
、
本
当
に
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

私
た
ち
の
学
習
を
支
援
し
続
け
て
頂
き
ま
し
た
、
宗
教
教
育
課
の

す
べ
て
の
職
員
の
皆
さ
ま
に
も
、
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
特

に
、『
紫
苑
』
の
編
集
に
長
ら
く
携
わ
ら
れ
ま
し
た
平
屋
典
子
さ
ま

に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
今
年
度
一
杯
で
ご
異
動
と
伺
い
、
一
同
、
さ

み
し
い
気
持
ち
で
す
。
い
つ
も
分
か
り
や
す
く
、
ま
た
懐
深
く
様
々

に
ご
教
示
賜
り
、
ほ
ん
と
う
に
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

宗
教
教
育
課
、
宗
教
・
文
化
研
究
所
は
仮
設
校
舎
に
移
動
な
さ
り
、

あ
の
ゼ
ミ
室
も
今
は
無
く
、
野
口
先
生
の
ご
指
導
を
仰
い
だ
当
ゼ
ミ

は
長
い
歴
史
を
こ
こ
で
閉
じ
ま
す
。
名
残
は
尽
き
ず
、
貴
重
な
活
動

に
終
止
符
の
打
た
れ
る
こ
と
が
惜
し
ま
れ
ま
す
。
し
か
し
、
野
口
先

生
の
薫
陶
を
受
け
て
、
二
十
年
に
亘
っ
て
続
い
た
ゼ
ミ
活
動
の
成
果

は
、『
紫
苑
』
の
二
十
冊
に
、
そ
し
て
、
私
た
ち
ゼ
ミ
生
の
こ
れ
か

ら
の
人
生
の
上
に
、
た
し
か
に
息
づ
い
て
い
ま
す
。�

（
北
條
暁
子
）
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